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第一章　消えそうな夢と救いの御曹司




　残暑厳しい八月下旬。

　葉は山やま美み汐しおは自宅に続く緩やかな坂道を、軽く息を弾ませ歩いていた。

　辺りには重厚な門構えが目を引く堂々たる邸宅が建ち並び、ひそやかで上品な空気に包まれている。

　美汐の小さな顔は紅潮し、肩より少し長いストレートの黒髪が歩くたび左右に揺れている。身長は百五十八センチでそれほど高くないが、手足が長く華奢なせいか実際よりもスラリと見え、清楚で理知的な雰囲気を強調している。

　日の入り近くの今もなお続く暑さに足取りは重く、最寄り駅から自宅までたった五分の距離が、遠く思えて仕方がない。

「楽しかったな」

　立ち止まり、手にしていたトートバッグを目の前に掲げた。幸せの象徴である四つ葉のクローバーをモチーフにしたゴールドのチャームが、持ち手部分で揺れている。

　今日は就活に苦戦していた友人がようやく内定を手にしたお祝いで、大学の友人三人と食事をした。家族以外とは滅多に行くことのない星を獲得している有名レストランでコースランチを堪能した後、最近ＳＮＳで話題を集めているセレクトショップで買物を楽しんだ。

　そこで買ったチャームが夕陽に照らされ輝いている。

　大学生の予算としては背伸びをした高価な買物だったが、卒業後も幸せな日々を過ごせるようにと四人で願いを込めて、お揃いで買うことにしたのだ。

　美汐を含めた三人はすでに希望した企業からの内定を手にしていて、ひとり粘り強く活動を続けていた友人から吉報が届いたと聞いた時にはホッと胸をなで下ろした。「だけど……」

　希望の内定を得て卒業後の進路を決めているとはいえ、美汐には無事に入社するための越えなければならない高い壁が控えている。父親という名の、難攻不落の高い壁だ。

　やがて坂道を上りきった美汐は、目の前に現れた豪奢な自宅を見上げた。

　国内最大の売上げを誇る製薬会社『葉は山やま製せい薬やく』の社長令嬢である美汐は、子どもの頃から父・大たい我がによって小学校受験や習い事、休日の過ごし方まですべて決められてきた。

　現在は大学卒業後の進路にまで大我の意志が押しつけられようとしていて、頭を悩ませている。

　大我は美汐を葉山製薬に入社させるつもりでいるが、長く入社を希望していた企業からの内定をすでに得ている美汐にそのつもりはない。

　７ＬＬＤＫの立派な建物は、大我になにもかもを決められてきた美汐にとって逃げられない籠かごのようなもの。

　一日でも早くここから出て大我の思惑に左右されない、そして自分の気持ちを優先できる人生を手に入れたい。

　そう思いつつも、これまで大我に逆らうことなく生きてきたせいで、自分の意志を貫き通せる自信がない。内定の件も、なかなか切り出せずにいるほどだ。

　美汐はトートバッグで揺れているチャームに目を向けた。

『せっかく夢が叶うチャンスを手に入れたんだから、もうひと踏ん張り。応援してる』

　友人たちの力強い言葉を思い出し、深呼吸をして気持ちを落ち着ける。

　大学に入学してから今日まで、夢を叶えるために力を尽くしてきた。その努力を無駄にしたくない。

『話せばきっとわかってくれるよ。あきらめずに頑張って』

　美汐の奮闘を傍らで見守ってくれていた友人たちに、何度背中を押されただろう。

　今日こそ内定を手にしていることを、打ち明けよう。

　話せばわかってくれるような甘い相手ではないが、ここで踏ん張らない限り、望む未来は手に入らない。

　美汐は大きくうなずき気合いを入れると、そのままの勢いで門扉を開いた。




「ただいま。……え」

　玄関に足を踏み入れた途端目に入ったのは、手入れが行き届いた大我の黒い革靴だ。

　まるで美汐の帰宅を待っていたかのような存在感を見せつけ、艶やかに輝いている。

　この靴がここにあるということは、大我がすでに帰宅しているということだ。

　普段日付が変わる頃に帰宅する大我が、今日に限ってこんな早い時間に帰っているとは想定外。心の準備がまだできていない。

　気合いを入れたばかりの気持ちがたちまちくじけてしまう。

　美汐は長い廊下の先にあるリビングに、恐々と視線を向けた。

「美汐ちゃん？　お帰りなさい」

　母の沙さ織おりが美汐の帰宅に気づき、リビングから顔を覗かせた。

　ニットのサマーセーターがよく似合い、朗らかな笑みを浮かべている。

　今日は切迫早産で入院している美汐の義姉の若わか菜なの見舞いに行くと言っていたが、帰っていたようだ。

「ただいま」

「外はまだ暑かったでしょう。久しぶりにお友達と会えて楽しめた？」

「うん。全員で会うのは久々だったからうれしかった……」

　足元の革靴が気になり、美汐は上の空で答える。

　この時間に大我が帰っているのだ、なにかあったのかもしれない。

　嫌な予感がして、心臓がトクトクと音を立て始めた。

「あのね、美汐ちゃん」

　二階に上がろうとした美汐を、沙織が呼び止めた。

「ちょっといい？」

「とりあえず荷物を部屋に置いてくるね」

「美汐、話があるから来なさい」

　母の後ろから姿を見せた父の固い声に、美汐は足を止めた。

　大我の言葉ひとつで心臓がきゅっと小さくなる。

　美汐は大我と沙織に続いて、リビングに足を向けた。




　リビングに入るなり厳しい目を向けてくる大我と距離を取るように、美汐はソファの端に腰を下ろした。

　それでもソファにふんぞり返る大我の鋭い視線からは逃げられず、居心地が悪い。

　還暦を過ぎた今もジムに通い体力維持に努めている大我は、スラリとしていて年齢よりも若く見える。上質なスーツを違和感なく着こなす姿は社長としての自信に満ちていて貫禄十分だ。

「美汐ちゃんのお部屋、エアコンの調子が悪かったでしょう？」

　美汐と大我の間に漂う張りつめた空気に気づいていないのか、沙織は大我の隣に腰を下ろし柔らかな口調で話し始めた。

「それがどうかしたの？」

　確かにここ数日部屋のエアコンの調子が悪く業者に修理を依頼しているが、今その話題を持ち出す理由がわからない。

「時間ができて電気屋さんが今日修理に来てくれたらしいの。私は若菜ちゃんのお見舞いに行っていたし、今日は萩はぎ野のさんもお休みだったんだけど」

　萩野は長く家事を引き受けてくれている女性だ。今日は孫の誕生日で休みを取っている。

「そうなの？　よかった。じゃあ今日から自分の部屋で寝られるのね」

　エアコンの調子が悪くなって以来夜は暑くて眠れず、仕方なく客間で寝ていたのだ。

「よかったじゃないだろ」

　大我の大きな声が部屋に響いた。

「これはいったいなんなんだ？」

　高ぶる声とともに、大我が傍らに置いていた茶封筒を手に取った。

「あ、それ」

「沙織も萩野さんも留守で、仕方なく俺がエアコンの修理に立ち会ったんだ。その時これを見つけたが、どういうことだ？」

「そのことなら、今日言おうと思っていて」

　まさかここでいきなりこの話になるとは思わず、美汐は言葉を詰まらせた。

「内定通知とは、冗談だとしても笑えないな」

　怒りが滲む低い声とともにテーブルに投げ出された茶封筒を、美汐は慌てて手に取った。

　これは美汐が努力を重ねて手に入れた、家から出るためのパスポートのようなもの。

　長く入社を希望している企業から届いた内定通知だ。

「もしかして、見たの？」

　美汐は信じられないとばかりにそう言って、大我に視線を向けた。

「当然だ。あの『千ち早はや不ふ動どう産さん』からだぞ。気になるに決まってるだろ」

　大我は荒々しい声で答え、ふんと鼻を鳴らす。

　美汐は頭を抱えた。

　こんな時にエアコンが故障し、おまけに予定外に早まった修理。たまたま机の上に置いていた自分の不注意だが、運が悪いとしか言いようがない。

「どういうことなんだ？　まさか俺に黙って採用試験でも受けたのか？」

「それは」

　美汐は視線を泳がせる。今日こそ大我を説得するつもりでいたが、覚悟が足りなかった。

「まあ、内定しているとしても辞退すればいい。美汐はうちの会社に入るんだからな」

「そんなっ。一方的に決めないで。私、辞退するつもりはないから」

　千早不動産の内定を手にするために、ここ数年どれだけの努力を重ねてきたことか。辞退するなんてあり得ない。

　千早不動産は国内最大手の不動産会社で、不動産事業はもちろん全国各地でいくつものショッピングモールを運営している。

　ショッピングモールに携わる仕事がしたい美汐にとって、千早不動産は憧れの企業だ。大学入学以来、入社を目指して頑張ってきた。

　大学の定期試験で優秀な成績を残すのはもちろん、家族にばれないようインターンに参加するのは体力的にも精神的にもかなりきつく、一カ月で三キロ以上も痩せた。

　それでもあきらめず内定を手に入れるまで力を尽くせたのは、訪れる人たちが幸せな時間を過ごせる空間を作りたいという夢があるからだ。

「父さん、私は千早不動産で働くつもりなの。内定を辞退するつもりはないか――」

「言っておくが絶対に許さないからな。うちの会社で働けばいいんだ。その予定で人事も動いてる」

　美汐が勇気を出して口にした言葉を聞き流し、大我はきっぱりと言い放つ。

「どうして？　私は、父さんの会社に入るつもりはないの」

「お前がどう考えていようが関係ない。うちの会社に入るんだ。今まで好きにさせてやったんだ、これからは会社の役に立て」

「どうして……勝手すぎる」

　美汐は唇をかみしめる。

　昔から大我は葉山製薬の発展を最優先に考え、家族のことは二の次だった。

　製薬会社という人々の健康や命への責任の一端を担う企業のトップである大我の仕事への情熱には頭が下がるが、だからといってそこに自分を巻き込まないでほしい。

　美汐自身にも望む人生があり、叶えたい夢があるのだ。

　美汐はこれまでの努力や苦労を思い返し、絶対にあきらめないと覚悟を決める。

「葉山製薬はたくさんの人の健康を支える素晴らしい会社だと思うし、父さんを誇りにも思ってるけど」

　口を開いた途端、大我からじろりと睨まれ一瞬口ごもる。

「で、でも。私は別の角度からアプローチして、人の役に立つ仕事がしたい。だからお願いします。千早不動産で働かせて下さい」

　美汐は深々と頭を下げた。

　今までは大我の意志に従ってきたが、就職に関しては、自分の希望をどうしても通したい。

　そもそも千早不動産で働きたいと思うようになった理由のひとつは、大我なのだ。

　大我が忙しいせいで昔から家族で出かけることは滅多になく、出かけるとしても買物好きの沙織に連れられて百貨店に行くことが多かった。それもＶＩＰ待遇で案内された、個室での買物だ。

　けれど大我の命によりエスカレータ式で進学した大学で、思いがけず住環境というそれまで知らなかった世界に触れ、強い興味を持った。

　そして授業の一環で生まれて初めてショッピングモールを訪れた時、将来につなげたい夢を持つことができた。

　ショッピングモールは家族が笑顔で過ごせる幸せな空間。そこに携われる仕事に就いて、自分なりに人に役立つ生き方を探してみたい。

　それが美汐にとって初めて抱いた夢だった。

「ばかばかしい。大学でも花嫁修業の延長程度のことしかしていないお前が、あれほどの大きな会社で働いていけると本気で考えているのか？」

　大我は呆れたように美汐を眺めている。

「家政科なんて、どうせ料理の真似事程度のことしかしてないんだろう？　現実を考えてうちで働け」

「父さん、今は違うの」

　頑なに自身の考えを押しつける大我の言葉に、美汐の身体から力が抜けていく。

　美汐が通う大学は、附属校として小学校から高校までを持ち、創立百年以上を誇る名門の女子大だ。美汐も小学校からこの学園に通っている。

　沙織や祖母の世代にはお嬢様学校として知られていて、料理や裁縫などを学ぶ家政学部には、裕福な家庭の子女たちが花嫁修業を兼ねて入学したと聞いている。

　葉山家の女性は代々この学園に通い、卒業後は家柄に問題のない男性と見合いし嫁いでいる。

　けれど少子化が進み男女間の格差に敏感な世の中へと変わりつつある今、従来のカリキュラムのままでは学園の存続は難しく、五年ほど前に大きな改革があった。

　家政学部は『住生活環境学部』へと名前を変え、家政学だけでなく街づくりや生活環境についても学べるようになった。

　変化は他にもあり、それまでいわゆる良家の子女ばかりだった学園に多様な顔ぶれが集まるようになった。美汐が今日お祝いをしていた友人たちも一般家庭の子たちだ。

　彼女たちの金銭感覚や常識的な考え方には納得できることが多く、美汐は良家の子女たちよりも気が合い仲良くしている。

「どうせ、沙織みたいに卒業後はすぐに結婚して買物三昧っていう友達ばかりなんだろ。まあ、それが女の幸せといえばそうだがな」

「父さん……」

　大我が学園の変化について無知で無関心だとは察していたが、ここまでアップデートされていないとは、想像以上だ。

　けれど結果的にそれが幸いして、夢を持つことができたようなものだ。

「まったく。千早不動産で働きたいだと？　自分の能力を考えろ。内定だってなにかの間違いか運がよかっただけだ。入社したとしても能力不足ですぐ首になるに決まってるんだ。うちの恥になるようなこと、絶対に認めないからな」

　予想以上に激しい大我の反応に、美汐は肩を落とした。

　年を重ねて多少は丸くなったかもしれないと期待していたが、さらに頑固になっている。これではどう説得していいのか、糸口が見つからない。

「ねえ、大我さん」

　それまで大我の隣でふたりのやり取りを眺めていた沙織が、にこやかに口を開いた。

　沙織は何人もの政治家を輩出している名家の生まれで、美汐と同じ大学の家政学部を卒業後、すぐに大我と見合いをし結婚した。

　争いを好まずいつも穏やかで多趣味。今はフラワーアレンジメントとミュージカル鑑賞に夢中。年に数回は海外旅行を楽しむという、絵に描いたような社長夫人だ。

　浮世離れしていて悪意に鈍感なせいか、大我のハラスメントまがいの強引な性格も笑顔で受け流している。

「なんだ？」

　沙織の声に、大我が不機嫌な顔を向ける。もともとのいかつい顔に加え、ぶっきらぼうな声。子どもの頃からその声が苦手な美汐は、思わず顔をしかめた。

「私、思うの」

　沙織は美汐と大我の緊迫した空気を気にすることもなく、楽しげに話し始めた。

「美汐ちゃんがそれほどその……千早不動産だったかしら？　そこで働きたいなら賛成してあげたらどうかしら」

「なに馬鹿なことを言ってるんだ。美汐には葉山製薬のために働いてもらうから絶対に辞退させる」

「でもね、それって別に大我さんの会社で働かなくてもいいと思うのよ」

　沙織は得意顔で答える。よほど自分の思いつきに自信があるらしい。

「美汐ちゃんが柊しゅう君と結婚すればいいのよ」

「結婚？　柊君って誰のこと？」

　美汐は眉をひそめる。

「あら、言ってなかったかしら。柊君は紫し乃のちゃんの息子さんよ。三十歳だったかしら。『ユイメディカル』を継いで社長になるイケメンなの。美汐ちゃんと柊君が結婚したら、大我さんの会社の役に立つと思うわ。だってどっちも病院がお得意様だもの、似てるでしょ？」

　沙織はキラキラとした目を大我に向ける。

「大我さんは美汐ちゃんが会社の役に立てば、満足なんでしょう？」

「ちょっと待って。今いきなり結婚なんて言われても困る」

　美汐は身を乗り出し声を挟んだ。

　大学卒業後に結婚の話が出ることは覚悟しているがまだ卒業前だ、早すぎる。

「それにお母さんの思いつきに紫乃おばさまがＯＫするわけないでしょう？　ユイメディカルの後継者の結婚なら、なおさら断るに決まってる」

　ユイメディカルは世界的に名が知られた業界トップの医療機器メーカーだ。

　沙織の小学生時代からの親友である結ゆい川かわ紫乃はユイメディカル社長の結川佑たすくの妻で、美汐も何度も顔を合わせている。

　息子がいることは知っていたが、これまで会った記憶はない。

　沙織の突飛な思いつきには慣れているものの、他人を巻き込む安易な考えは論外だ。

　それにたとえ学生時代からの親友である紫乃でも、家業の後継者である大切な息子の結婚には慎重になるはずだ。

「あら、紫乃ちゃんはＯＫしてるわよ。それどころか大賛成」

「嘘っ」

「嘘じゃないわ。大我さんには後でお話するつもりだったんだけど、ちょうどよかった。実はね、柊君と美汐ちゃんを結婚させて親戚になるのが私と紫乃ちゃんの夢だったの。うふふ。すごくうれしい」

「うふふじゃないから」

　ふたりがはしゃぐ姿が目に浮かび、美汐は呆れた声をあげる。

「ユイメディカルか」

　大我がニヤリと笑った。

「なに？」

　面倒なことを言い出しそうだと美汐が警戒した時。

「千早不動産で働きたければ働けばいい。その代わり、ユイメディカルの御曹司と結婚しろ。これが絶対条件だ」

　大我はきっぱりと告げた。

「今、なんて？」

　美汐はぽかんとする。

「ユイメディカルの御曹司と結婚すれば、うちへのメリットは大きい。だからその御曹司と結婚しろ。あとはどこで働こうが好きにしていい」

「そんな、結婚なんて突然言われても」

　内定の件が大我にばれただけでなく結婚の話まで。現実とは思えない展開が続き、美汐は内定通知が入った茶封筒を両手で握りしめた。

「だったら急がないと」

　沙織が勢いよく立ち上がった。

「母さん、ちょっと待って。私の話も聞いて――」

「大我さんなら賛成してくれると思ってたわ。早速紫乃ちゃんに夢が叶うわよって連絡しなきゃ」

　美汐の声など耳に入らないのか、沙織は上機嫌でリビングを出て行く。

「母さん……」

　夢が叶うと喜ぶ足取りは軽く頰を紅潮させた横顔はあまりにもうれしそうで、美汐はなにも言うことができなかった。




　その日の夜、美汐はパソコンで見合い相手の結川柊について調べていた。

　彼が将来後を継ぐユイメディカルは、医療機器や医薬品の製造・販売を行う業界最大手の医療機器メーカーで、国内外にいくつもの拠点を持ち、グループ全体で三万人の社員を擁していた。

「紫乃おばさまって、すごい人だったんだ」

　ユイメディカルの社長夫人である紫乃と美汐の母・沙織は小学校から大学までをともに過ごした大親友で、結婚後も頻繁に仲良く出かけている。

　おっとりしていて人の後ろをのんびり歩く沙織と、姉御肌で世話好きな紫乃。

　一見正反対なふたりだが、波長が合うのか五十年以上の付き合いが続いている。

　美汐も子どもの頃から紫乃にはかわいがられてきたが、大企業の社長夫人という肩書きを意識したことはなかった。

　それに紫乃の息子とは、これまで一度も会っていない。

　三十歳と聞いたが、その年齢の男性が八歳も年下の美汐を相手にするだろうか。これほどの大企業の次期後継者なら、女性からのアプローチは相当あるはずだ。

　結婚を考えている恋人がいてもおかしくない。

　だったらこの見合い話は単なる紫乃の思いつきで彼自身にその気はなく、すでに断っているかもしれない。

　そうなると、当然ながらこの見合いの話はなかったことになる。

「え、だったら……」

　見合いの話がなくなれば、自動的に大我が課した条件をクリアできなくなる。つまり千早不動産には入社できず、葉山製薬に入社させられるということだ。

　大我の性格を考えれば無理矢理にでも自身の意志を押し通すために自ら千早不動産に入社辞退の連絡を入れることもあり得る。

　そして最終的にはタイミングを見計らい、会社の将来に都合がいい相手と美汐を結婚させるつもりでいるはずだ。

「結婚はあきらめてるけど……」

　葉山製薬の創業家に生まれた自分に自由な結婚が許されないことは覚悟している。

　葛藤はあったが、大人になるにつれてその事実を淡々と受け止められるようになった。自然と恋愛から距離を置いた生活を続けた結果、今では結婚への憧れはゼロだ。

　その反動もあって、大学入学後は自分の夢を実現させるためだけに時間と力を注ぎ、勉強に打ち込んだのかもしれない。それこそ友人たちが美汐の体調を心配するほどまでに。

　だからこそここで夢をあきらめて、その努力を無駄にするわけにはいかない。

　自由な結婚が許されないのならそれでもいい。せめて千早不動産に入社するという夢だけは絶対に掴みたい。

　そのために紫乃の息子と結婚しなければならないのなら、絶対にしてみせる。

　美汐はともすればくじけそうになる気持ちを振り払うように、自分を鼓舞した。

　もちろん先方から見合いを断られる可能性は高く、夢の実現のためという打算で見合いに臨むことに心苦しさも感じるが、今は他に方法が見つからない。

　今自分にできるのは、見合いの席で紫乃の息子に気に入られるように努力すること。

　美汐は改めて覚悟を決めると、パソコンの画面に再び向き合いユイメディカルのＨＰをじっくりと確認していった。




　見合いをすると決めてから二週間後の週末。いよいよその日を迎えた。

　場所は結川家がよく訪れるという料亭で、美汐は沙織とふたりで赴いた。

　大我は昨日から仕事で九州の研究所に行っていて来ていない。なによりも仕事を優先する大我の日常を考えれば、それは想定内のこと。

　もっとも大我がいない方が余計な緊張をしなくていいので好都合だ。

　緩やかな勾配が続く高級住宅地の中で暖簾を掲げるその料亭は、昔ながらの日本家屋を改装した趣のある建物だ。

　石塀がぐるりと囲む広い敷地の中に入るとそこは別世界のようで、丁寧に手入れされた緑豊かな庭が広がっている。

　他にも客はいるはずなのに、澄んだ空気に支配された静かな空間は非日常的で、ここに来るまで落ち着かずにいた気持ちが、わずかに鎮まったような気がした。

　今日を迎えるまでいつ紫乃の息子から見合いを断られるかと心配していたが、とりあえず見合い自体は受けてくれたようで、まずは第一関門突破。あとは気に入ってもらえるよう、頑張るだけだ。

「結川様は、少し前に来られてお待ちです」

　店の奥にある和室に案内され、美汐は沙織に続いて部屋に足を踏み入れた。

　二十畳ほどの広い室内の真ん中に艶やかな一枚板の立派な座卓があり、そこに紫乃が座っていた。

　直後紫乃の隣に座る男性と視線が絡み合い、心臓がトクリと跳ねる。

　ダークブラウンの清潔感溢れる短めの髪はクセひとつなくサラリとしていて、切れ長二重まぶたの瞳からは意志の強さが滲み出ている。

　すっきりとした顎のラインと形のいい薄い唇。

　モデルと言われても納得の端整な容姿に目が奪われた。

「まあ、美汐ちゃん久しぶりね。半年ぶりくらいかしら。相変わらず綺麗ねー」

　紫乃のはしゃぐ声に、美汐は我に返る。

「ご無沙汰しています」

　美汐は慌てて頭を下げると、すでに席に着いている沙織の隣に腰を下ろした。

　向かいに座る男性が気になり意味なく座卓の木目を見つめてしまう。

　女子校育ちで恋愛経験ゼロ。そんな自分の情けなさを自覚しがっかりする。

「この間大学に入学したと思っていたのに、年が明けたらもう卒業なのよね。本当にあっという間ね」

　紫乃はしみじみ呟き沙織と笑い合う。

「本当にそうなの。成人式で振袖を着せたばかりなのに、次は卒業式の袴の用意だもの。楽しくて仕方がないわ」

「袴か……懐かしいわね。美汐ちゃんは美人だから袴も似合いそうね。今着てるそのワンピースも素敵よ。ね、柊もそう思うでしょう？」

　美汐はその名前に小さく反応し、視線を上げた。当然そうだろうと思っていたが、やはり紫乃の隣の男性が見合い相手の柊のようだ。

「そうだわ。まずは紹介しておくわね」

　紫乃は隣に座る男性の背に手を添えると、美汐にニッコリ笑ってみせた。

「息子の柊よ。結構男前でしょう？」

「結川柊です。母がいつもお世話になっております」

　少し低めの落ち着いた声にドキリとし、美汐は慌てて姿勢を正した。

「初めまして、葉山美汐です。こちらこそ、紫乃おばさまにはいつもお世話になっています」

　どうにか笑顔で答えるものの、整いすぎた顔でまっすぐ見つめられ、心臓がばくばく音を立てている。

「沙織に似て美人だから驚いた？　母さん、こんな娘が欲しかったって昔からずっと思ってるのよ。息子ひとりだと愛想がなくてつまらないし、沙織が羨ましいわ」

　紫乃の身内びいきのような言葉に、美汐は顔が熱くなるのを感じる。

「ふふっ。紫乃ちゃん、いつもそればっかりね。でもありがとう。美汐ちゃんは昔からかわいくて、私の自慢の娘なの」

「母さん」

　親バカを隠そうとしない沙織に、美汐は頭を横に振る。

　自分がそこまでの容姿でないことは、ちゃんとわかっている。

「そういえば振袖姿もすごく綺麗だったのよ。家に写真があるから、今度柊に見せてあげるわね」

「あら、写真ならスマホにたくさんあるわよ。柊君、見る？」

　沙織は傍らのバッグからスマホを取り出すと、紫乃と柊に画面を向ける。

「もう、母さんいい加減に――」

「前撮り用とお式用のふたつの振袖を仕立てたの。金糸が華やかでしょう？　美汐ちゃんは紺色がいいって言っていたんだけど、私は赤い方がお気に入り。だから結局両方仕立てることにしたの」

「母さん、だから、もういいから」

　誇らしげに写真を見せる沙織に呆れ、美汐が口を挟んだ。

　最後までひとつに絞りきれず、だったら両方仕立ててもらえという大我のひと言で両方仕立てたのだが、紫乃はともかく柊は他人の振袖姿など興味はないはずだ。

　柊の機嫌を損ねるのは避けたいと思い、美汐は沙織のスマホに手を伸ばした。

「俺も紺色の方が似合ってると思いますよ」

　柊が美汐よりも一瞬早くスマホを受け取り、画面を見ながらそう口にした。

　美汐は伸ばしていた手を慌てて引っ込める。

「もちろん赤もお似合いです」

　柊は軽い口調で言葉を続け、わずかに口角を上げた。

「振袖をいくつも用意してもらえるとは、よほどご両親に愛されているんですね」

「そう、ですね」

　美汐はわずかに口ごもる。

　柊の口ぶりは丁寧で落ち着いているが、淡々としていて取り澄ました感じがするのは気のせいだろうか。笑顔にも固さが残っている。

「どれもいいお写真ですね。ありがとうございました」

　柊はひととおり写真を眺めると、型どおりの礼を伝え早々にスマホを沙織に返している。当然と言えば当然だが、美汐の振袖姿に興味はないようだ。

　やはり八歳も年下の女の子など相手にならないと思っているのだろう。

　おまけに美汐は年齢よりも若く見られることが多く、メイクも苦手で今も肌を整えて薄いピンクのルージュを唇にサッと引き、透明のマスカラでまつげを上げただけ。

　いかにももてそうな大人の色気が漂う柊からすれば子どもにしか見えず、女性として認識できないのだろう。

　相手にされないことは覚悟していたが、いざそれが現実になると気持ちがくじけそうになる。

　けれどここでくじけてしまうと大我の思惑通り葉山製薬に入社させられて、やっとの思いで手にした夢を叶えるチャンスを手放すことになる。

　それだけは絶対に避けたい。

　美汐はひとまず落ち着かなければと、今日のために沙織が用意してくれた淡いオレンジのワンピースを、膝の上で握りしめた。

　あきらめたくない。そう心の中で呟いた時。

「お料理をお持ちいたしました」

　部屋の外から仲居の声が聞こえてきた。

「あら急がないと。お料理がくる前にここを出るつもりだったのよ。沙織、行くわよ」

　紫乃はそれまでの楽しげな表情を素早く消し、立ち上がった。

「あら、ゆっくりしすぎちゃったわね」

　沙織も紫乃に続いて腰を上げた。

「母さん？」

　美汐は沙織を見上げ、眉を寄せた。

「ふたりでどうしたの」

「今から紫乃ちゃんとミュージカルを観に行くのよ。紫乃ちゃんのおかげでいいお席を用意してもらえたから楽しみなの」

　沙織はフレアスカートの皺しわを伸ばしながら声を弾ませる。

「ミュージカル？　え、どういうこと？」

　美汐は耳を疑った。今の今までそんな話、ひと言も聞いていない。

「ごめんなさいね。人気の演目だからさすがにうちがスポンサー企業でも二枚しかチケットが手に入らなかったのよ。今度誘うから今日は我慢してね」

　紫乃は薄手のコートを手にニッコリ笑い、そそくさと部屋を出ようとしている。

「あの、そういう話じゃなくて」

　声をかけても振り向く様子はまるでない。

「沙織、うちの車を呼んでるから急ぐわよ」

　紫乃は美汐の声を遮り沙織を手招く。

「柊、美汐ちゃんをよろしくね」

「紫乃ちゃん待って。美汐ちゃん、連れて行けなくてごめんなさい」

　そう言って謝るものの、沙織の目はすでにうっとり潤んでいる。

　ミュージカルの内容は知らないが、最近ハマっている俳優が出演しているのだろう。

「母さんっ」

　足早に部屋を出て行く沙織を追いかけようと立ち上がったものの、入れ違いに入ってきたふたりの仲居に会釈され、足を止めた。

「ひとまず座ったらどうだ」

　柊の声は落ち着いていて、沙織たちを気にしている様子もない。

「こちらのお料理は絶品だから、ゆっくりいただこう」

　運び込まれた料理を前に、気持ちを切り替えたようだ。

　美汐もどうにかこの状況を受け止め柊の向かいに腰を下ろした。

「では、ごゆっくりお召し上がり下さい」

　仲居たちが部屋を出たと同時に柊とふたりきりだと自覚してそわそわする。

「あの、母たちのことはご存じだったんですか？」

「いや。うちがスポンサーをしているミュージカルを観に行くとは聞いていたが、それが今日だとは知らなかった」

　だとすれば、沙織も紫乃も敢あえてそれを伏せて、美汐と柊をここに連れ出したのだ。

「確信犯ですね」

　美汐は並べられた料理を見ながら眉を寄せる。

「そうだな。もともと俺たちの料理しか頼んでなかったようだし」

　料理は美汐と柊のふたり分だけで、沙織たちの料理は用意されていない。

「仕組まれたな。まあ、母ならやりかねない」

「うちも同じです。このお見合いにも乗り気なので、母は楽しんでいたと思います」

　必ずこの見合いを成功させようと、ふたりで策を練っていたのだろう。

　気持ちはわかるが、せめて食事くらいは同席してほしかった。

「ミュージカルか……」

　今頃沙織の頭の中は大好きな俳優のことでいっぱいのはずだ。

　お嬢様育ち、そして突飛な性格で周囲を驚かせることは多いが、自分軸で素直に生きている沙織が羨ましい。

　大我を前にしても飄々と振る舞い、気づけば誰も傷つけず自分の思いを貫いている。

　不満を口にするでもなく大我という窮屈な籠に囚われている自分とは大違いだ。

　美汐は改めて自分の情けなさを自覚して、ため息を吐いた。

「もしも興味があるなら君にもミュージカルの席を用意しようか？」

　美汐は視線を上げた。ため息に気づかれたようだ。

「いえ、すみません、そうじゃないんです。母の頭の中は娘のお見合いより推してる俳優さんのことでいっぱいだと考えるとがっくりきてしまって」

「そう。もしも興味があるならチケットを用意するから、母に言ってくれ」

　柊の言葉に、美汐は表情を強張らせた。

　興味があれば、柊ではなく紫乃に頼んでほしいということだ。

　今後美汐と連絡を取り合うつもりはなく、見合いにも乗り気ではないと遠回しに伝えたのだろう。

　角が立たないように自身の気持ちをほのめかす柊の大人な対応に、美汐の身体から力が抜けていく。

　やはり柊は紫乃の押しの強さに逆らえず、渋々この場に顔を出したようだ。

「お気遣いありがとうございます。でも私なら大丈夫です」

　世界的企業の次期後継者という重責を背負う大人の男性が、八歳も年下の自分を相手にするわけがない。

　おまけに自分は打算ばかりだ。柊もそれを無意識に見透かしているのかもしれない。

　ここに来るまでは見合いを成功させて柊と結婚し千早不動産に入社しようと意気込んでいたが、冷静になればそれは無茶な話だとわかる。

　今日顔を合わせてから、柊が心からの笑顔を見せている様子がないのがその証拠で、恋愛経験もない子どもの自分が、柊のように見た目も立場も抜群の大人の男性に太刀打ちできるわけがない。

　千早不動産への入社の件は、別の方法を考えよう。

　大我を説得できるかどうか考えると気が重いが、仕方がない。

「どのお料理もおいしそうですね」

　美汐は見合いへのプレッシャーを解いて、肩の力を抜いた。

　現実は厳しいが、せっかくおしゃれをして素敵な場所に来ているのだ、このひとときだけでも面倒なことは忘れて楽しむ方が、建設的だ。

「俺はこの天ぷらが目当てでここによく来るんだ」

　目の前に並ぶのは、魚料理をメインにした和食の数々。

　沙織から事前に聞いた話では、昼営業のみ一日十食の特別定食だそうだ。

「天ぷらは、私も大好きなんです」

　大きな竹籠にたくさんの天ぷらが盛り付けられている。

　白身魚や海老、野菜やキノコ。紅ショウガが彩りを添えていて、盛りだくさんだ。

「この海老すごく大きいですね。それに舞茸もおいしそう。なかなか自分ではうまく揚げられなくて。いつもがっかりするんです」

　どこに嫁いでも恥ずかしくないようにという大我の方針で、子どもの頃から料理を叩き込まれてきた。

　料理教室に通うのはもちろん、今も萩野に教わりながら料理の腕を磨いている。

「やっぱり衣と油の温度がポイントなんでしょうね」

　美汐は見るからにからりと揚がっている天ぷらをまじまじと見る。

「それにこの金目鯛の煮付けもおいしそうですね。煮崩れしてしまうこともあるので、これも修行中です」

　甘辛さのバランスも難しく、いつも慎重に調味料を加えている。

「母はなんでもおいしいって言ってくれるんですけど、身内に言われても自信にはつながらないですよね」

　艶やかな照りがおいしそうな金目鯛に、美汐は目が釘付けだ。

「どれもおいしそう。やっぱり素材がいいんでしょうか……あ」

　気づけば柊から視線を向けられていて、慌てて姿勢を正した。

「ペラペラとすみません」

　勝手にひとり盛り上がってしまった。

　柊が見合いに乗り気でないと察してがっかりした反面、気が楽になったせいだ。

　こうしてふたりきりで顔を合わせるのも今日が最初で最後。そのことも柊と話せるようになった理由のひとつ。

　とはいっても柊は早く見合いを終わらせたいはずだ。無駄話ばかりで申し訳ない。

「料理ができるんだな」

　意外だとばかりにそう口にする柊に、美汐は苦笑する。

「できると胸を張れるレベルなのかはわかりませんが、好きなんです。子どもの頃に父に無理矢理料理教室に放り込まれた時は泣きましたけど、今は感謝してます」

　その理由が葉山製薬の未来に役立つはずだというぶれない理由だったことはさておき、家事全般難なくできるように育ててくれた大我には、感謝している。

「親から必要以上に溺愛された甘ったれたお嬢さんだと思っていたが、違ったようだな。悪い、言いすぎた。振袖をいくつも仕立ててもらえるくらいだし、相当甘やかされてると想像したんだ。申し訳ない」

「……溺愛ですか」

　美汐は目を瞬かせた。その言葉、大我にはまるでしっくりこない。

　同時に沙織のスマホで美汐の振袖姿を見ていた時の柊の淡々とした様子は、これが理由だったのだと腑に落ちた。

　親に甘やかされて育った、単なるわがまま娘だと思っていたのだろう。

　そのわがまま娘との見合いに駆り出されたとなれば、今までの態度も納得できる。

「どうかしたのか？」

「いえ、なんでもないです。それより温かいうちに食べませんか？　実は緊張していて、朝もあまり食べてなくて」

　やはり柊との縁はなさそうだ。

　だったら早く食事を済ませて柊を解放してあげなければと、美汐は箸を手に取った。




「ユイメディカルは内視鏡手術で使う器具が有名なんですね。他にも画像診断用の装置とか。あ、再生医療の研究にも熱心だと専門誌に書いてありました」

　思いがけず、美汐は柊との会話を楽しんでいた。

　ふたりで会うのは今日限りだと思えば気が楽で、口数も多くなるようだ。

　見合いが決まってからというもの柊に気に入られなければと気合いが入り、ユイメディカルについてかなり勉強した。

　業界最大手というだけあって手掛ける分野はあまりにも広く、会社の輪郭程度のことしか摑めなかったが、調べれば調べるほど興味が湧き、見合いのためということも忘れて夢中になった。

「社長……結川さんのお父様が『すべての検査で患者さんの苦痛をゼロにしたい』とおっしゃっていたインタビュー映像も見ました」

　座卓越しに身体を乗り出し、美汐は熱心に話し続ける。

　知らない世界を知るという作業があまりにも楽しくて、毎日時間を見つけてはユイメディカルについて調べていた。

　それは住環境という学びに初めて触れ感動した時と同じ感覚で、とにかくワクワクした。

　今も柊が口にする言葉一つひとつに好奇心が芽生え、疑問をぶつけてばかりで食事がなかなか進まないほどだ。

「この間情報番組の取材を受けた時の映像だな。俺にも会社だけじゃなくその信念も引き継げというのが父の口癖。もちろん俺もそのつもりだ」

　美汐の熱心な様子に気おされながらも、柊は丁寧に答える。

「お父様は医療器具を通じて患者さんが病気に立ち向かう後押しがしたいともおっしゃっていて感動しました。医療機器メーカーという分野に今まで触れる機会がなかったんですけど、すごくいいお仕事ですね」

「ありがとう。だけど、かなり熱心に調べてくれたんだな」

　柊は感心するように呟いた。

　美汐は食事を始めてしばらく経った頃から柊の仕事内容や今後の展望などかなり突っ込んだ質問を続けているが、柊は嫌な顔ひとつ見せず答えてくれる。

「この間受けたテレビの取材よりも、熱心な記者だな」

　続く美汐の質問に、柊はくっくと笑う。

「すみません、調子にのりました」

　柊の優しさに甘えてしまったと、美汐は身体を小さくし反省する。

「最初は結川さんとの会話の糸口を見つけたくて調べ始めたんです。でもすぐにユイメディカルに興味が出てきて、つい深追いしちゃって。そういえば、結川さんはどんなお仕事をされているんですか？」

　美汐は照れくささをごまかすように、話題を変えた。

「俺は」

　柊は一瞬考え込んだ後、再びゆっくりと口を開いた。

「営業……に近いようなことかな」

　どこか含みのある言い方が引っかかるが、詳しく話しても美汐には理解できない仕事なのだろう。営業という職種ならなんとなく想像できる。

「営業って忙しいイメージがあります。大変そうですね」

「もちろん大変だし、忙しい。オールマイティーな知識を身につけるための努力を続ける必要はあるがそのおかげでブラッシュアップされるし、うちで開発した商品には自信があるからやりがいがある」

　力強い声から柊の本気を感じ、美汐はなるほどと思う。

　営業は会社の顔とも言える大切な仕事だ。柊はそれを自覚し誇りを持っているのだろう。

「身体に弱点を抱える人の役に立つ仕事ができたらと思って続けてきたが、年明けに営業から別の部署への異動が決まってるんだ」

　今の仕事に未練があるのか柊の表情は固い。

「新しいお仕事ですね。頑張って下さい」

　熱心且つ真摯に仕事に向き合う柊なら、どんな仕事でも結果を出せるはず。

　そう言葉を続けたいものの、説得力のなさを自覚して言葉を飲み込んだ。

「そういえば、来年大学を卒業するんだよね」

　柊は食事を終え、箸を置いた。

「はい。私も春から新しい環境に移ります。結川さんのように仕事にまっすぐ向き合って誰かの役に立てるように頑張りたいです」

　人の役に立ちたい。中でも子どもたちのために力を尽くしたい。

　柊の仕事への真摯な思いに触れたことで彼が見た目だけでなく人としてとても魅力的だとわかり、その思いがいっそう強くなる。

「卒業後は葉山製薬で働くのか？　お兄さんも入社していると母から聞いているが」

「いえ、それは」

　今自分が置かれている現実を思い出し、胸の奥がずんと重くなる。

「家業とは別の道に進むのか？」

　表情を曇らせた美汐に、柊は訝しげに声をかけた。

「実は」

　今後会うことがないのなら打ち明けても問題はないだろうと思い、美汐はおずおずと口を開いた。

「葉山製薬に入社するつもりはないんです」

「そう」

　柊は驚いた様子もなく、あっさりうなずいた。

「俺との見合いの話があるくらいだから、就職せずに結婚することになるのか？」

「そ、それは違います」

　柊の言葉の意味を理解して、美汐は甲高い声をあげた。葉山製薬の社長令嬢という立場を考えればそう思われても仕方がないが、たとえ誰かと結婚しなければならなくても就職をあきらめるつもりはない。

「就職するつもりで内定ももらっているんです。やりたい仕事もあって。ただ、父が……」

　美汐は大我から課された条件を思い出して、肩を落とした。

「やりたい仕事？」

「はい。大学で住環境を勉強しているんです。授業の一環で生まれて初めてショッピングモールに行った時に幸せそうな家族連れをたくさん見ていいなと思って。あっという間にショッピングモールの雰囲気が好きになったんです」

　その日以来一般家庭で育った友人たちに連れられいくつものショッピングモールを訪れた。どこにも幸せそうな家族連れがたくさんいて、笑顔が溢れていた。

「初めて？　家族で行ったことはなかったのか？」

　驚く柊に、美汐は力なくうなずいた。

「父が忙しくて家族で出かける機会はほとんどなかったんです。だからショッピングモールは幸せな家族の象徴というか憧れの場所で。いつか自分もそこに携われる仕事に就きたいと思うようになったんです。少しでも夢に近づければと考えて、独学で宅建士の資格も取得しました」

　千早不動産への入社に少しでも有利になればと思い、昨年宅建士の資格を取得したのだ。

「もちろん製薬会社の存在意義は理解していて父や兄の仕事ぶりは認めています。でも私は別の業界に興味があるので父の会社に入るつもりはないんです」

　見守るようにゆったりと耳を傾けている柊の視線に力を得て、美汐はつたないながらも思いを口にする。

「だから、千早不動産の採用試験を受けて内定をもらいました」

　柊は目を開き息をのんだ。

「千早不動産か。夢を叶えるには最適の企業だな」

　感心する柊に、美汐ははにかんでみせる。

「君って、意外すぎる人だな」

　柊はまじまじと美汐を見つめ、呟いた。

「私が、ですか？」

「ああ。まだ若いし甘やかされたお嬢さんだろうと軽く考えていたが、料理には詳しそうだしうちの会社のことも熱心に調べてくれている。なにより一流企業に採用されるだけの努力ができる。本当、意外すぎるよ」

「そんなことは……でも、ずっと目指していた企業なので努力だけはしたと思います。だからそう言ってもらえるとうれしいです」

　千早不動産は学生の人気企業ランキングでも毎年上位に入る人気企業だ。倍率も相当高かったはずで、美汐の大学でこれまで千早不動産に入社した卒業生は数えるほどしかいない。人一倍努力したという自負はあるが、内定をもらえたのは奇跡に近い。

「だったら卒業後は千早不動産で夢を叶えるんだな。おめでとう」

「それは」

　美汐は一瞬口ごもり、力なく笑う。

「そう簡単にはいかないんです。実は父が認めてくれなくて、困ってるんです」

「反対されてるのか？」

　美汐は苦笑する。

「父は私を葉山製薬に入社させるつもりなんです。少しでも会社の役に立てと言って、千早不動産のことはまともに話も聞いてくれません」

　大我ならこの見合いの結果次第ですぐにでも内定辞退の連絡を入れかねない。

　本人の意志が確認できない限りたとえ親からの申し出でも認められないはずだが、大我のことだ、なにをしでかすかわからない。

　だからその前にどうにかして大我を説得しなければならないのだ。

　その一番の近道が柊との結婚だったが、それはあきらめた方がよさそうだ。

　柊がこの見合いに乗り気だとは思えないうえに、これほど仕事に真面目に向き合い人としても魅力的な彼を、自分の夢を叶えるために利用してはいけないからだ。

「娘を自分の会社に入れたいという親心もわかるが。独学で資格を取るほど本気なら、自分が望む道を選んで進めばいいんじゃないのか？　じゃなきゃ後々後悔するはずだ」

「私もそう思います。でも」

「興味がある世界に飛び込める機会を手に入れたんだ、迷わず飛び込めばいいと思う」

「ありがとうございます」

　ここ数年、千早不動産に入社するために努力を重ねてきたが、初めから大我に反対されるとわかっていたので家族には内緒で活動した。

　その結果、書類審査を通過し筆記試験や一次面接そして最終面接に進んでも、その喜びと次に向かう不安を打ち明けられなかった。

　それどころか就職活動そのものを家族に隠さなければならない日々は心身ともにつらく、出張や旅行で両親が家を留守にする日を指折り数えることもあった。

　簡単に内定を手にしたわけじゃない。

　全力を注ぎ、何度もくじけそうになりながら、やっとの思いで手にしたのだ。

　家族の誰からもおめでとうと祝ってもらうことも労われることもなかった。

　覚悟していたとはいえ、想像以上に寂しく、切なかった。

「そう言ってもらえて、すごくうれしいです」

　友人たち以外にこの決断を認めてくれる味方が現れたようで、胸の中が温かくなる。

「君が夢を叶えるために俺になにかできることがあれば、協力するよ」

　美汐はハッと顔を上げた。

　途端に美汐を優しく包み込むような温かな眼差しとぶつかりドキリとする。

「俺が君のお父さんを説得するとは簡単には言えないが、一緒に考えることはできる」

「あ……ありがとうございます」

　柊の力強い言葉が胸に響き、美汐は声を詰まらせた。

「親だからといって、子どもの人生はコントロールできない。俺は幸いにも自分の夢が父の会社を継ぐことだったから問題はなかったが、君はそうじゃない」

　冷静ながらも思いがこもるきっぱりとした声が、部屋に響いた。

「子どもの人生はコントロールできない……」

　それは窮屈な籠の中から美汐を救い出してくれる、魔法の言葉のようだ。

「そう言ってもらえるだけで力が湧いてきます。だから大丈夫です」

　思いの外逞しい自分の声が、美汐自身を力づける。

「結川さんも新しいお仕事が控えているのに、私のために時間を使っていただくのは申し訳ないです。自分でなんとか考えてみます。いざとなれば家を出てでも千早不動産に入社しようかと――」

「いや、それは現実的じゃないんじゃないか」

　柊は一転して眉をひそめ、思いを巡らせている。

「話を聞いている限り、たとえ入社できたとしても、お父さんが君をあきらめるとは思えないし、入社を許す代わりに都合のいい見合いかなにかを押しつけられるんじゃないのか？」

「それは……」

　その鋭い読みに美汐は驚いた。柊は話を聞いただけで大我の性格を見抜いたようだ。

　美汐が見合いに臨んだ理由も見透かされているような気がして、ドキリとする。

「とにかく一度父にぶつかってみます。跳ね返されると思いますけど、自分でなんとかしないと」

　千早不動産から内定をもらえるほどの努力ができたのだ、まだまだ頑張れるはず。

　弱気になりそうな気持ちを脇に押しやり、美汐は自分にそう言い聞かせる。

「俺の協力はいらないってこと？」

　冗談交じりの声に、美汐は首を横に振る。

「そうじゃないんです」

　声とは裏腹の厳しい表情から、力になりたいという気持ちが強く伝わってくる。

　ほんの一時間ほど食事をともにし、たわいもない話を重ねただけの自分を本気で心配してくれている。

　美汐は柊の本気の気持ちに真摯に向き合おうと決めた。

「お気持ちは本当にうれしいです。でも結川さんを巻き込むわけにはいきません。ただでさえ父は結川さんとの結婚を就職の条件……あっ」

　美汐はハッとし、視線を泳がせた。打ち明けるつもりのない言葉がつい口を突いて出てしまい、オロオロする。

「俺との結婚？」

「いえ、なんでもないんです……」

「なんでもないようには見えないが」

　慌てて取り繕う美汐を落ち着かせるように、柊は優しい眼差しを向ける。

「突然母から見合いだと言われてしっくりこなかったが、なにか事情がありそうだな。詳しく教えてくれないか？」

　柊は意味ありげに笑い、首をかしげた。




　美汐は見合いをすると決めた理由を、柊に打ち明けた。

　千早不動産から内定が出ていることが大我にばれてしまい、猛反対されていること。

　もしも千早不動産に入社したければ、ユイメディカルの次期後継者である柊と結婚し、葉山製薬の役に立てと言われたこと。

　そして沙織からこの見合いを全力で勧められているということ。

　順を追って説明する美汐の話を聞いていた柊は、美汐が落ち着くのを待って口を開いた。

「母親ふたりは君のお父さんに便乗して俺たちを結婚させようとしてるみたいだな。俺の母は沙織さんと親戚になれると今からはしゃいでるくらいだし」

「私の母もそうです。といっても、うちはいつも夢見心地でふわふわしてるのでそれが平常運転といえばそうなんですけど」

　大人の対応というのはこういうことなのだろう。

　事情を聞いてもとくに様子が変わらない柊に、美汐は胸をなで下ろす。

「でも母がこのお見合いを思いついたのは、父が勝手なことを言い出したのがきっかけなんです。それに結川さんと結婚すれば千早不動産に入社できるという私の打算的な下心もあって……。面倒なことに巻き込んでしまって、申し訳ありませんでした」

　美汐は座布団から降り柊に向かって頭を下げた。

　柊は顔にこそ出さないが、紫乃に無理矢理連れてこられたうえに美汐の事情を聞かされて、気を悪くしているに違いない。

「父と母にはお見合いはうまくいかなかったと報告しておきます。今日は本当にありがとうござい――」

「いや、ちょっと待ってもらえないか。俺に考えがある」

「……考え？」

　柊の声に促され、美汐はおずおずと顔を上げた。

　柊の切れ長の目に決意のようななにかが浮かぶのが見える。

　すると。

「俺と結婚してほしい」

　柊は迷いのない声で、そう言った。

　聞き間違いだろうか。思いもしない言葉が聞こえたような気がして、美汐は目を瞬かせた。

「結婚？」

　確かにそう聞こえたが、まさかそれはあり得ない。

　美汐の戸惑いに、柊は意味深な笑顔でうなずいた。

「結婚……ど、どういう意味でしょうか？」

「言葉通りの意味だ。俺との結婚を考えてみないか？」

　柊はあっさり答えた。そのあまりにも冷静な声音に、美汐はさらに混乱する。

「まさか、父が出した条件が理由ですか？」

　柊から結婚を申し込まれる理由なら、それしか思いつかない。

「まあ、理由のひとつではあるが。君にとって悪い話じゃないだろう？」

　含みのある声に、美汐は身を乗り出し首を横に振る。

「私のためにそこまで気を遣わせてしまってすみません。悪い話どころかありがたいお話です。でも、あの。私が言うのもおかしいですけど、現実的じゃないと思います」

　今となれば当たり前の話だとわかるが、美汐が夢を叶えるためだけの結婚を、柊に強いるわけにはいかない。

　それにいくら紫乃がそれを望んでいるとしても、柊が美汐と結婚する義務もない。

「私のせいで、本当にすみません」

　美汐は柊をまっすぐ見つめ、言葉を重ねた。

「そこまで謝られると、複雑だな」

　束の間続いた沈黙の後、柊は茶化すようにそう言って苦笑する。

「俺はご両親のお眼鏡にはかなっても、君のタイプじゃなかったということか？」

「そんなことありません」

　美汐はさらに身を乗り出し強く否定する。

「結川さんがタイプじゃない人なんて、いません」

　柊のような見た目が抜群の男性なら、美汐だけでなくすれ違う女性のほとんどが振り返り、彼の見た目に惚れ惚れするはずだ。

　人柄を知れば、なおさら魅力を感じて好きになるに決まっている。

　美汐もそのひとりだ。

　今日顔を合わせてまだ一時間ほどだというのに、柊のことをもっと知りたい、そしてまた会えたらと思わずにはいられない。

　けれど八歳も年下の自分のことなど子どもにしか思えないはずで、そんな厚かましいことを、言えるわけがない。

「結川さんなら私の両親だけじゃなく誰からも結婚相手として望まれると思います。だから結川さんは私にはもったいない男性で、タイプなんて大それたことを言える立場じゃなくて。それに打算的で下心がある私は結川さんにふさわしくありません」

　ここに来るまではなにがなんでも柊と結婚して夢を叶えるつもりでいたが、多少でも彼自身を知った今、夢が叶うようにと応援してくれるその優しさだけで十分だ。

「私の事情に結川さんを巻き込むわけにはいきません。でも、ありがとうございます」

　美汐はひと息にそう言って、柊にうなずいてみせた。

「いや、俺にも結婚を考える事情があるんだ」

　すかさず柊が言葉を返す。

「理由？」

「ああ。俺にとって、今は後継者として仕事に集中したい大切な時期だが、結婚を期待する声が多くて困ってるんだ。とくに三十を過ぎてからは見合いの話が増えて、角を立てずに断る理由を考えるのが面倒で海外赴任を考えることもある」

　柊のうんざりした顔を見つめながら、美汐はふと思い出した。

「兄も結婚するまでは、そうでした」

　若菜との結婚が決まるまで、大我の元には兄・拓たく斗との縁談が途切れることなく持ち込まれていたと聞いている。拓斗は大我にすべて委ねていたようだが、結婚を期待されるプレッシャーはゼロではなかったはずだ。

　柊も今、当時の拓斗と同じ状況なのだろう。

「俺は今まで恋愛よりも仕事を優先してきたが、結婚してもそれを変えるつもりはない。俺が結婚相手に求めるのは、それを理解してくれること。仕事に集中する俺を認めてほしい。それだけだ。だからといって傷つけるようなことはしないし大切にする。もちろん裏切るつもりはない」

　美汐の目を見つめ、柊は表情を引き締めた。

「だから俺と結婚しないか？　俺が仕事を優先するように、君もお父さんの干渉から離れて千早不動産で仕事に専念すればいい」

「そう言われても、私は」

　唐突すぎる提案に頭の中が混乱している。

　まさか柊から結婚を申し込まれるとは、想像もしていなかった。

　柊との結婚を足がかりにして千早不動産に入社しようと考えていたが、ここにきてそれはできないとあきらめたばかりだ。

「ありがたいお話ですけど、結川さんとは結婚できません」

　一瞬、柊の申し出を受け入れてしまおうかと考えたが、それはできない。

「どうして？　さっきも言ったが君にとっても悪い話じゃないと思うが」

　美汐の言葉に動揺するでもなく、柊は落ち着いた声で畳みかける。

「もちろん私もそう思います。憧れている会社で働ける。それだけで十分魅力的なお話です」

「だったら」

「だから無理なんです」

　美汐はそう言って姿勢を正した。

「結川さんと結婚すれば千早不動産に入社できる。私はそんな打算があってお見合いすることにしたんです」

　しっかりと伝えなければと思いながらも、次第に声が小さくなる。

「でも。結川さんにお会いして、打算や下心があるような私は結川さんにふさわしくないと思ったんです。それどころかこんな私じゃこの先会社のトップに立つ結川さんの足を引っ張ってしまいます。だから結婚できません」

　柊はもともと紫乃に強引に見合いに駆り出されただけで、美汐と結婚するつもりはなかったはずだ。

　結婚しようと提案してくれたのも、自由に生きられない美汐に同情したからだろう。

　単なる気の迷い。きっとそうだ。

　柊が望む相手なら、きっと見つかる。柊にふさわしく、彼を支える素敵な相手が。

　美汐の胸に寂しさが広がっていく。思っていた以上に柊に惹かれていたようだ。

「だったらお互い様だ。打算や下心なら、俺にもある。仕事を優先させてくれる相手と結婚したいというのがそれだ。だから気にしなくていい」

「は、はい」

　ここで顔を合わせてから一番の強い声音に気おされて、美汐は思わずうなずいた。

「この年になれば誰にでも多少の打算や下心はあるはずだ。君のお父さんのようにそれを隠さず堂々と口にするのは珍しいと思うが」

　柊はそう言って小さな笑い声をあげた。

「いや、悪い。大企業の社長としてすがすがしいほどの策士というだけで、非難するつもりはない。会社の存在意義を自覚していて、守ろうと必死なだけだ。その気持ちはよくわかる」

　大我の気持ちなら、柊だけでなく美汐もよくわかっている。

　患者の健康や人生を支えていくため、なにがあっても会社を守り続けなければならない。

　その使命を全うするために、大我は美汐たちの家族であるよりも社長としての役割を果たすことを優先し、生きている。

　ただ柊の言葉を借りれば、それこそすがすがしいほどの自己中心的なやり方を押し通し、家族の尊厳など無視しながらだが。

「俺が今仕事に専念したいのも、君のお父さんと同じだ。いずれ父の後を継ぐ時に混乱が生じて業務を停滞させたり顧客に迷惑をかけたりしたくない。そうならないために今から足場を固めておきたい」

　柊の仕事への情熱に触れ、美汐は心の中が大きく揺れるのを感じた。

　これほどの思いを抱え仕事に向き合う柊の力になりたい。

　そう思うと同時に、新たな思いが胸に込み上げてくるのを感じた。

　微力ながらも柊の後押しができるのなら、彼と結婚してもいいのだろうか。

　そうすれば、自分も望み通りの仕事に就くことができる。

　それに、時間を重ねるうちにふたりの間に愛情が生まれるかもしれない。

　ふと浮かんだ未来への期待に、美汐は胸を高鳴らせた。

「私――」

「俺たち」

　柊が再び口を開き、美汐は結婚を前向きに考えたいという言葉を飲み込んだ。

「偽装結婚のパートナーとしてうまくやっていけると思わないか？」

「偽装結婚？」

　美汐は一瞬で表情を曇らせた。それは美汐のこれまでの人生に必要のなかった言葉。というよりも、この先口にすることもなかったはずの言葉だ。

「ふたりで新しい生活を始めないか？　君は夢を叶えるために存分に仕事に打ち込めばいい。俺も結婚を期待する面倒な声から解放されて、仕事だけに集中する。お互いにメリットがあるのに結婚しない手はないだろう？」

　柊の口ぶりはひどくビジネスライクで、優しく言い聞かされるよりも説得力がある。

「お父さんのほとぼりが冷めるまで俺は君のよき夫を演じるよ。君が仕事に慣れて俺の存在が不要になったりお互いに好きな人ができたりしたら離婚しよう」

「離婚」

　もうひとつ、今までかかわりのなかった言葉が耳に届く。

「君のことは大切にするし、悲しませるようなことはしない。君はただ自分の夢を追いかければいい」

　柊は淡々と思いを口にし、美汐に極上の笑顔を向けた。

　その瞳は揺れることなく美汐を見つめ、ただひとつの答えを期待している。

　美汐がこの申し出を断ることなどあり得ないと、信じているのだ。

「俺と結婚してくれないか？」

　柊は笑みを深めた。

「俺は俺の会社のために、君はお父さんから離れて自分の夢を叶えるために。協力し合わないか？」

「夢……」

　美汐は初めてショッピングモールを訪れた時に見た親子連れの幸せそうな笑顔を思い出した。その瞬間から今日まで、ひとつの夢を追い続けてきた。

「せっかく摑んだチャンスなら、あきらめてほしくないな」

「私だってあきらめたくないです」

　たとえ大我が認めないとしても、あきらめたくない。

「だったら決まりだ。お互いに打算と下心を抱えた結婚だが、仲良くやっていこう」

　柊は目を細め、満足げにそう言った。

　これで厄介なことにわずらわされることなく仕事に専念できると、ホッとしているのだろう。

　美汐の頭に再び偽装結婚という言葉が浮かび、本当にこれでよかったのかと複雑な思いが胸に広がっていく。

　けれどそのおかげで夢を叶えられるのだからと自分を納得させ、そして。

「じゃあ私も、柊さんがお仕事だけに集中できるようになるまで、よき妻を演じます。よろしくお願いします」

　静かな室内に響いた美汐の声に、柊のホッとした吐息が重なった。




　その後、結川家と葉山家は、早々に結婚の準備に取りかかった。

　すぐに両家の顔合わせが行われ、その席で結婚式と披露宴の日程や会場、招待客のすり合わせが始まった。

　招待客は両家合わせて三百人は下らず、会場の候補は限られてくる。懇意にしているいくつかのホテルへの確認後、早々に決定するようだ。

　大我はここでも相変わらずの強引さですぐにでも結婚式を挙げるべきだと主張し、柊の父や紫乃を困らせていた。

　この結婚は経済界に少なからずの波紋が広がるはずの、超大企業同士の縁組だ。

　事前の根回しが必要で、話を通しておくべき相手も存在している。

　そんな裏事情を考慮して結婚式は半年後を予定し、先に婚姻届の提出を済ませることになった。

　これで大我に文句はないだろうと誰もが納得したが。

『すぐに一緒に暮らせ』

　当人たちの気持ちを完全に無視した大我のさらなるひと言で、美汐は早々に柊と暮らすことになった。

　あれだけ見合いを嫌がっていた美汐があっさり結婚を承諾したのはいっときの気まぐれかもしれないと勘ぐり、保険の意味で一緒に暮らすよう命じたのだ。

　その後両家というより両社と言った方が正しい打ち合わせの場が幾度か設けられ、結婚に向けての本格的な準備が続いている。

　状況を受け入れつつも、美汐は戸惑いを覚えずにはいられなかった。

　結婚を決めたことに後悔はないが、偽装結婚という事実が頭から離れないのだ。

　ふたりの結婚を喜ぶ家族たちを騙しているようで、後ろめたさもある。

　母たちに至っては、結婚式に向けてふたり揃ってエステに通い始めたり、付き合いが長い京きょう都との呉服屋に出向き黒留袖を仕立てたりと楽しそうだ。

　まるで学生時代に戻ったようにはしゃぐふたりを見るたび気がとがめ、美汐は柊が用意した新築のマンションに運び込んだ荷物を整理しながらも、なかなか集中できずにいた。

「君は気にしなくていい。罪悪感を持つべきは、この結婚を提案した俺の方だ。仕事に専念したいという理由があるにしても、強引だった自覚はある」

　美汐の気持ちを察した柊がそう言って気遣ってくれるが、そうは思えない。

「だったら、私にも千早不動産に入社したいという理由があります。私も共犯です」

「共犯か。ふたりの秘密ということだな」

　面白がるように笑う柊を見つめながら、美汐はふたりの間にあった遠慮や距離感に変わって、仲間意識のようなものが芽生えたような気がしていた。

　夢を叶えるためとはいえ打算と下心によって成立した結婚に不安は尽きないが、柊とならお互いに協力し合いうまくやっていけるという自信も生まれている。




　同居を始めてから数日後、ふたりで役所に婚姻届を提出し、美汐は正式に柊の妻となった。










第二章　偽装結婚の始まり




　一般的に知られている『弥生やよい』以外にも『桃とう浪ろう』や『花はなつ月づき』という異名を持つ三月、美汐と柊は結婚式の日を迎えた。

　その名のイメージ通り春たけなわの柔らかな空気が感じられ、晴れ上がった空からは温かな日射しがたっぷりと降り注いでいる。

　他にもいくつかある異名の中には『佳か月げつ』があり、よい月という意味を持つらしい。

　式に臨む直前、白無垢姿で緊張している美汐の気持ちをほぐそうと、柊がそう話していた。

　美汐はこれからの柊との日々が、明るく幸せなものになると暗示しているような気がして、気持ちが軽くなるのを感じた。

　午前中にホテル内にある神殿での式をつつがなく終え、その後始まった披露宴には両家合わせて三百人以上が招待された。

　業界のトップ企業の次期後継者と社長令嬢の結婚だ、招待客の中には首相経験者を含む政治家たちや経済界の重鎮などが顔を揃え、人間国宝や芸能人の姿も確認できる。

「さすが経団連の会長さんですね。挨拶の列ができてます」

　美汐は会場の前方に設けられた新郎新婦の席から会場を見回し、傍らの柊にそっと声をかけた。

　現在の会長は、世界的に名が知られた鉄鋼会社の社長だ。何年か前には大我も会長として重責を担っていた。

「披露宴といっても顔ぶれは経済会の集まりと変わらないからな。酒も入るし普段は近づけない大物に顔を売るには絶好のタイミングだ。ほら、俺の父のところにも美汐のお父さんのテーブルにも結構な人数が集まってる」

　柊は美汐に顔を寄せ、苦笑する。

　同居が始まったタイミングで柊から美汐と呼び捨てられるようになったが、最近それにようやく慣れてきた。

　家族以外の男性からの呼び捨ては照れくさくて居心地が悪く、初めの頃はうまく答えられなかったが、次第に馴染んできたのか今では美汐も〝柊さん〟とスムーズに言えるようになった。

　呼び捨てでもいいと言われているが、夫とはいえ八歳も年上の、それも大人の魅力に満ちた男性を呼び捨てるなどハードルが高すぎて絶対に無理だ。

　今日も今日とて黒のタキシードがスラリとした身体によく似合っていて、隣に並ぶことにも躊躇するほどカッコいい。

　普段はラフに下ろしている髪は後ろになでつけられていて、ただでさえ端整な顔が強調され輪をかけて魅力的に見える。

「会社関係の招待客が多くて申し訳なかったな」

　会場のざわめきに紛れて聞こえてきた柊の声に、美汐は首を横に振る。

　その拍子に純白のウェディングドレスに合わせて沙織が用意したパールのイヤリングが、耳元で揺れる。

「それは仕方がありません。兄の結婚式の時もそうだったので、予想してました」

　招待客の多くは顔も名前も知らない両家の会社関係の人たちだが、それは当然のこと。

　おかげで美汐自身の招待客は限られ、両手で足りる数の友人を招いた程度だ。

　会場奥のテーブルに視線を向けると、着飾った友人たちが食事を楽しみ談笑しているのが見える。

　極端に言えばこの場は披露宴とは名ばかりで、ユイメディカルの次期社長夫人のお披露目会のようなもの。

　ユイメディカルの御曹司を射止め、次期社長夫人の肩書きを手に入れたのはどんな女性なのかと、品定めされているようで居心地が悪くてたまらない。

　仲人による新郎新婦の紹介の中で、美汐が来月から千早不動産に勤務すると公表された時、会場に静かなどよめきが広がった。それは美汐が柊のサポートに専念しないことへの懸念と同時に、葉山製薬とユイメディカルの縁組に、世界的な不動産企業が加わるのではないかという驚きによるものらしい。

　お色直しで中座した合間に柊からそう聞かされた時には驚いたが、大我は美汐に内緒で千早不動産の社長のアポイントを取り挨拶に出向いている。どこまでも野心的な大我がその展開を狙っている可能性はゼロではない。

　けれどこれが大我だけでなく柊も身を置いている世界だ。

　国を代表しているともいえる企業の成長を止めないためには、それくらいアグレッシブに動く必要があるのだろう。

　たとえ柊の力になれなくても、せめて足を引っ張らないようにしなければ。

　美汐は自身の立場を改めて自覚し、背筋を伸ばした。

「おめでとうございます」

　不意に声をかけられ振り向くと、五人ほどの若い男女が立っていた。

　みな三十歳前後だろうか、柊と美汐に朗らかに笑いかけている。

「結川課長、本日はおめでとうございます」

　前列に立っている男性が、人のよさそうな笑顔で柊に声をかける。

　どうやら彼らは柊の同僚たちのようだ。

「ありがとう。佐さ野のは今朝福ふく岡おかから戻ってきたんだよな。疲れているのに悪い」

　申し訳なさそうに答える柊に、佐野と呼ばれた男性はニヤリと笑う。

「どうってことないですよ。結川課長の結婚式なら歩いてでも帰ってきます」

　佐野はおどけた調子で答え、周囲の笑いを誘っている。

「佐野が言うと冗談に聞こえないな」

「冗談じゃないですよ。欠席する選択肢なんてないです。な」

　佐野は当然だとばかりにそう言って、背後を振り返った。

　するとふたりのやり取りを聞いていた他の面々も、揃って大きくうなずいている。

　どの顔もにこやかで、柊の結婚を心から祝っているのがわかる。

「結川課長、本当に結婚したんですね。仕事ばかりでぜんっぜん浮いた話もないから、この目で見るまで信じてなかったんですよね。おまけにこんなに綺麗な方が奥様なんてびっくりですよ。明日にでも全社共有ファイルに写真をアップしたいくらいです」

　紺色のシフォン素材のワンピースが似合う女性が、興奮気味にまくし立てている。酔っているのか頰がほんのり赤く、目もとろんとしている。

「奥様、モデルみたいに綺麗で若い。おまけに葉山製薬の社長令嬢なんて、絵に描いたようなセレブ同士の結婚。もう、羨ましすぎます」

「そうですよ。金屏風の前に並ぶと眩しくて見てられないですよ。芸能人顔負け」

　佐野の後ろからもうひとり女性が顔を出し、はしゃいだ声をあげる。

「で、いつ紹介してくれるんですか？」

　佐野はワクワクした目で美汐と柊を交互に見やる。すると周りの顔も、一斉に美汐に向けられた。

「美汐」

　柊は優しく声をかけると、美汐の手を取り立ち上がる。

「紹介が遅れて申し訳ない。妻の美汐だ」

　柊は佐野たちに歯切れのいい声でそう言うと、美汐の背にそっと手を置いた。

「これから顔を合わせる機会もあると思うが、その時はよろしく頼むよ」

　美汐は背中に柊の手の温もりを感じ、すっと気持ちが落ち着いていくのを感じた。

「妻の美汐です。いつも夫がお世話になっております。今日はお忙しい中、足をお運びいただきありがとうございます」

　昔から大我の仕事がらみの関係者が自宅に出入りする機会が多く、挨拶には慣れている。

　子どもの頃は見知らぬ相手を前にすると緊張し逃げ出したいと思うこともあったが、柊の妻となった今、このことだけは礼儀に厳しい大我に感謝だ。

「白しら瀨せさんは結川課長が結婚するって知ってたんですか？　同期だからとっくに奥様を紹介されてたとか」

　佐野に声をかけられ、それまで佐野たちの後ろに控えていた女性が姿を見せた。

　白瀨と呼ばれたその女性は、それほど背は高くないが細身でスタイル抜群。意志が強そうな二重の目とすっと通った鼻筋。美しいだけでなく知的な印象の女性だ。

「紹介なんてされてないわよ。結婚するって知ったのもみんなと同じタイミングだし」

　白瀨は落ち着いた声で答えると、柊に向き合い笑ってみせた。

「結川君、結婚おめでとう」

「ありがとう。白瀨も佐野と一緒に今朝帰ってきたばかりなのに、悪いな」

　リラックスしている声に、美汐はそっと柊を見上げた。

　気心が知れているのか白瀨に向ける表情はひどく穏やかで、ふたりの付き合いの長さが容易に想像できる。

「それはかまわないんだけど。ただ専務と部長は遅くまで屋台で飲んでいて寝坊したらしいの。さっきふたり揃って駆け込んできたわよ」

　白瀨の視線をたどると、ふたりの男性が並んでテーブルに突っ伏していた。

「大丈夫なんですか？」

　気分でも悪いのかと心配する美汐に、佐野が「問題ないです」とあっさり答える。

「ただの二日酔いです。大きな契約が取れたとはいえ飲みすぎなんです。いつものことで慣れてますけど。せっかくのおめでたい席なのにすみません」

　佐野の呆れた声に、笑い声が広がった。職場の雰囲気がよく、社員同士も遠慮のいらない関係のようだ。

「でも、結川課長って秘密主義ですよね」

　ほろ酔い気味の女性が、拗ねた口ぶりでそう言って顔をしかめた。

「部下の私たちでも突然のことでびっくりしたのに、同期の白瀨さんにも話してなかったって、寂しすぎます。ね、白瀨さん」

「おい、いくらおいしいからって飲みすぎたんじゃないのか？」

　とっさに佐野が割って入るが、女性は無視を決め込み再び口を開く。

「それに結川課長と白瀨さんって仕事の相性が抜群だから、てっきりプライベートも――」

「いいからっ。そろそろ余興の準備があるから行くぞ」

　佐野が強引に女性の言葉を遮った。

「着ぐるみを着るって張り切ってただろ。その前に水でも飲め」

「そうだ。パンダの着ぐるみ。あれ、結構大変なんですよ」

　佐野にくるりと向きを変えられながら、女性がけらけらと笑い出す。見た目以上に酔っているのか、他の女性たちが苦笑しながら彼女を支えテーブルに戻って行く。

　ぞろぞろと席に戻っていく後ろ姿を眺めていると、ひとり残っていた白瀨が柊に声をかけた。

「ごめんね。彼女、普段滅多に飲めない高価なワインに大喜びで、飲みすぎたみたいなの。余興までに酔いが醒めてたらいいんだけど」

「無理しなくていいって伝えてくれ。余興なら他も準備してるみたいだし」

「わかった。じゃあ、私も準備があるから行くね。あ、美汐さん……ですよね。突然お騒がせしてしまってごめんなさいね」

「いえ」

　不意に声をかけられ、慌てて首を横に振る。確かに圧倒されたが、わいわいと楽しそうで羨ましかった。

「みなさんにご挨拶できてよかったです。お、夫をよろしくお願いいたします」

　美汐は照れくささを隠しながらそう言って、深く腰を折る。

　これから柊の仕事関係の人と顔を合わせる機会が増えるはずだ。〝夫〟とスムーズに言えるように注意しなければ。

　そう自分に言い聞かせながら顔を上げると、表情を消した白瀨と目が合った。

「あの？」

　美汐の声に白瀨はハッとし、視線を逸らした。

　そういえば、白瀨は佐野たちがいた時もひとり彼らと距離を取り、沈んだ顔で柊とのやり取りを眺めていた。

　今もどこか所在なげで、寂しそうにも見える。

「白瀨、佐野が呼んでるぞ」

　見ると席に戻った佐野が、白瀨を気にかけ手招いている。

「同期の余興でも白瀨が演奏してくれるって聞いてるけど。白瀨のピアノ、久しぶりだな」

　柊の笑顔に、白瀨は曖昧な表情でうなずいた。

「結川君が好きな曲ばかりを用意したから、楽しみにしていて。……そうだ、結川君には内緒にしろって言われてたんだ。悪いけど聞かなかったことにして。じゃあ」

　白瀨は柊に声をかけ美汐に会釈すると、佐野たちが待つテーブルへ戻って行った。

「そうか……余興」

　彼女の表情が冴えないのは余興を控えて緊張しているからだったようだ。

　今日はそれ以外にも柊の友人や同僚による余興がいくつも用意されていて、美汐は柊の人徳を感じずにはいられなかった。

　それからしばらくして、司会の女性がマイクを手に取った。

「ご歓談中ではございますが、新郎新婦はお色直しのために中座いたします」

　同時に係の女性が美汐たちの元に現れ、席を立つよう促した。

　ウェディングドレスの次は、オレンジ色のドレスだ。

　美汐は口角を上げ、立ち上がる。

　今日の衣装はほぼすべて沙織と紫乃が張り切って決めたが、唯一オレンジ色のドレスは美汐がひと目で気に入り選んだドレスだ。

　母たちの強い希望でお色直しは五回も予定されていて正直疲れるが、これも自分の夢を叶えるためだと思って乗り切ろう。

　密かにそんなことを考えながら会釈し歩いていると、柊の同僚たちが集まるテーブルが近づいてきた。

　力一杯の拍手を続ける佐野の隣に、一心に柊を見つめている白瀨がいる。

　柊だけを追いかける表情はやはり寂しそうで、美汐は目が逸らせなくなった。

　もしかしたら、白瀨は柊のことが好きなのかもしれない。

　そう頭に浮かんだと同時に、柊と佐野たちのやり取りを眺めていた白瀨の沈んだ顔を思い出した。

　余興を控えて緊張しているからだと思っていたが、それは間違いなのだろうか。

「あっ」

　白瀨に気を取られていたせいで、足元がふらつきつまずいてしまった。

　美汐はとっさに柊の腕に置いた手に力を込め、抱きしめるようにしがみついた。

「どうした？」

　柊は振り返り、心配そうに美汐の顔を覗き込んだ。

「すみません。つまずいてしまって」

「慣れないドレスで歩きにくいよな。そのまましがみついていていいから」

　柊は美汐の手に自分の手を重ね、優しくささやいた。

「はい……ありがとうございます」

　恥ずかしさと照れくささが同時に押し寄せてきて、顔が熱い。

「おふたり、お似合いですよー」

　佐野の声に顔を向けた途端、避ける間もなく白瀨の姿が目に飛び込んできた。

　変わらずその眼差しは寂しそうで、一心に柊を見つめている。

　隣を見上げると、柊は白瀨の視線に気づくことなく周囲の拍手に笑顔で応えていた。




　披露宴が無事にお開きを迎え招待客全員の見送りを済ませた時、美汐はホッとすると同時に重要任務を完了させたかのような充実した思いに心が満たされていた。

　結婚を決めてから今日までの半年は怒ど濤とうの日々で、披露宴が終わるのが待ち遠しかったのだ。

　家と家というより会社同士という意味合いの強い、ある意味特別な結婚。

　披露宴の準備は美汐が関知できないことばかりで、ほとんど口を挟めなかった。

　それでも準備が始まった当初はせっかくだから多少でもなにか手伝えればと考えたが、大学の卒業論文の執筆時期と重なり結婚式の準備どころではなかった。

　忙しい合間には、結婚式の打ち合わせだと理由をつけては頻繁にやってくる母親ふたりに買物に連れ出されたり強引にエステに放り込まれたりと、振り回されることもしばしば。

　加えて卒業式で卒業生総代として壇上に上がることになり、その準備にも時間を割かなくてはならず、新しい生活に慣れる以前に目の前のことをこなしていくだけで精一杯。

　柊も年明けに営業部から経営に携わる部署に異動して忙しく、準備にタッチできないばかりか結婚式までに仕事のメドを付ける必要に迫られ、慌ただしい毎日を送っていた。

　昨日も結婚式前日だというのに出張で北ほっ海かい道どうに行っていて、最終便で戻ってきたほどだ。

　だから同居を始めて半年が過ぎた今もまだ、ふたりの距離がそれほど縮まっていないのは仕方がない。

　けれど今日結婚式を終えたことで時間にも気持ちにも余裕が生まれ、変化もあるはずだ。

　そして入社までの二週間で、同居していることを実感していくのだろう。

「大丈夫かな」

　弱気な言葉が口を突いて出る。

　これまでふたりきりで過ごす時間がほぼなかったせいで結婚したという意識はそれほどなかったが、これから先は本格的に夫婦としてやっていくことになる。

　夫婦どころか恋人がいた経験もない美汐にとっては未知の世界に足を踏み入れるようなもの。時間的な余裕ができてホッとする反面、それまで見過ごしていた不安が胸の中にじわじわと広がるようで、落ち着かない。

　美汐はソファの上で膝を抱え、身体を丸めた。

　その瞬間普段とは違うボディソープの香りが鼻先を掠め、ここがホテルのスイートルームだと思い出した。今日はここで一泊する予定だ。

　ヨーロッパ貴族の邸宅を思わせる優雅な雰囲気の客室には広いバスルームが設置されていて、今は美汐に続いて柊が入浴中だ。

　美汐は落ち着かない気持ちをやり過ごすように、勢いよく立ち上がった。

　リビングを見回すと、ウッド調のくすんだ茶色を基調にした広い室内に、上質でセンスのいい家具が揃っている。

　ダイニングに足を踏み入れると、大きなテーブルの上にたくさんの色鮮やかな花が飾られていた。バラやカサブランカ、ガーベラなどの赤系の花に混じって、淡い黄色の小さな花が彩りを添えている。菜の花だ。

　この花々は、披露宴で会場内を彩っていたものだ。各テーブルに飾られていた花は自由に持ち帰ってもらったが、会場全体を装飾していた花は、アレンジして部屋に届けられることになっていた。美汐の入浴中に届けられたようだ。

「綺麗」

　中でも菜の花の鮮やかな黄色が目に入る。

　ピークには少し早いが、紫乃から美汐が一番好きな花だと聞いた柊が、担当者に連絡を入れて装飾に加えてもらったそうだ。

　黄色の小さな花が、テーブルの中央でかわいらしく咲いている。

　美汐は顔を寄せ、目を細めた。

　休日を返上するほどの忙しさの中、柊はわざわざ美汐が好きな花を披露宴の装飾にと手配してくれていた。たとえ電話一本入れるだけのことだとしても、美汐を思い動いてくれていた。その気持ちがうれしい。

　お互いに事情を抱えた偽装結婚だとしても、互いへの思いやりや優しさを持つことで今よりも絆が深まって、協力し合える関係になれるかもしれない。

　きっと、柊とはうまくやっていける。

　美汐は菜の花を見つめるうちに気持ちが前向きになり、落ち着いていくのを感じていた。

「それにしても広い」

　さすがスイートルーム。キッチンやパーラーが完備された部屋はかなり広く、グランドピアノまで用意されていてあまりにも豪華だ。

　柊からは仕事が忙しくて新婚旅行に行けないことへの謝罪も込めて最上級の部屋を選んだと聞いていたが、予想以上だ。

　美汐は天井まで続くガラス張りの窓から見える街並みに、一瞬で目を奪われた。

「絶景……素敵」

　大通りを流れる車のライトの明かりと、遠くに見える海の黒い闇のコントラストが鮮やかで、思わずほおっと息を漏らした。

「気にいってくれた？」

　振り返ると、入浴を済ませたばかりの柊がリビングに入ってきた。

「ここは昼間の景色より、断然夜景なんだ。前に急用が入った両親の代わりにこの部屋を利用したけど、俺も圧倒された」

　柊は頭をタオルで拭きながら、美汐の傍らで足を止めた。

　さっきまでなでつけられていた髪は湿り気を帯びルーズに跳ねていて、入浴したばかりの頰はほんのり赤みを帯びている。

　その色っぽさにドキドキしてしまい、美汐はすぐに目を逸らした。

「ほ、本当に素敵な夜景ですね。いつも歩いている街なのに、初めて見るみたいで感動しています」

　美汐は口ごもりながらそう言って、目の前に広がる夜景に目を凝らした。

　バスローブを着た柊の胸元は少しはだけていて、素肌がダイレクトに目に入る。

　意外に逞しい筋肉がチラリと見え、思わず息を止めた。

　男性との付き合いに慣れていないせいで、ふたりきりになるだけで緊張しそわそわする。

　同居を始めて約半年。柊とならうまくやっていけると思いながらもこうしてふたりきりで過ごした時間はあまりにも少なくて、まだまだ慣れそうにない。今も必死で夜景に目を向けどうにか気持ちを落ち着けているほどだ。

「美汐、そろそろいいか」

「は、はい？」

　不意に呼びかけられ飛び上がるように振り返ると、柊の優しい眼差しとぶつかった。

「えっと」

　しんとした部屋に、美汐の頼りない声が響く。

　そろそろ、というのはやはりそういうことなのだろうか。

　今までふたりの間に甘い雰囲気が生まれたことはなかったが、結婚式を済ませた今夜、いよいよその関係が変わるかもしれない。

『そろそろいいか』

　その言葉の意味は、そういうことだ。

　柊はきっと、恋愛経験がない美汐を気遣い今日まで待っていてくれたのだ。

　今も様子をうかがうように見つめられているのが、視界の隅で確認できる。

「私は……」

　美汐はひときわ大きく跳ねる鼓動を意識しながら、吐き出すように呟いた。

　いったいなにを言おうとしているのか自分でもわからないが、沈黙と緊張に耐え切れそうにない。

　ここにきてもまだ不安で身体が小さく震えていることに、柊は気付いているはずだ。

「今夜は」

　柊はゆっくり手を伸ばすと、美汐の背中を軽くポンと叩いた。

　瞬間、美汐は声にならない声をあげた。やっぱり怖い。

「料理長に料理をお願いしてるから、そろそろ運んでもらってもいいか？」

「料理？」

　美汐は目を瞬かせ、気が抜けた声で答えた。

「ああ。披露宴でほとんど食べてないだろう？　夕食はふたりでゆっくり食べたいと思って、お願いしておいたんだ」

　確かに食べるタイミングを見つけられず、ほとんどなにも口にしていない。

「お色直しの合間に軽くサンドイッチを口にしただけで、俺もかなり腹が減ってる」

　肩を竦める柊に、美汐は勢いよくうなずいた。

「私もお腹がペコペコです」

　緊張の欠片かけらも見えない柊のおかげで、美汐の身体から力が抜けていく。

　自分は女性として意識されることのない、単なる偽装結婚の妻だ。

　ふたりきりの生活を意識して緊張する必要はなさそうだ。

　結婚式を挙げた今日でさえ柊にとっては日常の延長で、面倒なタスクをクリアして肩の荷が下りた程度の一日だったのかもしれない。

「だったら電話しておくよ」

　柊はリビングの片隅に置かれた内線電話に足取り軽く向かう。

「美汐が好きなビスクもメニューに加えてもらったから」

　ビスクは美汐の大好物で、メニューにそれを見つけると、必ず注文している。

　同居が始まってすぐの頃、柊が連れて行ってくれたフランス料理の店でもおいしいビスクが出てきてついはしゃいでしまったが、柊はそのことを覚えていたようだ。

「ありがとうございます。楽しみです」

　菜の花といいビスクといい、柊のさりげない心遣いに美汐の気持ちが大きく揺れる。

　これが大人の男性の余裕というものだろうか。

　美汐よりも柊の方がスケジュールはタイトで体力的にも厳しい日々が続いていたはずなのに、そんな中でも美汐のために時間や気持ちを割いてくれていた。

　気持ちや身体のつながりを求めることのない契約上の妻である自分にさえ、細やかな気遣いを見せてくれる柊の人としての優しさに、胸がいっぱいになる。

　かたや美汐はこの半年の間、柊とのかかわりが少ないことに甘えて自分の都合を優先し、柊への配慮や感謝に欠けていたかもしれない。

「そういえば料理長からお祝いのワインが料理と一緒に届くんだ。美汐には炭酸水かノンアルのカクテルでもお願いしようか？」

「ワインですか？」

「ああ。アルコールは苦手であまり飲まないんだよな？　滅多に手に入らない稀少なワインが用意できたらしいが、今日は疲れてるからやめておいた方が――」

「いただきます」

　柊の言葉が終わるのを待たず、美汐は答えた。

　普段アルコールは控えているが、今は柊と同じワインを楽しんで同じ時間を共有したい。

「稀少なワインなら、せっかくだし是非いただきます」

　柊が美汐のために心を砕いてくれるのなら、自分も同じだけの気持ちを返して柊の役に立ちたい。それが互いに協力し合うということで、この結婚の本来の目的だ。

　そのためにも柊との距離を少しでも詰めていきたい。同じワインを楽しむのはその第一歩だ。

「そうか」

　柊は目元を緩めた。

「わかった。記念の夜だから、極上のワインで乾杯しよう」

　甘い声で答える柊の目は、蕩けるように優しい。

　まるで美汐との結婚を心から喜んでいて、ふたりで過ごすこの夜が特別なものだと伝えているような、そんな錯覚を覚えてしまいそうになる。

「入社も近いのでお酒に慣れておいた方がいいですよね。宴会とかあるはずだし、苦手なんて言ってられません」

　錯覚だとしても柊の優しい眼差しがうれしくて、つい饒舌になる。そして柊とはうまくやっていけそうだと、改めて確信する。

「宴会？」

　柊は電話の受話器を取ろうとした手を止め、美汐に視線を向けた。

　表情は消え、声も固い。あっという間の変化に、美汐はたじろいだ。

「会社員にお酒の席は欠かせないんですよね。今日、柊さんの会社の方たちもみんな楽しそうにお酒を飲んでいて羨ましかったし……柊さん？」

　柊は顔をしかめ黙り込んでいる。

「いや、悪い」

　柊は気まずげに視線を逸らした。

「苦手ならわざわざ無理して飲む必要はないが、慣れておいた方がいいな」

　柊は炭酸水やノンアルのカクテルについてはなにも言わず、食事を運んでもらえるよう電話で伝えた。

　とはいえ飲酒についてかなり心配しているところを見ると、美汐のことはまだまだ子どもにしか見えないのだろう。

　お酒に慣れてこそ大人の女性だとは思わないが、子どもに見られるのは避けたい。

　子どもに見られたままでは柊の力になりたくても頼ってもらえないかもしれないからだ。

「二十分くらいで運んでもらえるそうだ」

　電話を切り振り返った柊の端整な顔を見つめながら、美汐は自分が柊のためになにができるのかと自問する。

「どうした？」

　美汐の顔を、柊は訝しげに覗き込んだ。

「なんでもないんです。ただ……やっぱりお腹が空いたなと思って」

　美汐は首を横に振り、笑顔でごまかした。

　自分でも驚いているが、菜の花やビスク、そしてなにより夢を叶えようと奮闘する美汐の背中をぶれることなく押してくれる柊のことが、大切に思えて仕方がない。

　大我が決めた相手との結婚を覚悟していた自分が、柊のように優しく頼りがいのある、そして力になりたいと思えるような男性と結婚できたのは奇跡のようなもの。偽装結婚だとしても、十分幸せだ。

　大人の女性に見られるように努力するのはもちろん、柊の役に立てるだけの力をつけるためにも入社後は仕事を頑張らなければ。

　美汐は新しい生活への期待に心を躍らせた。




　二十分後、結川家とは古くからの付き合いだという料理長が腕によりをかけて用意してくれた料理がテーブルにズラリと並び、美汐は目を輝かせた。

　気兼ねなくふたりきりで食事を楽しみたいからと、柊はコースではなくアラカルトで料理をオーダーしていた。

　ビスクや鴨肉のコンフィはもちろん、サラダやサーモンのパイ包み焼き。それにサワークリームがたっぷりのカナッペ。どれから食べようかと迷うほど、おいしそうだ。

「乾杯しようか」

　料理長からのお祝いだというワインが注がれたグラスを手に、柊が声をかけた。

　ワインソムリエの説明によると、これはボルドーの当たり年のワインで現在なかなか手に入らない、それこそワイン通が一度は口にしたいと願っている稀少なワインらしい。

「綺麗な色ですね」

　美汐はグラスを目の前に掲げた。艶やかな赤い色がグラスの中で揺れていて、うっとりするほど美しい。

「美汐」

　心なしか改まった柊の声に、美汐は顔を向けた。

「今日はお疲れ様」

「は、はい。あの、今日はお疲れ様でした」

　どこか神妙な柊の声に、ドキリとする。

「母親たちの暴走に付き合わされて、大変だったよな。俺も付き合えたらよかったが、時間が取れなくて悪かった」

「いえ、それは全然。柊さんがお仕事で忙しいのはわかってます。それに私は二十年以上あのふたりとは付き合っているので慣れてます」

　肩を竦める美汐に、柊は喉の奥でくっくと笑い声をあげる。

「俺の妻は思っていた以上に頼もしいな。だったらこの先、美汐がその頼もしさで自分の夢を叶えられるように、乾杯」

　柊は歯切れのいい声でそう言って、グラスを美汐の目の前に掲げた。

「乾杯……って、あの、それってふたりの夢を叶えられるように、の間違いです」

　つられてグラスを掲げ乾杯と口にしたものの、慌てて訂正する。

「ふたりで夢を叶えるというか、協力するために結婚したので、私の夢というのはおかしいです」

「そこが気になるのか？」

　柊は美汐の語気の強さに苦笑する。

「俺の夢なら美汐と結婚して叶っているから気にしなくていい」

　あっさりそう口にする柊に、美汐は首をかしげる。

　柊が結婚した理由は、見合いの話から解放されて仕事に集中し、いずれ後を継ぐ時のために足場を固めておきたいからだったはずだ。

「当然だが今はもう見合いの話はない。仕事に集中できるようになったのは、美汐と結婚したおかげだと感謝してる。ああ、だったら美汐への感謝も込めて乾杯、というのもありだな。これなら問題ないだろ」

　柊は口早にそう言うと、美汐の反応を待たずワインを飲み干した。

「……柊さん」

「俺には好みだが、美汐には重いかもな。飲めそうになかったら無理しなくていいぞ」

　グラスを置き、柊は心配そうに声をかける。

「いえ、少しなので大丈夫だと思います」

　まだ乾杯の挨拶に納得いかないが、ひとまず飲み干さなければ。

　五センチほどの赤いワインが揺れるグラスを、美汐は口に運んだ。

「ん……」

　ワインが喉を通り過ぎてすぐ、胸のあたりに刺激が走ったかと思うとじわじわと熱くなっていく。

「苦いです……」

　柊が言っていたように重く、渋みが強いワインだ。

「けほっ」

　慣れない刺激に喉が驚いたのか、美汐は背を丸めて咳き込んだ。

「大丈夫か？」

　向かいの席から慌てて駆け寄った柊が、膝を突き美汐の背中を優しくなでる。

「大丈夫です。慌てて飲んじゃったから……。だけど、おいしいような気がします」

　笑顔をつくりそう答えてはみるものの、おいしいかどうか、よくわからない。

　おまけに頭の中が次第にふわふわしてきて、アルコールに弱い自分にがっかりする。

「おいしい気がするって……。だったら今のうちにやめておいた方がいいな」

　わずかに笑いを含んだ声でそう言うと、柊は残るワインを引き受け飲み干した。

「飲めそうならこれを飲んでおいた方がいい」

「ありがとうございます。じゃあ、少しだけ」

　美汐は柊が差し出した水が入ったグラスを素直に受け取り、咳が治まったタイミングで喉を潤した。

「顔が赤い。あっという間に酔いが回ったみたいだな」

「すみません。こんなはずじゃなかったんですけど……」

　柊が言うように今日は普段以上に酔いが回るのが早い。結婚式が無事に終わった安堵感で、気が抜けたからかもしれない。

「先に少しでも食べておけばよかったな。俺が気づくべきだったのに悪い」

「そんなっ。柊さんは全然悪くないです。私が調子にのっただけです。ごめんなさい」

　そう言って頭を下げた時、さらに全身がゆらりと揺れているような気がした。妙に気分がいい。

「気分は悪くないのか？」

　美汐の傍らに膝を突いたまま、柊は心配そうに問いかける。

「全然大丈夫みたいです。それより、同期の皆さんの余興、楽しかったですね」

　美汐は話題を変えるように、そう口にした。

「パンダの着ぐるみはかなり盛り上がったな。白瀨のピアノも久しぶりに聞いたよ。同期でなにかあると、よく駆り出されてるんだ」

「そうなんですか。演奏はもちろん素晴らしかったですけど、綺麗で見とれてしまいました」

　演奏中の彼女はとても美しく、ピアノを心ゆくまで楽しんでいるのが満ち足りた表情から伝わってきた。

「白瀨さん、ピアノは長いんですか？」

「いや、入社してから始めたらしい。子どもの頃からの夢で、習い始めてからは夢中で練習したって言ってたな。ピアノもそうだが、仕事もコツコツ努力して粘り強い。彼女のそういうところには一目置いてる」

　白瀨のことを話す柊の表情は柔らかく、それだけでふたりの親密さが想像できる。

　柊と並んでも引けを取らないほどの美しい容姿。そして柊が一目置くというほどだから、仕事もできるのだろう。

　おまけにピアノも文句なしの腕前となれば、間違いなく彼女は大人の女性だ。

　彼女ほどの完璧な女性が身近にいれば、美汐のことは子どもにしか見えないのも当然だ。

「ふたりは仲がよさそうですけど、それってもしかして……」

　美汐は言葉を飲み込んだ。

　白瀨との関係が気になりつい聞いてしまいそうになったが、偽装結婚の妻でしかない自分に詮索する権利はないからだ。

「白瀨がどうかしたのか？」

「いえ、ただ私も彼女を見習ってコツコツ努力しなきゃって思っただけです。早く仕事を覚えて夢を叶えたいし、めいっぱい頑張ります」

「頑張るのはいいが」

　柊はわずかに眉を寄せた。

「入社早々飛ばしすぎて息切れしないように意識した方がいい。夢を叶えたい気持ちはわかるが先は長い。俺に協力できることがあれば力を貸すから言ってくれ」

「ありがとうございます」

　静かな部屋に広がる柊の声は、厳しくも温かい。まるで柊に守られているような安堵感が、胸に広がっていく。

「そう言ってもらえるだけでうれしいです。でも、自分で努力して――」

「結婚したんだ」

　美汐の言葉を、柊はあっさり遮った。

「その理由がどうであれ、夫婦としてここにいるのもなにかの縁だ。夫として美汐をサポートするつもりでいるし、夢を叶えてほしいとも思ってる」

「柊さん……」

　柊の言葉の端々から、美汐の将来を気遣い、これからのふたりの生活を前向きに考えようとしている気持ちが伝わってくる。

　結婚式や披露宴の時でさえ感じなかった柊と結婚したという実感が、胸の中に込み上げてきた。

「今までの努力を考えれば焦る気持ちもわかるが、気負わずに楽しめばいい。少なくとも、俺は美汐の努力を認めているし、見習いたいと思ってる」

　美汐は動きを止め、目を開いた。

　本当は、入社の日が近づくにつれて夢に近づいた喜びや期待だけでなく、それ以上の不安を抱えるようになっていた。

　柊はそんな美汐の不安定な気持ちを見抜いていたのかもしれない。

　夫としてだけでなく社会人の先輩としての柊の言葉は的確で、愛情深い。

「それこそコツコツってことですね。頑張ります。……あ、あの、この鴨肉のコンフィ、おいしそうですよ。取り分けますね」

　柊の優しさに目の前が滲むのをごまかすように、美汐は取り皿を手に取った。

「鴨肉は、柊さんの好物ですよね」

「そうだな。この間美汐が用意してくれたアヒージョも、絶品だった」

「ありがとうございますっ」

　結婚して初めて取れた休日、美汐に気を遣って出かけようと声をかけてくれた柊の体調が気になって、家で手料理を振る舞ったのだ。その時に鴨肉のアヒージョも用意した。

「また作りますね」

　柊の手元に鴨肉を取り分けた皿を差し出しながら、美汐はこの夜一番の笑顔をみせた。




　特別な夜にふさわしい、手の込んだおいしい料理と極上のワイン。

　センスのいい広い部屋の窓から見える夜景は別世界のように輝いていて、ドラマや映画でしか見たことのない華やいだ場所に、自分はいた。

「……はあ」

　美汐はキングサイズのベッドの中ブランケットに潜り込むと、数時間前の出来事を思い返しうっとりとため息を吐き出した。

　ワインをグラスに一センチほど飲んだだけで軽く酔いが回って多少はしゃいだ自覚はあるが、これまでになく柊との会話が弾み、夢のような時間を過ごすことができた。

　まだまだ緊張感がゼロになったわけではなくもちろん遠慮もあるが、ふたりの新しい生活の始まりとしては、順調な滑り出しだった。

　ふと広いベッドの向こう側から柊の微かな寝息が聞こえ、美汐はブランケットから顔を覗かせた。

　美汐の隣で柊が規則正しく胸を上下させ、ぐっすり眠っている。

　結婚式を前に仕事が立て込み無理を重ねていたから、久しぶりに熟睡しているのかもしれない。

　端整な顔立ちは寝顔でさえカッコよくて、見とれてしまう。

「顔だけじゃない」

　美汐はベッドサイドの灯りに照らされている柊の寝顔をまっすぐ見つめた。

　柊がカッコいいのは顔だけじゃない。というより顔よりも内面だ。

　酔っていたのでぼんやりしている部分はあれど、柊の言葉はすべて覚えている。

『俺は美汐の努力を認めているし、見習いたいと思ってる』

　柊の外見のカッコよさは、内面から滲み出る人としての輝きによるものに違いない。

　そうでなければほろ酔い気味の年下を喜ばせるような言葉を、躊躇なく口にするわけがないからだ。

　柊を知れば知るほど彼の魅力的な人柄に惹かれ、それに比べて自分はまだまだ子どもだと思い知らされる。

「はあ……」

　美汐は再びブランケットの中に潜り込んだ。

　柊になにも返せない自分が情けない。

　せめて年齢が近くて同じ職場なら、なにができるのか思いつけるかもしれないのに。

「それって……」

　白瀨のことだ。

　柊の近くにいる彼女なら、柊の気持ちを察して力になれるはず。

　かたや自分はほとぼりが冷めれば離婚すると言われている、かりそめの妻。

　改めて柊との間にある距離を自覚して、美汐は胸の奥がチクリと痛むのを感じた。










第三章　抱きしめられたい愛されたい




　当初の予定では、柊の結婚休暇は週明けのたった一日だった。年度末で忙しく、その一日すら確保するのに各方面との調整が必要だったと聞いている。

　けれど社員の福利厚生の充実に熱心なユイメディカルでは結婚休暇の取得は絶対で、社長子息という立場上出勤するわけにはいかず、結局週の三日間を在宅勤務、残りの二日間は休暇にすることで折り合いをつけたそうだ。

　当然新婚旅行には行けず、結婚式を終えたふたりの新しい日常が早速スタートした。

　とはいえ同居を始めてからすでに半年が経っているので環境の変化はない。今までと違うのは、結婚式や卒業の準備に割いていた時間がすっぽり空いて、余裕があるということだ。

　美汐はその時間をまずは柊のサポートに、そして二週間後に控えた入社に向けての準備や勉強に使おうと決めた。

　結婚式の前は柊とのふたりきりの生活が本格的に始まることに緊張していたが、今ではうまくやれそうだと安心している。

　昨日もホテルから戻って荷解を終えた後、柊に誘われ初めてふたりで自宅周辺を散策したが、ほんの数時間とはいえふたりで過ごす時間はとてもゆったりとしていて居心地がよかった。

　世界的に有名なバリスタがいるというカフェでコーヒーを味わったり、少し歩いた先にある美術館では会話がなくとも成立する落ち着いた時間を過ごしたり。

　まるで美汐の中にわずかに残っていた緊張を払拭しようとしているような柊の気遣いが、たまらなくうれしかった。

　そんな柊の配慮や優しさを知ればうまくいくと思うのは当然で、不安は綺麗に消えてしまった。

　今は柊のためになにができるのか、そのことで頭の中はいっぱいだ。

　そして月曜日の今日。美汐は朝から仕事部屋でリモート会議に参加している柊のために昼食の用意をしていた。

　紫乃から大量に送られてきた昆布や鰹節を使って取った出汁の香りが食欲をそそり、美汐もお腹が減ってきた。

　時計を見るとちょうど正午を過ぎたばかり。そろそろ柊が部屋から出てくる頃だろうと煮物を皿に盛り付けていると。

「うまそうな匂いがするな」

　柊がタイミングよくキッチンに現れた。

「お疲れ様です。会議は終わったんですか？」

「いったん休憩だ」

　柊は苦笑し、美汐がカウンターに並べたほうれん草の小鉢をテーブルに運ぶ。

　ひとり暮らしが長いせいで家事はひととおりできるらしく、自然と動いてくれるのが新鮮だ。

「佐野が今日の社食のメニューが好物の鶏の唐揚げだから売り切れる前に行きたいと言い出して、会議は中断。最優先は期末の処理より唐揚げらしい」

　柊はそう言って顔をしかめているが、面白がっているのは声を聞けばわかる。

「佐野さん、ちゃんと食べられるといいですね」

　美汐の言葉にも「再開したらまず初めに聞いておくよ」と笑いを堪えた声で答えている。

「我が家はカレイの唐揚げです。紫乃さんから届いたクール便の中に見つけて早速揚げてみました」

「今日は在宅にして正解だったな」

　席に着いた柊が、顔をほころばせた。

　美汐が用意したのはカレイの唐揚げをメインにした野菜中心のメニューだ。

　どれもこの半年で知った柊の好物ばかり。午後からの仕事に影響しないように糖質を控えめにと考えて、出汁をきかせて薄味に仕上げている。

　料理を並べ終え、美汐も柊の向かいの席に着く。

「早速いただいていいか？」

「もちろんです。お口に合うかどうかわかりませんが、召しあがって下さい」

　これまで何度か料理を振る舞ったが、こうして揃って食べる機会は少なかった。

　そもそも用意しなくていいと言われていたので平日に作ることは滅多になかった。

　美汐の忙しさを知っての気遣いだが、唯一自信がある料理で柊のサポートができないのはかなり残念だった。

　だから今こうして腕を振るえるのが楽しくて仕方がない。

「出汁がきいてうまいな」

　味噌汁をひとくち飲み、柊の口からため息に似た声が漏れる。

「紫乃さんが贔屓にしてる専門店に注文して昆布と鰹節を送ってくれたんです。柊さんが子どもの頃から馴染んでいる味ですよね」

「ああ、だからか。覚えがある味だと思った」

　続けて煮物を口にし満足したのか、柊はほおっと息を吐き出した。

「家を出て以来だな。懐かしいし、本当にうまい」

「よかった。実は紫乃さんから結川家の出汁の取り方を詳しく聞いたので、少しだけ自信があったんです」

　柊の口に合ったようで、ホッとする。利り尻しりにある専門店から直送された昆布を使った出汁は驚くほどいい味で、萩野が作っていた出汁とはまた違うおいしさだった。

「わざわざ母に聞いてくれたのか？」

「そうなんです」

　美汐はふふっと笑う。

「この間、柊さんから普段忙しくて食事を楽しむ時間が取れないって聞いたので、せめて今週の在宅勤務の時だけでも食事を楽しんでもらいたくて。だから紫乃さんに教えてもらったんです。お味噌汁の具材は豆腐とわかめがお気に入りとか、煮物さえあればご機嫌だとか」

「確かにご機嫌だな。だったらこのカレイの唐揚げも？」

　美汐はコクコクとうなずいた。

「佐野さんと違って鶏からよりも好きなんですよね」

「ああ。いい勝負だが、カレイには敵わないな」

　紫乃もそう言っていた。柊は昔から揚げ物を好むタイプではなかったが、唯一カレイの唐揚げだけは食卓に並ぶと目を輝かせていて、男子が好きなメニューランキングの上位に君臨する鶏からには目もくれず、リクエストされることが多かったらしい。

「それにしてもわざわざ母に聞いてまで俺の好物を用意してくれたんだな。美汐も忙しいのに悪い。でもうれしいよ、ありがとう」

　こぼれるような笑みを浮かべる柊に、美汐は胸の前で手を横に振る。

「わざわざっていうほどのことじゃないので、気にしないで下さい」

　柊がこれまで美汐のためにと心を向けてくれたことに比べれば、まだまだだ。

「そういえば、クール便の中に柊さんが目がないっていうジェラートも入ってました。私も大好きなので楽しみです」

「だったら、あと二時間もあれば会議は終わるから、その後一緒に食べないか？」

「でも、その後もお仕事があるんじゃ」

「会議が終われば今日はもうお役御免らしい。結婚休暇に戻るようにしつこいくらいに言われたよ」

　美汐は目を輝かせた。

「昨日カフェで買った豆を挽いて、おいしいコーヒーも淹れますね」

　お役御免とは大袈裟だが、結婚休暇中の柊に気をきかせてくれたのだろう。

「ん、この里芋の煮物もいい味だな」

　柊の満足そうな声に、美汐はさらに目尻を下げ笑みを深める。

　そして箸を止めることなく料理を口に運ぶ柊を前に、心の中でガッツポーズをつくった。

「おかわりもありますから、言って下さいね」

　即座にうなずく柊の視線に心が沸き立つのを感じながら、美汐も箸を手に取った。




　翌日、終日休みの柊に誘われて車で出かけることになった。

　疲れているはずの柊には申し訳ないと思いながらも滅多にないふたりきりの外出だ、美汐は朝からそわそわし、笑顔を隠せなかった。

「いい天気ですね」

　美汐は順調に車を走らせている柊に、助手席から声をかけた。

　海岸沿いから見る景色はキラキラ光る水面と雲ひとつない青空のコントラストが鮮やかで、つい見入ってしまう。

「早くから連れ出して悪かったな」

「いえ、全然平気です。こんなお天気がいい日に出かけないなんてもったいないです」

　郊外に向かって車を走らせる柊は、春らしいニットにブラックジーンズを合わせたカジュアルな装いがよく似合っている。スーツ姿ももちろんカッコいいが、ラフなスタイルの方が、気を許してもらえているようで安心する。

　穏やかな光が差し込む車内にふたりきり。美汐は柊とのとりとめのない会話を楽しめるようになったことを実感していた。

　一時間ほど走ったところで柊は車を止めた。

　行き先を聞かされないまま連れてこられたが、駐車場で車を降りるなり、美汐は喜びの声をあげた。

「うれしいです。実は入社する前に来たかったんです」

　ここは最近オープンした国内最大級の敷地面積を誇るショッピングモールだ。

　数年前に大手家電メーカーの工場跡地を千早不動産が買い取り建設を進め、先月満を持してオープンの日を迎えた。

　広いモール内には三百以上の店舗が出店し、駐車台数も八百台近く。

　映画館やプラネタリウム、図書館も併設されていて、一日かけても回りきれないほどの充実ぶりだ。

「本当に広いですね」

　モール内を歩きながら、美汐はいつになくはしゃぎキョロキョロと周囲を見回した。

「本当にショッピングモールが好きなんだな」

　柊は美汐のあまりのテンションの高さにクスクス笑っている。

「はい。大好きです。千早不動産にはショッピングモールの建設と運営を担当する部署があって、そこで働きたいんです」

　先月実施された人事部との配属面談でも、その気持ちを伝えたばかりだ。

「もちろん希望が通るかどうかわからないんですけど……あ、あの子ども広場って楽しそうですね。それに奥に見える時計台は去年大きな賞を受賞したデザイナーの作品なんです。後で近くで見てもいいですか？」

　美汐はいくつもの店舗が軒を連ねるフロアを進みながら、目を輝かせ話し続ける。

　気持ちが昂ぶっているのか話が途中で何度も中断し、目を引く店舗や施設の前で足を止めては熱心に眺めている。

　その目は生き生きと輝き、全身にみなぎるエネルギーはかなりのものだ。

「……きゃっ」

　その時小さな男の子が走ってきて、勢いよく美汐にぶつかり尻餅をついた。

「大丈夫？」

　美汐は慌てて膝を突き、男の子の具合を確認する。

　三歳くらいだろうか、くりくりとした目を見開き美汐を見つめている。

「怪我はないかな。お姉ちゃんが早く気づけばよかったね。どこも痛くない？」

　さっと見た限り男の子に怪我はなさそうで、ひとまず安心する。

「いたくない」

　男の子は乱暴にそう言うと、ぷいっと顔を背け立ち上がった。子どもながらに恥ずかしいのだろう。

「誰と一緒にここに来たんだ？」

　柊は腰を折り、男の子と目線を合わせた。

「パパとママ。でも、いなくなった」

　男の子は顔をしかめ、うつむいた。

「迷子でしょうか？」

「みたいだな」

　柊は男の子の顔を覗き込むと「パパとママは、どこでいなくなったか覚えてるか？」と優しく声をかけた。

「……風船のところ」

「風船か……確かエスカレーターの乗り場で風船を配ってたからその辺りか」

「行ってみますか？」

「そうするか。見つからなかったらインフォメーションに連絡――」

「しんちゃんっ」

　その時背後から声が聞こえ振り向くと、血相を変えた若い男女が駆け寄ってきた。

「ママっ」

　男の子はふたりに気づいた途端、跳ねるように飛び出し女性に抱きついた。

「どこに行ってたのよ。心配したんだからね」

　必死で男の子を探していたのか、男の子を抱き留めた母親の息は荒く、目には涙が浮かんでいる。

「心配したんだぞ」

　母親に抱きつく男の子の頭を、父親らしい男性がくしゃくしゃになでている。

　すると父親が美汐たちに気づき、慌てて頭を下げた。

「すみません。息子がご迷惑をおかけしたんじゃないですか？」

「いや。迷子のようだったので話を聞いていただけですよ」

　柊の言葉に、男の子の父親はホッとした表情を見せる。

「息子はここが大好きで、いつもはしゃぎ回って目が離せないんですよ」

　困り顔で話しながらも、父親の声は楽しそうで、男の子を見る目も優しい。

　三人お揃いのオーバーオールと色違いのスニーカー。親子三人が仲良く顔を見合わせ笑っている。それは美汐が子どもの頃に憧れていた、理想の親子像だ。

　こんな風に気安く言葉を交わし合い、ショッピングモールを全力で楽しめるような親子に心から憧れていた。

「ありがとうございました」

　両親は美汐たちに会釈し、男の子を連れて少し先にあるフードコートへと向かった。

　両親に挟まれ手をつなぐ男の子の後ろ姿は楽しげで「ポテトがたべたい」という声も聞こえてきた。

「ポテト……」

　美汐はポツリと呟いた。

「どうした？」

　柊の声に、美汐は首を横に振る。

「なんでもないんです。ただ、初めてショッピングモールに行った時に食べたポテトがおいしくて。久しぶりに思い出しました」

　紙の大きな皿に盛られたポテトの山を初めて見た時はその量の多さに驚き、食べ慣れないしょっぱさがおいしくて、手が止まらなかった。

「ファストフードにも行ったことがなかったので、こんなにおいしい物があるショッピングモールって素敵だなーって感激しました」

「ショッピングモールにかかわる仕事がしたいのは、それがきっかけなのか？」

　柊はそう言いながら、美汐の背に手を置き歩き出した。立ち止まっていたせいで、人の流れの邪魔をしていたようだ。

「それも理由のひとつかもしれません。でも、みんなが笑っている空気感が好きなんです」

　このショッピングモールもそうだ。さっきの親子連れのように、誰もが足取り軽くウキウキとした表情を浮かべている。そんな時間を提供できる仕事に就きたいと思ったのが一番の理由だ。

「行ってみるか？　フードコート。ポテトなら俺も久しぶりだし」

「いえ、大丈夫です。それにお昼は予約してくれているんですよね」

「ああ。ポテトじゃなくてイタリアンで申し訳ないが」

　柊は美汐の手を取り再び歩き始めた。

「時計台の近くの北欧家具の店も覗いてみないか？　美汐お気に入りの店だよな」

「確かにそうですけど……どうしてそれを」

　柊が言っているのは有名な北欧家具の専門店のことだ。

　老舗の北欧家具ブランドを中心にビンテージも取り扱う人気の専門店で、ショッピングモールへの出店は初の試み。客層の拡大にどう影響するのか、注目されている。

　インテリアに深いこだわりはないが、この店の家具だけは以前から気に入っていて、ＨＰで商品をチェックすることも多い。

　けれど柊にその話をしたことはない。

　首をかしげる美汐に、柊はニヤリと笑った。

「この間タブレットであの専門店のＨＰを見ながら寝落ちしただろ？」

「あっ」

　それなら覚えている。

　日中、就職祝いをしましょうという沙織と紫乃に呼び出されて出かけたのはいいが、次々と洋服や靴を買っていくパワフルなふたりに圧倒され、疲れ果ててしまったのだ。

　おかげで夕食後つい寝落ちしてしまい、明け方目が覚めた時にはベッドの中。

　柊がベッドに運んでくれたと知った時には恥ずかしすぎて言葉が出なかった。

「あの時タブレットに表示されていた家具が気になって、たまにチェックするようになったんだ。実は今日も寄ってみたくてうずうずしてる」

「私もですっ。せっかくだから寄りたいって思ってたんです」

　今まで柊と語り合える話題を見つけられず距離を感じていたが、初めて共通の楽しみが見つかったようでうれしくて、気持ちも上がる。

「一緒に行きたいです」

　美汐は柊とつないでいる手に力を込めて、さらに近くに寄り添った。




「謝恩会の時に初めて話した同級生が何人かいるんですけど、官房長官の娘さんや去年宇宙開発で話題になった企業の社長令嬢の方がいらっしゃってびっくりしました」

　美汐はソファに腰を下ろし、飲み物を手にした柊に視線を向けた。

　ここは昼間訪れたショッピングモールから車で二時間ほどの別荘地にあるオーベルジュ。柊が美汐の卒業と就職を兼ねたお祝いをしようと内緒で予約してくれていた。

　昼食後ここに連れてこられた時は驚いたが、その理由を聞くとうれしくて、涙を堪えるだけで精一杯。美汐は礼を満足に伝えることすらできなかった。

　泊まれるレストランというだけあって新鮮な食材を使った料理はどれも絶品で、心ゆくまで堪能し、柊との会話も今までになく弾んだ。

　一夜を過ごす部屋はまるでフランスの片田舎にあるような雰囲気で、味わいのある調度品の数々に気持ちがすーっと安らいでいく。

「宇宙開発？　ああ、彼女の母親もあの大学の卒業生で、母と沙織さんとも仲がいいんだ」

　柊は手にしていたグラスを美汐に手渡し、隣に腰かけた。距離感ゼロの近さで柊の体温を感じ、美汐は肩を揺らした。

　今日は一日中ずっとこの調子だ。柊のことばかりを考えて、まるで初恋を知ったばかりの中学生のようにときめいている。

「今日は本当に楽しかったです。ありがとうございました」

　美汐はそわそわする気持ちをごまかしそう言って、柊から手渡された水を飲み干した。

「手近な場所ばかりでがっかりしなかったか？」

「がっかりなんてしてません。それにこんな素敵なオーベルジュを予約してくれていたなんて、びっくりしました」

　美汐はムキになって否定する。

　本当なら今日も仕事を片付けたかったはずなのに、一日身体を空けてくれ、そのうえ美汐を楽しませようと準備していてくれた。その気持ちがうれしくて、そして幸せで。時間が止まればいいのにと何度も願ったほどだ。

　柊はホッとしたように小さく息を吐き出した。

「美汐の新しい門出を祝う一日にしたかったから、楽しんでもらえてよかった」

「柊さん……」

　今日一日、柊の口からこぼれる言葉に何度も焦げ付くような感覚を味わっている。

　柊が今日用意してくれたのは、どれをとっても最高のシチュエーションで、幸せな夢の中にいるようだった。

「今日一日本当に楽しかったです。ふたりで出かけられただけで十分満足なのに、最後の最後にこんな素敵な場所に連れてきてもらえるなんて。今も夢を見ているみたいです。今日のことは一生忘れません」

　美汐はソファの上で背筋を伸ばした。

「本当にありがとうございました。このお礼は柊さんのお誕生日に――」

「落ち着け。礼を言うのはまだ早い」

「え？」

　あっさり言葉を遮られ、美汐は目を瞬かせた。

「早い、ですか？」

「ああ。今日はまだ終わってない。少し待ってもらえるか」

　柊は寝室に向かい、なにかを手に戻ってきた。

　長方形の黒いケースだろうか。アルファベット二文字のロゴが見える。

「もしも職場で結婚指輪をつけるのに抵抗があるなら、代わりにこれはどうだ？」

　柊はソファに腰を下ろすと、美汐の目の前に黒いケースを差し出した。

「代わり？」

　確かに入社早々結婚指輪をつけて出社してもいいだろうかと思案していたが、柊はそれに気づいていたらしい。

「婚約指輪と同じブランドだから、気に入ると思うが」

　柊は美汐の目の前に黒いケースを掲げ、ゆっくりと開いた。

「わあ……」

　目の前に現われたのは、ダイヤのペンダントだった。ひまわりのシルエットを模したようなデザインで、大きなセンターダイヤの周りを八つのダイヤがくるりと取り囲んでいる。

「綺麗」

　美汐はケースの中で眩しいほどの光を放つダイヤを、うっとりと見つめた。

　これまで両親からいくつものジュエリーをプレゼントされたが、金庫にしまい込んだままで普段身につける習慣はなかった。

　婚姻届を提出してすぐに柊が用意してくれた結婚指輪は今も身につけているが、それ以外興味もなく、こうしてまじまじとダイヤを眺めるのは初めてかもしれない。

「入社前に結婚していることをよく思わない社員がいてもおかしくない。だったら代わりにこれをつければいい」

　柊はケースの中から慎重にペンダントを取り出すと、美汐の首に手を回しそっとつけた。

「あ」

　柊の熱い指先を直接肌で感じて、美汐は思わず息を漏らした。

「ぴったりだな」

　満足そうに笑う柊の顔が目の前に迫り、美汐はとっさに顔を逸らした。

「石の大きさもちょうどいい」

「そうですか？　少し大きいような」

　美汐は遠慮がちにダイヤに手で触れた。見た目にも大きな石だったが、首につけるとその重みでいっそう大きく感じる。おまけに今もまだ柊に触れられているようで、ドキドキする。

「よく似合ってる」

　柊は目を細め、満足そうにうなずいた。

「これなら周りに気を遣わなくてよさそうだな」

「ありがとうございます。そこまで心配してもらって、すみません。だけど結婚したことは会社に伝えているので、指輪のことはまた考えてみます。でも、いいんですか？　婚約指輪と同じブランドって、かなり――」

「問題ない。これが新婚旅行の埋め合わせになるとは思わないが、謝罪の気持ちだと思って受け取ってほしい」

「そんな」

　美汐は恐縮し、首を横に振る。

「謝罪なんていりません。私はただ、柊さんにお仕事に集中してもらいたいだけで」

　結婚の理由を考えれば、ふたりで過ごす時間をつくってもらえただけで十分だ。

「今日みたいにふたりでおいしいお料理を食べるだけでもいいんです。だから新婚旅行には行かなくても平気です。だって私たちは、お互いの事情を解決するために結婚しただけの関係だから」

　美汐はうつむき、自分に言い聞かせるように呟いた。

　柊があまりにも優しすぎて、そうでもしないとふたりの関係を誤解してしまいそうなのだ。

「事情を解決するため？」

　柊は固い声で問いかけた。

「あの、そ、それがなにか？」

　納得いかないとでもいうような語気の強さに、美汐は口ごもる。なにか柊の気に障るようなことでも言ってしまったのだろうか。

　すると柊は気を取り直したように表情を引き締め、ゆっくりと口を開いた。

「俺は美汐と本当の夫婦になりたいと思ってるよ」

「えっ」

　迷いのない声と眼差しに、美汐は戸惑った。

「美汐はそうじゃないのか？」

　柊はそう問いかけながら、美汐の頰を両手ですっぽり包み込んだ。

「柊さん？」

　互いの額が重なりそうなほど近くに柊の顔が迫っていて、思わずソファの上で後ずさる。けれど身体は背もたれに押しつけられ、ふたりの距離がさらに近くなる。

「……んっ」

　頰に置かれていた柊の手に力がこもった次の瞬間、柊の唇が美汐のそれに重なった。

　美汐は動きを止め、大きく目を見開いた。

「美汐」

　くぐもった声が耳元を掠めたと同時に肩を抱き寄せられて、美汐は無意識に両手を柊の背中に回した。脱力した身体が今にもくずおれてしまいそうなのだ。

「ふ……ん」

　柊の舌先が唇をつつくたび、その甘い刺激に美汐の全身が震えた。

　やがて静かに遠ざかる柊の唇を追うように視線を向けると、熱がこもった眼差しとぶつかった。

「あ、あの。今のは……それに本当の夫婦って……」

　もしかしたら、偽装結婚の解消ということだろうか。そしてお互いの気持ちを――。

　期待に似た想いが胸にじわじわと広がり、鼓動も次第に激しくなる。

　美汐は困惑し、答えを求めるように柊をじっと見つめた。

「誘ってるのか？」

「誘う？」

　美汐はきょとんとし、微かに首をかしげた。

　すると柊は一瞬迷いの表情を浮かべ小さく瞳を揺らすと。

「美汐を抱きたい」

　美汐の耳元にささやいた。

「抱きたい？」

　美汐は顔色を変え、言葉を詰まらせた。

「嫌か？」

　黙り込む美汐の顔を、柊が覗き込む。

「それは……そういうわけじゃ」

　美汐は目を逸らした。本当の夫婦という意味を誤解していたとわかり、心の中に錘おもりのような重いなにかが広がっていく。

　柊にとって本当の夫婦というのは、たとえ偽装結婚であっても身体を重ね合うということらしい。

　美汐は偽装結婚という現実を改めて実感する。その決め事があってこその柊との結婚なのだ、簡単に解消できるわけがない。

「美汐？」

「私」

　顔を上げると、答えを待つ柊の優しい眼差しとぶつかった。まるで美汐を愛し、心から抱きたいと願っているような罪深い瞳だ。

「柊さん、私」

　柊の言葉や眼差しひとつで感情が大きく揺さぶられ、耐えられない。美汐は柊の胸に力なく顔を埋めた。

「嫌か？」

「嫌じゃありません。でも」

　同じベッドで寝ていても指先すら重ならない夜は、本当は寂しかった。

　たとえ偽装結婚の妻でしかないとしても、柊に望んでもらえるのならその胸に飛び込んで抱きしめられたい。そしてその先の世界を知ってみたい。

「でも私」

　美汐はおずおずと顔を上げ、きまりが悪そうに視線を泳がせた。

「ごめんなさい。初めてなんです。どうしていいのかわからないし柊さんを満足させられるのかわからなくて不安で。キスも初めてで、柊さんみたいにうまくないから」

　弱気な自分が情けなくて、美汐は唇をかみしめた。

「美汐」

　柊はうつむく美汐の顎に手を差し入れ、互いの視線を合わせた。そして小さく笑い優しい表情で口を開いた。

「俺のキス、そんなに気に入った？」

「はい。とても素敵でした。初めてのキスが柊さんでよかった……あ、いえっ」

　美汐は慌てて両手を口に当てた。

「いえ、そうじゃなくて、いえ、そうなんですけど」

　顔を赤くし焦る美汐を、柊は目を細め笑っている。

「今度こそ誘ってるよな。かわいすぎるだろ」

「違います、私はただ……ふ、ん」

　柊は素早くキスを落とし、美汐の言葉を遮った。

「摑まってろ。初めての全部、俺でよかったと思わせてやる」

　柊は美汐を横抱きし立ち上がると、躊躇のない足取りで寝室へと向かった。




　広い寝室に、美汐の荒い吐息が響いている。

　頰は紅潮し、額にはうっすらと汗が滲んでいる。

「んっ」

　柊は舌先で美汐の唇を刺激し、反射的に開いたその隙に舌を差し入れた。互いの舌が絡まり合った途端、美汐の口からくぐもった声が漏れる。

「美汐……」

　熱を帯びた柊の声に、美汐は閉じていたまぶたをどうにか開いた。全身から力が抜けて指先ひとつ動かすのも億劫だ。

「柊、さん」

　広いベッドに身体を押しつけられ、すぐ目の前には熱情をまとう柊の顔。どれくらいこうしているのかわからない。

　柊に触れられるたび疼きに似た感覚が背筋を駆け上がる。今まで知らなかったそのぞくぞくとした感覚に震え、声をあげるのを我慢できない。

　自分の声とは思えない鼻にかかった艶美な声。あまりにも恥ずかしくてここから逃げ出してしまいたくなる。

　その一方で、もっととねだり柊に身体を押しつけている自分もいて、なにがなんだかわからない。身体の奥に生まれた熱い塊が、どんどん大きくなっていく。

「どうしよう」

　美汐の口から泣き声に似た呟きがこぼれ落ちた。

「大丈夫だ。俺にしがみついてろ」

「は、はい。……んっ」

　再び唇が重なり合い、美汐は言われた通り柊の首に両腕を回した。

　柊の柔らかな唇は熱く、そして気持ちいい。

　いつの間にか柊とのキスに夢中になっていて、気がつけば自分から唇を差し出している。

　柊はキスが上手だ。他の誰とも経験がなくても、それだけはわかる。

　今までどんな恋愛をしてきたのだろう。ふとそんな思いが頭をよぎった。

　かりそめの妻である自分に柊の過去を気にする資格などないとわかっていても、胸がきゅっと痛くなる。

「なにを考えてる？」

　気持ちが落ちたタイミングで、柊のくぐもった声が耳元に響いた。

「な、なんでも」

　美汐はそっと顔を背けた。

「考え事ができるなんて、余裕だな」

　心なしか不機嫌な声が聞こえたと同時に、胸元に鋭い痛みが走った。

「あっ」

　思わず漏れた声に、柊がニッコリ笑う。

「俺の妻だっていう印だ」

「印……」

　美汐はぼんやりと呟き、痛みが残る場所に手を添えた。

「もしかして」

　キスマークだろうか。期待で美汐の胸がトクリと音を立てた。

「見えない場所だ。気にしなくていい」

　柊は満足そうに笑うと、美汐の頰にかかった髪を後ろに梳いた。

　優しすぎるその仕草に、美汐の背筋に再びゾクリとした感覚が駆け上がっていく。

「全然気にしてません。それどころかうれしいです」

　つい本音が口を突いて出た。

　これまで恋愛に興味がなく恋人が欲しいと思うこともなかったが、友達曰く独占欲の象徴だというキスマークには憧れていた。マーキングされるほど誰かに必要とされる。それが羨ましかったのだ。

　柊がキスマークをつけてくれた。それはあり得ないとわかっていても、柊に独占されているような気がして顔がほころぶのを我慢できない。

「だったら遠慮はいらないな」

　柊は思わせぶりにそう言うと、美汐の頭の両脇に肘をついた。

「違うんです、ただ私は」

　目の前に迫る柊の熱い眼差しに圧倒されて、美汐は言葉を飲み込んだ。

「うれしいなんて言葉、どこで覚えた？　誘われたうえに煽あおられて、どこまで俺を……無意識だとしても、いや、だからよけい心配なんだよ」

　柊は苦しげに顔をしかめると、素早く口づけた。

「んっ」

　とっさのことに堪えきれず、美汐の口から鼻にかかった声が漏れる。

　息苦しさに口を開いた途端柊の唇が口内に入り込んできて、美汐は身体をのけ反らせた。

「やっ……ん」

　口内を動き回る柊の舌の熱さに頭の中がぼーっとして、なにも考えられなくなる。

　柊の動きにただ身を任せるばかりで、脚の間を温かいなにかが流れ落ちていくのがわかっても、それがなんなのかを考える気力すら残っていない。

　初めて知る身体の変化に混乱し、美汐は柊の首に腕を回してしがみついた。

「そういうところだよな」

「え……？」

　閉じていた目を開くと、柊は潤んだ目で美汐を見据えていた。どこか思いつめたような表情は、見とれるほど情欲的で美しい。

　美汐は浅い呼吸を繰り返しながら、ぼんやりと見つめた。

「もう、我慢しない」

　柊は熱い吐息とともにそう口にするや否や、美汐をかき抱いた。

　やがて身につけていたものすべてがベッドの下に脱ぎ捨てられ、美汐の喘ぎ声が途切れることなく寝室に響き続けている。

　美汐の身体はどこに触れられても敏感に反応し、互いの体温を直接共有する歓びで赤く染まっている。

　慈しむように触れる柊の手はもどかしいほどに優しい。恥ずかしいのに気持ちがよくて、やめてほしくない。

「んっ、柊さんっ」

　胸を揉みしだかれた途端、ひときわ大きな声が出た。恥ずかしくてとっさに両手で胸を隠そうとしたが、それよりも早く柊が美汐の胸に口づける。

「や……っ」

　先端を甘嚙みされると同時に両胸を優しく揉み込まれ、その気持ちよさに思わず腰が揺れる。自分の身体なのに自分でコントロールできない。柊の手で今までとは違う身体に作り替えられているようで不安になる。

「美汐……っ」

　いつの間にか下腹部に伸びていた柊の手が、脚の間の湿り気を帯びた部分に触れた。

「ああっ」

　美汐は身体を反らし、嬌声を上げた。一瞬で体中に鋭い刺激が走り呆然とする。まるで電気が流れたような衝撃に足の指先までもがぴんと突っ張っていて、全身が震えているのがわかる。

「大丈夫だ」

　柊はあまりの衝撃に目を見開き胸を上下させる美汐を、優しく抱き寄せた。

　背中を優しくなでる柊の手の温かさに、美汐の呼吸が次第に落ち着いていく。

「怖かったのか？　だったら俺にしがみついてろ」

　柊の言葉にコクリとうなずくと、美汐は両手を柊の背中に回した。

　いきなりの衝撃に驚いたが、嫌ではなかった。それどころか全身に満ち足りた感覚が広がっている。

「柊さん」

　美汐は柊の胸に顔を埋め、強く抱きしめた。直接肌を合わせることで、これほど幸せな気持ちになれるとは思わなかった。

　身体中に視線を注がれ、今まで自分でも触れたことのない場所に触れられるのは恥ずかしい。

　けれど肌を合わせて抱き合っていると、そんなこと、全然大したことではないと思えるから不思議だ。それどころかこれからもずっと、こうして柊と抱き合っていたい。

「美汐？　大丈夫か」

　柊に顔を覗き込まれた途端、美汐は胸の中に今まで感じたことのない幸せな想いが胸に込み上げてくるのを感じた。

「私……」

　その想いはあまりにも強すぎて、そして柊にとっては本当の夫婦として居心地よく過ごしていくために美汐を抱いているのだとわかっていても。

　自分で自分の感情をコントロールできそうにない。

　美汐は潤んだ目で柊を見つめ、言葉を続けた。

「今、柊さんをすごく近くに感じるんです。それがすごくうれしくて、ずっとこうしていたいって思うし……夢をみているような……幸せなんです」

　柊と抱き合うこの時間が愛おしくて、溢れる気持ちを抑えきれない。口を突いて出るのはあまりにも恥ずかしくて、そして正直すぎる言葉ばかりだ。

　羞恥で顔が熱いが心は満ち足りている。ずっとこうしていたいと願うほどに。

「だったらふたりでもっと幸せになろう」

　絞り出すような声でささやくと、柊は美汐の身体をシーツに押しつけ唇を塞いだ。

　そして角度を変えながら深く荒々しいキスを繰り返す。

　さっきまでとはまるで違う激しいキスに、美汐は不安を忘れるように夢中で応えた。

　口内を動き回る柊の舌を探し出すと、柊を真似て思い切って吸い上げてみる。途端に柊は身体を大きく震わせ熱い息を漏らした。

「美汐」

　くぐもった声に美汐が目を開くと、肩で息をしている困り顔の柊と目が合った。

「まだまだだ」

　熱い息を吐き出したと同時に、柊は美汐の身体のあちこちに唇と指を這わせ、美汐を攻め立てる。

　何度も意識を飛ばしそうになりながらも美汐はそれを受け止め、柊から与えられる幸せに身を任せた。

　美汐は縋り付くように柊の身体を抱きしめ、気づけば自らも唇を差し出していた。

　やがて身体も心も触れ合うだけでは我慢できなくなった頃、美汐は身体の深い部分に柊の熱を受け入れた。

「ああっ」

　覚悟していた以上の痛みに美汐は顔をしかめ、声を張り上げた。今までに味わったことのない激しい快感に全身が飲み込まれ、今度こそ意識が飛びそうになった。

　ずっとこうして柊に抱きしめられていたい。そして愛されたい。

　心の中で何度も繰り返す。

「美汐っ……っく」

　身体の奥深くに押しつけられる柊の熱が、ひときわ大きくなった。

「やあっ」

　全身を駆け抜けた激しい快感に耐えきれず、美汐はとうとう意識を飛ばした。

　遠のく意識の中美汐を愛おしげに見つめる柊と目が合い、美汐の身体は初めて知る幸せに歓喜していた。




◇　◇　◇




「かわいいな……」

　腕の中で眠る美汐を、柊はそっと抱きしめた。

　穏やかに繰り返される呼吸と満ち足りた表情を浮かべた寝顔を確認し、ようやく落ち着いたようだとホッとする。

　柊は自制がきかなかったいくつものタイミングを思い返し、苦笑した。

　本当は、今夜美汐を抱くつもりはなかったのだ。

　月が変われば美汐は社会人として新しい生活が始まる。それもそこは長く夢見ていた憧れの場所だ。

　彼女がそのために重ねてきた努力と費やしてきた時間の長さを知れば、何事もなく順調に、憧れの場所での時間を迎えられるようにと願うのは自然な流れ。

　だから結婚式の日の夜も、そして今夜も、美汐に無理をさせたくなくて抱くつもりはなかった……が。

「……無理だったな」

　柊は自嘲気味に呟いた。

　美汐の胸元に散るいくつもの赤い花。くっきりと赤く浮き上がったキスマークの多さを見れば、抱くつもりはなかったというのは言い訳にもならない。

　結婚式を終えてふたりの生活が本格的に始まり、美汐の中に見え隠れするわずかな緊張感を取り除きたくて今日一日を計画したが。

　結局、知れば知るほど美汐の素直さや芯の強さに惹かれ、彼女を愛してしまったことを認める一日となった。

「……しゅ……さん」

　ふと耳に届いた寝ぼけた声に視線を向けると、美汐が目を閉じたまま柊の胸に頬ずりをしている。口元に笑みを浮かべ、言葉にならない呟きを何度か口にしたかと思うと再び脱力する。

　よほど疲れているのだろう、まだまだ目を覚ましそうにない。

　初めてだという美汐に無理をさせた自覚はある。

　意識を飛ばした時には心配したが、美汐は一分も経たないうちに目を開き、しがみついてきた。

『柊さん……ありがとうござい……ます』

　柊の胸に紅潮した顔をちょこんと乗せて、ねぼけた口ぶりで呟く美汐の目はトロンとしていて破壊力抜群。

　普段見せない色香を全身にまとい、満ち足りた表情を浮かべて柊を見つめていた。

　それでも初めて愛された身体は疲れきっていて、もともと寝ぼけていた意識を再び閉じるのは、あっという間だった。

　気を失うようにまぶたを伏せ寝息を立て始めた美汐を腕に抱いた時。

　他の誰にも譲りたくないと、思わずにはいられなかった。

　華奢な身体に残る熱と湿り気を帯びた肌。ようやく知った彼女のすべてが愛おしい。

「ん……」

　美汐の腕が空をさまようように伸びたかと思うと、柊の身体を捉え、抱きしめた。

　その仕草があまりにもかわいくて、柊はまだまだ愛し足りない自身を自覚する。

「美汐」

　柊は吐息交じりの甘い声で呟き、美汐の頰にかかる髪を優しく後ろに梳いた。

　すると艶やかな黒髪の隙間からキラリとした光が目に入り、すっと顔をしかめた。

「偽装結婚か……」

　柊は美汐の髪をひと束手に取りパラパラと落とすと、そのままベッドサイドのライトに左手をかざした。

　薬指に光る結婚指輪。美汐の髪の隙間で光っていたのも、この指輪だ。

　最近ではこの指輪が目に入るたび、自分が軽はずみに偽装結婚などと口にしたことを後悔している。

　もともとこの結婚指輪は、自分にとって偽装結婚をうまくやり通すという誓いを込めたもので、小道具のひとつ程度の意識しかなかった。

　けれど最初からそれが間違っていたのだ。

　今思えば美汐と初めて会った見合いの日にはもう、彼女に惹かれていた。

　自分の夢を叶えるために見合いに臨んでいると打ち明けた彼女の正直さと、それでも夢をあきらめようとしない彼女の凜とした強さが胸に響いたことがきっかけだが。

　同居を始めて半年、かなりのスローペースとはいえお互いを理解し合う中で、彼女と結婚してよかったと思う日はあれど、後悔した日は一度もなかった。

　そうなることは、ただ気づいていなかっただけで見合いの日にはもう感じていたのかもしれない。

　そうでなければわざわざ偽装結婚などと面倒な提案をしてまで結婚を押し切らなかったはずだからだ。

　彼女を千早不動産に入社させる方法なら他にもあったはずで、極端にいえばユイメディカルとの縁をつなぎたいのなら美汐を千早不動産に入社させるよう彼女の父にもちかければよかっただけのこと。

　なによりも会社を優先する美汐の父のことだ、すぐにのってきたに違いない。

　それでも仕事に集中したいからなどと思いつくまま理由を口にし美汐に偽装結婚を納得させた。

　その時点で美汐に惹かれ、結婚したいと思っていたのだろう。

「外野からの面倒な声のせいで仕事に支障が出るなんてこと、俺にはあり得ないんだけどな」

　美汐に偽装結婚を承諾させようとあれこれ理由を探していたあの日を思い出し、柊はさらに大きなため息を吐き出した。

　すると同じ指輪を美汐の左手に見つけ、もやもやとした気持ちがいっそう大きくなる。

　この指輪を身につけるということは、偽装結婚を続けるということだ。

「……無理だな」

　きっぱりとそう口にし、柊は眠りから覚めそうにない美汐の唇にキスを落とした。

「俺は美汐と本当の夫婦になりたいと思ってるよ」

　柊は美汐の耳元に唇を寄せ、決意を込めた声でささやいた。










第四章　憧れていた世界




　四月に入り、美汐は千早不動産に入社した。

　入社式では夢を叶える第一歩を踏み出せた喜びで胸がいっぱいになり、同時にこの場にこうしていられるのは柊のおかげだと、改めて感謝の気持ちが溢れた。

　千早不動産は国内最大手の不動産会社で、不動産事業はもちろん全国各地でいくつものショッピングモールを運営している。

　資本金は三千億円を超え、昨年の売上高も二千億円に迫る超大企業だ。従業員数は約三千人。世界の主要都市に進出し事業を展開している。

　入社式の翌日から新入社員研修が始まり、学びが多い充実した毎日を過ごしている。

　本社採用の新入社員は三十人で、六人ずつのグループに分かれて本社内外の各部門を二週間単位で回りながら研修を受けている。

　美汐のグループは男性四人と女性ふたりで、研修四週目を迎えた今はビル部門の部署で研修を受けている。グループの結束も固まりつつあり順調に課題を消化する毎日だ。

「まさかこんな風にランチを食べるなんて思わなかったよね」

　美汐は同じグループの同期、沢さわ村むら静しず葉はの声にうなずいた。美汐の向かいの席で大きなオムライスを食べている彼女の食べっぷりは見事で、見ているだけで元気が出る。性格もさっぱりとしていて明るく、不思議と気が合う。今では気安く付き合えるいい関係だ。

「見ろよ、課長のあの厳しい顔。トラブルでもあったのか？」

　美汐の隣でハンバーグにがっついている須す藤どう充みつ樹きが、店の入口に目を向け小声でささやいた。

　同期の男性の中でもずば抜けて優れた容姿を持つ須藤は、女性からの人気はもちろん誰とでもすぐに打ち解けられるオープンな性格ゆえに男性からも頼られる人気者だ。

　コミュ力が高く営業志望かと思っていたが、意外にも美汐と同じショッピングモールを運営する都市開発事業部への配属を希望していて意気投合し、仲良くなれた。

　学生時代は男性との付き合いがほぼ皆無だったことで入社後に不安があったが、須藤のおかげで他の男性ともコミュニケーションが取れるようになり、本当に感謝している。

「レジにかなり並んでるね。あれってやっぱりまずいよね」

　静葉がオムライスを口にしながらひそひそと呟いている。

　店の入口近くにあるレジには十人ほど並んでいて、バイトだろうか、担当の女性が泣きそうな顔でレジに向かっている。

「仕方がないよ。今日初めてお客さんを相手にするんだからミスするしトラブルもあるよ」

　美汐はいち押しメニューだというビーフシチューを食べ終え、店内を見回した。

　オフィス街に本店を構えるこの店は、ビーフシチューが有名な洋食店だ。

　今はこの二号店のオープンを来週に控え、あらかじめ手配した模擬客を入れてのリハーサルの最中だ。

　実際に客を入れて注文を取り料理を提供する。そしてその流れに問題がないかを確認しているのだが、次々発生するトラブルに担当者たちの表情は厳しい。

　この店を始め国内でも有名な飲食店が入るこのビルは、千早不動産が建設し運営する複合型商業施設だ。ビルオープンが来週に迫り、急ピッチで準備が進められている。

　美汐たちも研修の一環としてオープン前のビル見学にやってきたのだが、模擬客の数が足りないということで、急遽駆り出された。

　通常の営業中には見ることのできない裏側の奮闘ぶりを目の当たりにし、美汐はこれまでにない刺激を受けていた。




　食事を終えた美汐たちは、ビル事業部の担当者に案内され、館内を見て回った。

　二十階建てのビルには飲食店が軒を連ねるフロア以外にオフィスフロアやハイブランドを中心としたショッピングフロア、そしてクリニックや薬局が入るメディカルフロアがある。

　オープン前でどのフロアも準備に忙しく、機器や備品の搬入でエレベーターはフル稼働、オープンスペースには段ボールが積み上げられている。

「ここがメディカルフロアで、八つのクリニックと薬局が入ります。あとは管理栄養士が常駐する栄養相談の部屋が用意されています」

　開院前のクリニックはどこも医療機器の搬入やクリニック内の整理に追われているようで、大勢の人が出入りしている。

「じゃあ、オフィスフロアに移動しますね」

　担当者に促され作業の邪魔にならないよう気をつけながらフロア奥の階段に向かって歩き始めた時。

「美汐」

　背後から名前を呼ばれたような気がして振り返ると、クリニックが並ぶ長い廊下の向こうに何故か柊が立っていた。

「柊さん？」

　美汐はこちらに向かって歩いてくる柊を、まじまじと見つめた。

「研修中か？」

　柊は美汐の傍らに立ち、同期たちに会釈する。

　紺色のスーツにマッチした黄色のネクタイは、今朝美汐が選んだものだ。どうしてここでこのネクタイを見ているのかわけがわからない。

「もしかして彼氏？」

「そ、そうじゃないんだけど」

　静葉の興味津々な問いに、美汐は言葉を詰まらせる。

　会社には結婚の事実を報告し結川美汐として入社しているが、大企業の後継者という柊の立場を考えるとどこまで打ち明けていいのかわからず、まだ誰にも結婚していることを話していないのだ。

　気づけば須藤や他の四人も揃って好奇心に満ちた目で柊を見ている。

「あの……」

　美汐はどうしていいのかわからず困り果て、助けを求めるように柊を見上げた。

　柊は小さくうなずき胸元から名刺を取り出すと、静葉や須藤たちひとりひとりに配り始めた。

「ユイメディカルの結川です。美汐がいつもお世話になっているようですね。ありがとうございます」

「柊さん」

　にこやかな笑顔で静葉たちに挨拶する柊を、美汐はじっと見つめた。

　結婚していることをここで打ち明けるのかと緊張し、ドキドキしている。

「ユイメディカル経営企画部部長、結川柊。え？　まさか」

　須藤が受け取った名刺を読みあげ目を丸くする。

「もしかしてユイメディカルの創業家の――」

「えーっ。結川って美汐ちゃんと名字が同じ。親戚かなにかなの？」

　須藤の言葉を遮り、静葉が名刺と柊を交互に見ながら問いかける。

　同じ名字でも美汐たちが夫婦だとは思いつかないようだ。

「そうですね。彼女は親戚というか、身内のようなものですね」

「身内……」

　不意に柊が口にした言葉に美汐は目を瞬かせた。まさか柊の口からそんな答えが返ってくるとは思ってもみなかった。

　柊の立場を考えればその反応は当然かもしれないが、偽装結婚によるかりそめの妻という事実を突きつけられたようで胸が痛い。

「身内にこんなイケメンがいるなんて聞いてないよ。美汐ちゃんも美人だし極上の遺伝子だね。それで、結川さんはどうしてここに？」

　物怖じせず話しかける静葉に柊はニッコリ笑い、背後を振り返った。

「あちらで来月開院予定のクリニックに、当社の医療機器を搬入していたんです。まさかここで彼女に会うとは驚きましたが、そういえばこのビルの運営は千早不動産でしたね」

「そうなんです」

　柊からチラリと視線を向けられ、美汐は慌てて答えた。

「今日は研修の一環で見学させてもらっていて」

「そうか。頑張れよ」

「はい。あの、柊さんも忙しそうですけど、頑張って下さいね」

「ああ。じゃあ、急いでるから行くな」

　柊は美汐に軽く手を挙げ、静葉や須藤たちに向き合った。

「美汐をよろしくお願いします。失礼します」

　柊は軽く頭を下げると、一度美汐に笑顔を向け足早に去っていった。

　仕事中の柊を初めて見たが、思っていた以上に忙しそうだ。

「身内なんだ……」

　エレベーターに乗り込む柊の背中をぼんやり見つめながら、美汐は小さく呟いた。




　その日無事に四週目の研修を終えた美汐は、終業後静葉と須藤とともに会社から少し離れた場所にある居酒屋に向かっていた。同じグループの他の三人にも声をかけたが、週末ということもあり地方の実家に戻る予定があったり恋人と約束があったりで、結局三人で行くことになったのだ。

　柊には会社を出る前にメッセージを送って事情を説明し、夕食の用意ができないと伝えた。

【楽しんでおいで。ただ、飲みすぎないように】

　すぐに届いた返事の理由に思い当たることがあるだけに、今日はアルコールは控えようと決めている。

　国内屈指のオフィス街の中心に千早不動産の本社があり、近辺には有名企業のビルが建ち並んでいる。一ブロック先には葉山製薬の本社もあり、オープンカフェで同僚たちと昼食をとる兄・拓斗の姿を見かけたこともある。

　大我と顔を合わせることもあるかもしれないと気づき、思わず辺りをキョロキョロ見回した。

「どうしたの？」

　落ち着かない美汐が気になるのか、静葉が声をかける。

「ううん、なんでもない」

「そう？　あ、もしかして初めての居酒屋で緊張してる？」

　混み合う大通りを歩きながら、静葉がクスリと笑う。

「心配しなくても大丈夫。安くておいしい料理がお腹いっぱい食べられる天国のような場所だから絶対に気に入るって。お酒の品揃えも充実してるし最高なの」

「静葉はとりあえず食べられたらどの店も最高なんだよな」

　須藤の呆れた声にも静葉は「え、誰でもそうでしょ。違うの？」と笑い飛ばす。

　将来は全国からお気に入りの飲食店ばかりを誘致したレストランビルを建設するという野望を持つ静葉らしい反応に、美汐も笑い声をあげた。

　採用面接でその野望を面接官に熱く語ったらしいが、彼女なら本当に実現しそうで、美汐も今からその日を期待し楽しみにしている。

　研修中の今もグループの誰よりも熱心に取り組んでいて、見習いたいところばかり。

　自分もショッピングモールに携われるように頑張らなければと、いっそう気合いも入る。

「……あっ。すみません」

　人混みの中、前方から歩いてきた男性とぶつかり美汐は慌てて頭を下げた。視線の先には上質だとわかる手入れが行き届いた革靴。一瞬大我を思い出してドキリとする。

「いや、こちらこそよけられなくて悪かったね」

　頭上から大我ではない穏やかな声が聞こえ、美汐はホッとする。

　考えてみれば、社用車で移動する大我が、まさかこんな雑踏にいるわけがないのだ。

「私もぼんやりしていて、すみませんでした。失礼しま……あっ」

　顔を上げ目の前に立つ男性の顔を見て、美汐は言葉を飲み込んだ。

　大我の学生時代からの友人で、これまで何度も顔を合わせたことがある男性だったのだ。

　グレイヘアがよく似合う紳士で、大手総合商社の取締役だと聞いている。

「美汐ちゃん？　どうしてここに……ああ、千早不動産に入社したんだったな」

「そうなんです。あの、ご無沙汰しております」

「この間の披露宴以来だね。美汐ちゃんのウェディングドレス姿、とても綺麗だったよ。うちの息子と結婚してくれたらと思っていたんだが、まさかユイメディカルの次期社長と結婚するとは驚いたよ。柊君だったかな、仲良くやってるのかい？」

「は、はい。おかげさまで」

　背後でこのやり取りを聞いているはずの静葉たちを気にかけながら、美汐はぎこちない笑みで答える。

「だけど葉山製薬のお嬢さんがユイメディカルの御曹司と結婚なんて、大我もなかなかの策士だな。経済界じゃ今年一番の話題だったよ」

「おじさん、そのことはあの、それ以上は……」

　結婚のことといい実家のことといい、静葉たちにすっかり聞かれたはずだ。

　どう説明すればいいのかと、オロオロする。

「今から娘と食事なんだ。美汐ちゃんもたまには実家に顔を出してあげた方がいいよ。大我もああ見えて美汐ちゃんを心配してるはずだからね」

　人のいい笑顔でそう言って去って行く後ろ姿を眺めながら、美汐は肩を落とした。

「み、し、お、ちゃんっ」

　スキップしながら美汐の顔を覗き込む静葉に、美汐は引きつった笑顔を返した。

「これって、そういうことよね」

　じゃーんという効果音が聞こえそうな勢いで、静葉は柊の名刺を掲げた。

「結川柊。身内は身内でも、美汐ちゃんの旦那様なんだね」

　静葉は芝居がかった声でそう言うと、大袈裟に首をかしげニッコリ笑った。




　初めての居酒屋は想像以上に活気があり、雑多な雰囲気が意外に心地よかった。

　美汐はざわめく店内を見回して、片ひじを張らない雰囲気にホッと息を吐いた。

「で、ふたりのなれそめは？」

　注文を終えた途端、静葉は身を乗り出し問いかける。

　美汐が既婚者だと知ってから、うずうずしていたようだ。

「それは、えっと。お見合いなの」

　美汐はどこまで話していいのか迷いつつも、ごまかすわけにはいかないと覚悟を決め、答えた。

「お見合い？　今どきこの若さでお見合いするなんて珍しくない？」

「そうかな……」

「そうだ。葉山製薬のお嬢さんってさっきの紳士が言ってたっけ。やっぱりそうか。浮世離れしてるところがあるからいいとこのお嬢さんかなと思ってたのよね。だって居酒屋も今日が初めてなんでしょう？」

「うん。思ってた以上に賑やかだけど居心地がいいから安心した」

「バイトもしたことがないって言ってたよね。それも珍しいなって思ってたのよね。まあ、葉山製薬のお嬢様だったら当然ね。それに旦那様はユイメディカルの次期社長か。すごいセレブだったんだね」

「セレブなんかじゃ……」

　一瞬、その言葉が静葉たちと自分の間に壁をつくるパワーワードのような気がして身がまえた。その意識はなくても、立場を考えればそう思われても仕方がないからだ。

　大学時代はいい友人に恵まれたが、美汐の立場を知った途端、それまで親しくしていた友人から距離を取られたことがある。その時の苦い思いがよみがえってきた。

「だけど居酒屋にも来たことがないなんて、セレブも大変だね。人生の楽しみのひとつを失ってるようなもんだもん。これからは私が色々楽しませてあげるから任せて」

　そう言って胸を張る静葉に、美汐はぽかんとする。

　心配する必要はなかったようだ。

「よ、よろしくお願いします」

「葉山製薬か。それにユイメディカル」

　それまでふたりの話に静かに耳を傾けていた須藤が、口を開いた。

「うん。父が葉山製薬の社長なんだけど、それがどうかした？」

　須藤はチラリと美汐に視線を向けると、手元の水を飲み干した。

「セレブとセレブ。それって政略結婚だよな。親に無理矢理押しつけられたのか？」

　苛立ちが混じる須藤の言葉に、美汐は答えに困る。

「政略？　美汐ちゃん、そうなの？　ドラマみたいでドキドキする」

　浮かれた調子で話す静葉を、須藤は呆れた目で見ている。

「政略結婚じゃないよ。親に無理矢理結婚させられたわけでもなくて」

　沙織と紫乃はふたりの結婚を強く望んでいたが、押しつけられたわけではない。正確には見合いの席で互いの事情を理解し、解決するために決めた偽装結婚だ。

「政略結婚でもいいじゃない。美汐ちゃんの旦那様、めちゃくちゃカッコよかったし美汐ちゃんのことをすごく大切そうに見てたでしょう？　仲がよさそうだったし照れくさくて親戚とか身内とか言ってごまかすところも加点ポイント。最高だよ」

　静葉はうっとりとした表情を浮かべ「お見合い、いいかも」と呟いている。

「最高って言われても」

　美汐は静葉の言葉に照れ、うつむいた。リップサービスだとしても、大切そうにされていたと聞けばうれしいし、仲がよさそうだと言われれば、その気になる。

　なにより柊との結婚を静葉に肯定してもらえたことにホッとした。

「政略結婚から始まる愛。最高」

「政略結婚じゃないのに」

　静葉の屈託のない明るさに、美汐はクスクス笑い声をあげた。

　彼女といると、どんな悩みもポジティブに変換されて笑顔になれる。柊との結婚も間違いではなかったと思えるから不思議だ。

　今回は静葉の勘違いだとしても、柊から大切にされ、仲のよい夫婦になれるように努力しなければ。美汐は心の中でそう繰り返した。

「なになに、黙り込んじゃって。イケメン旦那様のことでも考えてるの？」

　静葉がニヤリと笑う。

「ま、まさか。考えてないよ」

　慌てて手を振りごまかしたが、あっという間に顔が熱くなり静葉の笑い声も大きくなる。

「美汐ちゃん、かわいい。旦那様が大切にするのもわかる。年上の旦那様って頼りがいがありそうでいいなー」

「うん。頼りがいはあるかな。すごく大人で私のことをいつも考えてくれて――」

「その話はもういいだろ」

　須藤に話を遮られ、美汐は慌てて口を閉じた。静葉もきょとんとしている。

「あ、悪い。いや、結川をからかうのもほどほどにしろってこと。困ってるだろ」

　須藤は気まずげにそう言って、視線を泳がせている。

「お待たせしました」

　ちょうどその時注文していた飲み物や料理が運ばれてきて、須藤はホッとしたような表情を浮かべた。静葉もジョッキに注がれたビールを前に目を輝かせている。今や柊のことどころではなさそうだ。

「この唐揚げ最高においしいから美汐ちゃん食べてみて」

「いい匂い」

　ズラリと並ぶ料理はどれも作り立てでおいしそうだ。

「結川はお茶でよかったのか？」

「うん。ありがとう」

　須藤からウーロン茶を受け取り、三人で乾杯する。

「研修四週目終了お疲れー。来週からも頑張ろー」

　グラスがぶつかる小気味いい音と静葉の朗らかな声を聞きながら、美汐は自分が今、心の底から笑っていると実感していた。




　美汐が帰宅した時すでに柊は帰宅していて、リビングでソファに腰かけタブレットを眺めていた。傍らには資料らしきものが積まれていて、仕事をしていたようだ。

「ただいま。今日は突然ごめんなさい」

　柊は顔を上げ笑みを浮かべた。

「おかえり。初めての居酒屋は楽しめたのか？」

「すごく楽しかったです。居酒屋のお料理があんなにおいしいとは思ってなくて、びっくりしました」

「最近は料理で勝負する店が多いみたいだからな。昼間一緒だった同期と飲んでたのか？」

「そうなんです。とはいっても静葉ちゃんと須藤君と私の三人だけだったんですけど」

「静葉ちゃんと須藤君？」

　眉を寄せる柊の手に引っ張られ、美汐は柊の隣に腰を下ろした。

「今日昼間顔を合わせたうちのひとりで、私の隣にいたのが須藤君です。美汐ちゃんは、私をからかっていた子です」

「ああ」

　柊は思い返すようにうなずくと、美汐の腰に手を回し身体を寄せた。

「あ、あの」

　いきなり柊との距離が近づいて、美汐はおずおずと柊の顔を見上げた。

　このところ不意打ちのスキンシップが増えて、ドキドキしてばかりだ。

「今日は驚きました。まさか柊さんに会えるとは思ってなくて」

　平静を装い、美汐は切り出した。

「お仕事でクリニックに行くこともあるんですか？」

「いや、今日のクリニックの院長には営業の頃にお世話になったから、開院祝いを兼ねて搬入に立ち会っていたんだ。だから今日会えたのは滅多にない偶然だな」

「そうだったんですね。会えてうれしかったです。……でも、ごめんなさい」

　美汐は身体を柊に向け、頭を下げた。

「結婚していることも、柊さんがユイメディカルの後継者だということもばれてしまいました」

「そうか。いつかはばれるだろうと思っていたが、意外に早かったな」

「あの……」

　柊のあっさりとした反応に、美汐は首をかしげた。多少なりとも動揺させてしまうかもしれないと心配していたのだ。

「柊さん、大丈夫ですか？」

「俺はかまわないが。むしろ美汐の方が困るんじゃないのか？」

「私ですか？」

　美汐はきょとんとする。

「入社前に結婚しているだけでも珍しいのに、相手が……自分で言うのも妙な気分だが、大企業の次期社長だ。特別な目で見られたり距離を取られたりすることもあるはずだ」

「それは、確かに」

　幸いにも静葉や須藤は美汐の立場をすんなり肯定してくれたが、そうでない人が一定数存在することは知っている。涙を流したことも少なくない。

「ばれるのは時間の問題だとしても、少しでも美汐が仕事に集中できる時間をつくりたくてごまかしたんだ。静葉さん……だったな、彼女には半端な説明は通用しないと思って名刺を渡したんだが。結局役に立たなかったみたいだな。悪い」

「そんなっ」

　美汐は柊に身体を寄せ、ぶんぶんと首を横に振る。

「昼間はどうしてごまかしたのかわからなくて悩んだんですけど、理由を聞いて納得しました。私のことを考えてくれて、うれしいです」

　偽装結婚によるかりそめの妻だからだと落ち込んだが、美汐のためを思ってのことだった。

「ばれた後、同期とは大丈夫だったのか？」

「おかげさまで、大丈夫です。結婚していることも父が葉山製薬の社長だということを知っても距離を取られるどころか、これから色々教えてくれるみたいです。居酒屋デビューの後はラーメンデビューです」

　食べることが中心になりそうなのが静葉らしくてつい笑ってしまう。

「だったら……よかった」

　柊は安心したようにふっと息を吐き出した。

「同期は特別だ。この先それを実感することも多いはずだから大切にした方がいい」

「はい」

　同期との関係を大切にしている柊の言葉には説得力があって胸に響く。

　もしかしたら柊にも自分の立場のせいで友人から距離を取られたことや切なさを感じたことがあるのかもしれない。だからこそ、同期との関係を深めつつある美汐のことを考えて、ごまかしてくれたのだ。

「ところで、今日は酔ってないのか？」

　柊はからかい交じりの声で、問いかける。

「ウーロン茶とジンジャーエールしか飲んでないので酔ってませんよ。静葉ちゃんはお水のようにお酒を飲んでましたけど」

　柊が肩を揺らし笑う。

「もしもの時は迎えに行けるようにスタンバイしていたが、必要なかったな」

　まただ。

　柊は美汐の知らないところで美汐のためにと心を砕いてくれている。

　お酒は一滴も飲んでいないのに、その優しさに酔わされてしまいそうだ。

「同期とはかなり仲がよさそうだな」

「そうなんです。今日飲みに行ったふたりは同じ沿線なのでとくに仲良くなれて。今も一緒にタクシーで帰ってきたんです。須藤君が遠回りして私を先に送ってくれて、申し訳なかったんですけど」

「……そうか。送ってもらえるなら俺も安心だ」

　束の間美汐を見つめた後、柊はそう言ってふっと視線を逸らした。

「柊さん？」

　表情が曇ったような気がするが、昼間忙しそうにしていた姿を思い出し、納得する。

「スタンバイしてもらえるのはありがたいですけど、遅くなっても今は静葉ちゃんと須藤君が一緒なので大丈夫です。だから休める時には早く休んで下さいね」

　美汐の力強い声に、柊は一瞬の間を置き「そうだな」と固い声で答えた。










第五章　かりそめの妻と最高のパートナー




　ゴールデンウィークが間近に迫った日曜日。美汐は柊の同期たちが開くホームパーティーに招かれていた。

　パーティーの目的は柊と美汐の結婚祝いで、数人の同期しか披露宴に招待できなかったことを気に病む柊のためにと企画してくれたそうだ。

「それは表向きの理由で、本当のところは俺をからかいたいだけだ。いきなり結婚したから色々突っ込みたくて、うずうずしてるんだよ」

　柊は苦笑交じりにそう言うものの明らかに声が弾んでいて、実はパーティーを楽しみにしているのがよくわかる。

　美汐は手土産に用意したパウンドケーキをラッピングする手を休め、柊に背を向けこっそり笑った。

「美汐まで連れて行くことになって、ごめんな」

「それは全然。でもせっかくの同期会なのに私がお邪魔していいんですか？」

「ああ。パートナーを連れて参加するメンバーも多いから気にしなくていい。子連れもＯＫだし、とにかく賑やかなんだよ」

「だったら、よかったです」

　地方勤務の同期も参加するという集まりに自分がのこのこ顔を出していいものか悩んでいたが、ひとまずホッとする。

「急いで準備しますね」

　美汐は残りのパウンドケーキを順にラッピングしていく。

　昨夜焼きあげたこのパウンドケーキはラム酒につけ込んだレーズンやナッツがアクセントになっている大人向けのケーキだ。柊も気に入っているので月に何度か焼いている。

「わざわざ用意してくれたんだな。ありがとう」

「いえ、これくらいしかできなくて申し訳ないんですけど。それよりも、これ、ありがとうございます」

　美汐は今日初めて袖を通したワンピースの布地を手でそっとなでつけた。

　これはホームパーティーに参加すると決めてすぐ、紫乃に紹介されたという店で柊が選んでくれたオレンジのワンピースだ。

　背伸びすることのないあっさりとしたデザインで、ビタミンカラーのオレンジが目を引いている。

「よく似合ってる。美汐のためにあつらえたようだな」

　柊の柔らかな視線が照れくさくて、美汐は視線を泳がせた。

「ペンダントにも合ってるし、ちょうどよかった」

　柊の手がゆっくりと伸び、美汐の胸元で光るダイヤのペンダントに触れた。オーベルジュに泊まった時に柊が用意してくれていたペンダントだ。

「綺麗だな」

　一瞬、ダイヤではなく自分のことを言われたような気がして息が止まる。

「私もすごく気に入ってます。本当に綺麗ですよね」

　勘違いした自分が恥ずかしい。ごまかすようにダイヤに手で触れながら顔を上げると、柊の柔らかな眼差しとぶつかった。

「本当に、綺麗だ」

　迷いのない声。他の誰でもなく、美汐に向けてそう言っている。

「早く終わらせないと」

　甘い視線に耐えきれず、美汐は顔を逸らし残りのパウンドケーキをラッピングしていく。

　美汐の仕事が始まり忙しい毎日が続いているが、毎夜一緒のベッドで眠ったり、気づけば寄り添っていたりとふたりの距離は一気に縮まりスキンシップも増えている。

　身体を重ねてからの日々の変化に戸惑うことは多いが、柊の優しさに触れるたび美汐は幸せだと感じずにはいられず淡い期待を抱くようにもなった。

　始まりは偽装結婚で、柊が考える「本当の夫婦」が身体の関係を意味するものだとしても、このままふたりで生活していれば、いつかは気持ちが通じ合ってこそという美汐が考える本当の夫婦になれるかもしれない。

　今も背中に柊の視線を感じながら、いつかは……と心の中で繰り返している。

「お待たせしました」

　美汐が五本すべてのラッピングを終え振り返ると。

「このワインも忘れないようにしないとな」

　手土産にと馴染みのワイン専門店で選んだ三本のワインを掲げ、柊は屈託のない笑みを浮かべていた。

　淡いブルーのシャツとホワイトジーンズがよく似合っていて、相変わらず爽やかだ。口元には笑みが絶えず、ただでさえ端整な顔がいっそう魅力的に見える。

「今日は披露宴で紹介した同期も来るはず……確か白瀨も来るはずだ」

　不意に耳にした名前に、美汐は表情が強張るのを感じた。

　同期の女性の中で唯一披露宴に招待されていた彼女と柊は、かなり親しそうだった。

　ふと披露宴の時に見た彼女の寂しそうな顔が頭に浮かんできて、もやもやする。

「彼女、クールに見られがちだが実は世話好きで頼りになるんだ。もしも俺がそばにいない時になにかあったら、彼女に声をかければいい。まあ、不器用で正直すぎるところはあるが……」

　なにか思い当たることでもあるのか、柊は不意に口を閉じ視線をさまよわせている。

「柊さん？」

「いや、なんでもない」

「そうですか……？」

　軽い口ぶりがやけに不自然に感じるのは気のせいだろうか。

「そういえば、今日も白瀨さんがピアノを弾いてくれたりするんでしょうか？」

　彼女のことを聞きたい訳ではないが、不自然に思われないよう話を続けたせいか、そんな言葉が口を衝いて出た。

「今日は飲むからピアノは勘弁しろってグループ宛にメッセージが来ていたな。かなりの酒豪でびっくりすると思うが、それが彼女の通常運転だから気にしなくていい。そうはいっても、慣れてる俺でも毎回驚くほど飲むんだ」

　柊は肩を揺らし笑い始めた。

「そういえば手土産のワインも白瀨が好きな銘柄ばかり選んでたな。向こうに着いたらまずはひとりで飲み干さないように釘を刺しておくか」

「あの。そろそろ行きませんか。混んでるかもしれないし早めに出た方がいいですよね」

　これ以上白瀨の話を聞きたくなくて、思わず声が出た。

「ああ、天気もいいし混んでそうだな」

　柊はパウンドケーキが入ったバッグとワインバッグを手に取ると、膝を折り美汐と目を合わせた。

「今日は付き合わせて悪いが、一日よろしく」

「もちろんです。私も皆さんにお会いしたいので楽しみです」

　表情を整え、美汐は歯切れのいい声で答えた。白瀨のことを考えるとまだもやもやするが、柊と過ごせるせっかくの休日を無駄にしたくない。

「それに父が家に取引先の方を家に招く機会が多くてホームパーティーには慣れてるんです。だから初対面の方とも問題なく話せるので今日も大丈夫だと思います」

「さすが葉山製薬のご令嬢。頼もしいな」

　柊はそう言うと、当然のように顔を近づけ美汐の唇を塞いだ。

　美汐は突然のことに驚いて、思わず息を止めた。

「やっぱりかわいいな」

　柊は美汐の耳元にささやくと、たまらないとばかりに再び口づけた。

　さっきとは打って変わった押しつけるような強引なキスが続き、美汐はたまらず柊の背中に手を回した。

　初めての日以来何度も柊に抱かれ、キスも数え切れないほど交わしている。

　なのにまだ慣れなくて今も唇が触れ合うたびに身体から力が抜けて足元は不安定に揺れている。

　柊は手にしていた手土産をテーブルに置くと、美汐の身体を抱きしめキスを繰り返した。

　春の柔らかな日射しが差し込むリビングに、湿り気を帯びたリップ音が繰り返し響いている。

　美汐は柊の唇を一心に受け止め必死で応えながらも、白瀨のことが気になり頭から離れなかった。




　一時間ほど車を走らせ着いたのは、郊外にある十五階建てのマンションだった。築一年とまだ新しく、その最上階の一室を柊の同期が結婚と同時に購入したそうだ。

　ふたりが訪れた時、すでに二十人ほどが集まっていた。多くは柊と同じ本社勤務で、近郊の営業所や研究所からも何人か顔を出していた。

　柊からの話で想像していた以上に仲がよく、結束が固いことに驚いた。

　いずれ自社のトップに立つ柊の立場をとくに意識せず付き合っているようで、美汐たちが現われた途端、待ち構えていたかのように柊を質問攻めにしていた。

　わずらわしそうな顔をしながらも結局質問に答えている柊の声は砕けていて、気の置けない仲間たちとの時間を楽しんでいるのがよくわかる。

　美汐にはピンとこない仕事の話や仲間うちの話題で盛り上がる時間が続く中でも、屈託のない柊の笑顔は新鮮で、隣で眺めているだけで美汐も十分楽しめた。

　用意されていた食事を堪能しお酒もほどよく回ったタイミングで、今日の幹事でありこの家の住人である初はつ川かわ杏あ美みが「美汐さんの手作りだよー。結川君のお気に入りなんだって」と大袈裟に触れ込みながら美汐が持参したパウンドケーキをテーブルに並べ始めた。

　彼女は美汐に会うのを楽しみにしていたらしく、部屋に着いた時には人懐こい笑顔でハグし、出迎えてくれた。

　弾けるような笑顔のおかげで美汐は気が楽になり、初めての輪の中にも入ることができたのだ。

「美汐さん、これすごくおいしいです」

　隣であっという間にケーキを完食した女性が、美汐に声をかけてきた。

　確か彼女の名前は井いの上うえで、隣県にある研究所に勤務している研究者だと柊から紹介された。

　仕事が忙しいうえに昨年出産したこともあり、同期会に参加するのは一年ぶりだと言っていた。

「スイーツに目がない夫に作ってあげたいんですけど、レシピがあれば教えてもらえませんか？」

　美汐は即座にうなずいた。

「もちろんいいですよ。後で書いてお渡ししましょうか？」

　気に入ってもらえたのがうれしくて、美汐は張り切って答えた。

「いいですか？　実は来月夫の誕生日なので作ってあげたいなと思って」

　するとテーブルの向こうで美汐たちの会話を耳にした男性が、突然声をあげた。

「井上も来てるしさ、久しぶりに井上の披露宴の時につくったあの大作を見ないか？」

　唐突に響いた陽気な声に、コーヒーを淹れていた杏美が素早く反応する。

「いいね。すぐに準備するからみんなテレビの前に集合してー」

　言うが早いか杏美は奥の部屋に消えたかと思うと一枚のディスクを手に戻ってきて、リビングのレコーダーにセットした。

「大作？」

　いったいなにが始まるのかと傍らの柊を見上げると、呆れた顔で「そんな内輪の動画を見ても美汐は楽しめないだろ」と杏美たちに声をかけている。

「美汐さん、ごめんね。あれって私の披露宴の時に流した映像なの」

「井上さんの？」

「そうなの。同期で集まるたびに撮りためてた映像を編集したんだけど、結構評判がよかったの。私たちの入社してから五年分の思い出がぎゅっと詰まったダイジェスト版って感じ」

「五年分……」

　ダイジェスト版とはいえそれはかなりの量に違いない。

「美汐が見ても退屈なだけだし、それはまた今度にしてもらおう――」

「あのっ」

　美汐の声に、杏美のもとに行こうとしていた柊が振り返る。

「私も是非見てみたいです」

「気を遣わなくていいぞ」

　柊は申し訳なさそうに首を横に振る。

「そうじゃないんです。せっかくなので是非見たいんです」

　五年分の思い出というものを、是非見たい。というよりも、今よりも若い柊の姿を見られるかもしれないのだ、見ないまま帰るのはもったいない。

　美汐はワクワクしながら柊に目を向けた。

「いいのか？　結構長いし身内しか楽しめないと思うが」

「大丈夫です。だから私にかまわず柊さんも楽しんで下さい」

　美汐は目を輝かせた。




　柊の同期たちに混じってリビングのラグに腰を下ろし、美汐は大きな画面に流れる映像に目を凝らした。

　まず最初に画面に現れたのは緑豊かな場所に建つ別荘のような建物で、その前に止まっている何台かの車から、次々と人が降りてくる。

「これは入社した年のゴールデンウィーク。軽かる井い沢ざわの保養所で初めての同期会を開いたんだ。まだ研修中でお互いに距離があった頃だな」

「八年くらい前ですね」

　美汐は画面から目を逸らさないまま、並んで座る柊の言葉に耳を傾ける。

　確かに身内受けしそうな映像が続いているが、場面が変わるたび柊が簡単な説明をしてくれるので、退屈することはなさそうだ。

　なにより画面にときおり現れる柊の姿を探すのに忙しくて、それどころではない。

「あれって井上さんですよね」

　ふと漏らした美汐の声に、柊とは反対側に腰を下ろしている井上が照れくさそうに笑う。

「今より細くて懐かしい。出産してからどうしても体重が戻らなくて」

　そう言って肩を落としながらも井上の表情は明るい。どう見ても映像の彼女よりも今の彼女の方が表情が生き生きしていて輝いている。結婚と出産を経験し、以前よりも幸せそうだ。

「……これはゴルフ場？」

　画面が切り替わり、綺麗に手入れされた芝が眩しい広いゴルフ場が映し出された。

「ナイスショット！」

　テレビの真ん前で見ている男性が、楽しそうに声をあげた。画面では女性がスイングしたところで、それに合わせて叫んだようだ。

「二年目の秋だな」

　変わらず説明を続ける柊の声にうなずきつつ、美汐は表情が固くなるのを感じた。

　今ドライバーでかなりの距離を飛ばしたのは白瀨だったのだ。淡いピンクのポロシャツとベージュのロングパンツがよく似合っている。

　経験者なのか、美汐が大我から教わった通りの、お手本のようなフォームだった。

「金曜日の終業後に空港に直行して沖おき縄なわに飛んだんだ。二回コースに出て月曜日の早朝に着く便で帰ってきてそのまま出社。結構ハードだったな」

「沖縄でゴルフ……いいですね」

　すると画面いっぱいに芝を読む白瀨の真剣な顔が映し出され、美汐は胸の奥がざわざわするのを感じた。

「この時結川君が優勝したのよ。もうすぐ出てくるわよ」

　井上の声に一度逸らした視線を画面に戻すと、白瀨にアドバイスをしている柊が現れた。白瀨の隣にしゃがみ込んで、ふたりで風を気にしたり斜面の角度を相談したり。

　ふたりの間に流れる空気はとても親密で見ていられず、ほんの数秒の短いシーンにもかかわらず再び目を逸らしてしまった。

　その拍子にリビングの向こう側にいる白瀨の姿が目に入り、思わず息をのんだ。

　ここに来てすぐに柊から改めて紹介され挨拶したが、それ以来一度も言葉を交わしていない。気のせいか絶えず距離を取られているようで、目が合うこともない。

　今も美汐と柊から一番離れた場所で映像を楽しんでいる。

　その時大きな音が画面から聞こえ驚いて顔を向けると、花火を見上げる浴衣姿の柊が画面の真ん中に現れた。花火が打ち上がるたび歓声をあげていて、楽しそうだ。

　そしてまた、柊の隣には同じく浴衣姿の白瀨が並んでいる。花火大会だろうか、同期のみんなで繰り出しているのは確認できるが、ふたりが並んでいるのが気にかかる。

　その後も柊の姿を確認するたび白瀨が近くにいるような気がして、あれほどワクワクしていたというのにあっという間に落ち込んで、画面を見る気力もなくなってしまった。

　こんな気持ちになるのなら、柊の気遣いを素直に受け止めて見なければよかった。

　今さら落ち込むのはおかしいとわかっているが、どうしようもなく切ない。

「美汐？」

　美汐の変化に気づいた柊が、心配そうに声をかける。

「悪い。やっぱり退屈だよな」

「違います、退屈なんてしてません」

　まさか白瀨のことを意識しているとは伝えられず、慌てて否定する。

「無理しなくていい。俺なら何度も見てるし、いい時間だからこのまま帰ってもいい」

「いえ、本当にそうじゃなくて。あの……みなさん本当に仲がよさそうで羨ましくて。私も同期と仲良くやっていきたいなって考えていただけです」

　美汐はとっさに思いついた言い訳を口にして、柊から目を逸らし画面を見つめた。

「顔色が悪いが、疲れてるなら向こうで少し休むか？」

「大丈夫です。でも、冷たいものでももらってきますね」

　疲れているわけではないが、気持ちを落ち着けた方がよさそうだ。

「だったら俺が行くから向こうで少し休んでろ」

　柊の手に腕を摑まれ立ちあがると、そのまま近くのソファに座るよう促された。

「賑やかすぎて疲れたのかもしれないな」

　柊は手の平で美汐の頰に触れ「水でいいか？」と言ってキッチンに向かった。

　まっすぐ伸びた広い背中をくすぐったい想いで眺めながら、頰にそっと手で触れてみる。柊の温かさがまだ残っているようで、ドキドキする。

　ふと視線を感じ顔を上げると、表情を消した白瀨と目が合った。いつからそうしていたのだろう、一心に美汐を見つめている。

　白瀨は気まずげに目を逸らし、隣の女性となにもなかったかのように話し始めた。

　美汐は続く花火の映像をぼんやり眺めながら、ソファの背に力なく身体を預けた。




　日の入り近い時刻を迎え、ホームパーティーはお開きとなった。

　自宅が遠い面々を順に送り出した後、美汐はキッチンの後片付けを手伝っていた。

　柊は何人かの男性たちと一緒にバルコニーでバーベキューコンロを洗っている。

　見晴らしのいい最上階の広いバルコニーで食べる肉や野菜はどれもおいしくて、バーキュー初体験だった美汐は終始笑顔で楽しんだ。

　柊と結婚してからというものそれまで知らずにいた世界を次々楽しんでいる。

　結婚を決めた時には千早不動産に入社すること以外なにも望まなかったが、柊のおかげで視野が広がり人生に彩りが生まれたような気がしている。

「だけど結川君が結婚したって聞いた時、本当にびっくりしたのよね。完全な事後報告だもん。お見合いを断り切れずに自棄になって婚姻届にサインしちゃったかもって同期内で騒ぎになったくらい」

「騒ぎ？　あ、ああそうですね。突然結婚することになったので」

　背後で余った食材を整理していた杏美の声に、柊を目で追っていた美汐は我に返り慌てて答えた。

「なになに？　結川君に見とれてたの？」

　杏美は美汐の顔を覗き込む。

「新婚さんだから当然か。それにあれだけカッコいいとつい見ちゃうのもわかるし。私も内定式で初めて会った時、アイドル降臨って感じでドキドキしたもん。あ、夫には内緒ね」

　そう言って笑い声をあげる杏美につられ、美汐も肩を揺らした。

「だから佐野君から送ってもらった披露宴の映像を見た時ホッとしたのよね。五回もお色直しをしたんでしょう？　もし嫌々結婚してたら絶対にそんなの拒否してるはず」

　杏美は一度言葉を区切ると、ふふっと肩を竦めた。

「とにかく、お見合いだとしてもちゃんと美汐さんのことを好きになって結川君自身が望んで結婚したってわかったから、同期としてホッとした」

「そ、そうですか……」

　杏美の勢いに圧され、美汐は言葉を詰まらせる。

「おまけにお料理上手で今日会ってみたらこんなに綺麗。今も手際よく片付けてくれるし、家のことはなんでも完璧だって結川君が自慢するのも納得ね。本当に安心した」

　ひとり納得している杏美に、美汐は苦笑する。柊との関係をここで正直に話すわけにはいかないが、安心してもらえたならそれでいい。柊の役にも立てたはずだ。

「杏美」

　その時リビングを片付けていた男性が、大きく膨らんだゴミ袋を手にキッチンに顔を出した。

「袋が足りないんだけど、まだある？」

　男性は手にしていた膨らんだゴミ袋を掲げてみせた。

「ああ、ごめんね。玄関の収納庫にあるから取ってくる」

「だったら私が取ってきます。さっき炭をしまったところですよね」

　他にも仕事が残っている杏美に代わって、美汐は玄関に向かった。




「これかな」

　玄関を入ってすぐ隣にある広い収納庫の中で、美汐は探していた透明の袋を見つけ手に取った。

　そのまま急いで杏美のところへ戻ろうとしたが、引き戸の向こうから女性の声が聞こえ動きを止めた。

「やっぱり帰っちゃったね」

「仕方ないよ。結川君の結婚のお祝いなんて、したいわけないし」

　柊の名前を耳にして、美汐は引き戸にかけていた手を引っ込めた。

「だよね。相手はあれだけ綺麗な社長令嬢。玲れい花かもいよいよ踏ん切りをつけるしかないって覚悟したのかも。でも家柄のせいで結婚できないなんていつの時代の話よね」

「私たちには理解できない世界なのよ。御曹司だからこその苦労があるはずだし誰も悪くない」

　玲花というのは白瀨のことだ。彼女たちは柊と白瀨のことを話しているのだろうか。

　聞かない方がいいと思いながらも今さら出るに出られず、美汐は彼女たちが出て行くのを待つことにした。

「結川君が取締役になった時のために玲花が専務秘書に抜擢されて修行中だって噂、本当なのかな。もしそうだったらつらすぎるよね。両想いなのに家柄のせいで別れさせられた相手の秘書を任されるなんて、あり得ない」

「……っ」

　美汐は目を見開き息をのんだ。柊と白瀨が両想いだと聞こえたが、いったいどういうことだろう。それに家柄のせいで別れさせられたとは、本当だろうか。

「私なら我慢できない。絶対に転職する」

「だよね。だけど玲花ってお母さんに仕送りしてるから、うちみたいに安定してる会社、簡単にはやめられないんじゃない？」

「そっか」

「あーあ。シングルマザーに育てられたのって玲花のせいじゃないし、シングルマザーのどこが悪いのよね」

　ふたりの口調は次第にヒートアップして、荒々しくなっていく。

「結川君にはやっぱり玲花と結婚してほしかった」

「本当、そうだよね」

　ドア越しでもはっきりとわかる大きなため息が聞こえてきて、美汐はやるせない気持ちで引き戸に身体を預けた。

「ふたりとも憶測で勝手なことを言わない方がいいわよ。せめて結川君がいないところでして」

　きつくたしなめる杏美の声が聞こえ、女性たちの声がぴたりとやんだ。

　それから杏美にひとしきり謝った後、女性たちは帰っていった。

「両想いだったんだ」

　ふたりの会話が頭の中から離れず、美汐は引き戸に力なくもたれたままうなだれた。

　ふたりの距離感が親密すぎるような気がしていたが、両想いだったとは。

　それに家柄のせいで引き裂かれたと聞こえたが、だとすれば自分は白瀨から嫌われても仕方がない相手で、今日一日距離を取られていたことも納得できる。

「柊さん……」

　美汐はどんな顔で柊と会えばいいのかわからずぼんやり呟いた。

　それにこのまま柊の妻でいてもいいのだろうか。

　所詮偽装結婚で成立しただけのかりそめの妻だ、柊と白瀨が両想いなら身を引いた方がいいのかもしれない。

　するとその時ノックする音が響き、美汐は慌てて引き戸から離れた。

「美汐さん、いる？」

「は、はい」

　美汐が答えたと同時にゆっくりと引き戸が開いた。

「やっぱりここにいた。遅いから見に来たんだけど。聞いちゃったみたいね」

　杏美は気遣わしげな表情を浮かべた。

「聞くつもりはなかったんですけど、出るに出られなくて」

「あのふたりは玲花ととくに仲がいいのよ。だからつい興奮して色々言ったんだと思う。聞きたくなかったわよね。ごめんなさい」

「いえ。私なら平気です」

　美汐は杏美から目を逸らし、うつむいた。

「気にしないでって言っても気になると思うけど」

　すっかり覇気がなくなった美汐に杏美は苦笑した。

「正直なところ、あのふたりのことは本人たち以外誰も本当のことは知らないの」

「え……？」

　美汐は顔を上げ、首をかしげた。

「噂は色々出たけど、どこまでが本当のことなのかわからないのよね。もともと結川君は立場的にも見た目的にも社内で注目されてるから厄介な噂も多くて。それをいちいち確かめるのも悪いし、玲花とのことも敢えて聞かずに静観してるって感じかな」

　言われてみれば、そうかもしれない。噂の一つひとつを確認するようなことは避け、白瀨との噂もただ見守っていたのだろう。

　とはいえ少なくとも柊と白瀨の間に噂があることは、事実のようだ。

「ただあのふたりが仕事のうえでの最高のパートナーだったってことは、事実なの。海外事業部で大きなプロジェクトを成功させて社長賞をもらったのがきっかけで、ふたりがプライベートでもパートナーじゃないかって言い出す社員が増えて。さっきのあのふたりもそんな感じ。想像しているだけだから気にしないで」

「最高のパートナー……」

　だとすれば、自分よりも白瀨の方が柊の結婚相手としてふさわしいはずだ。

　柊をプライベートだけでなく仕事の面でもサポートできるからだ。

「とにかく結川君が結婚したのは美汐さんだし、今はもうふたりとも異動して仕事も絡んでないし。気にしなくて大丈夫」

「……そうですね。大丈夫です」

　杏美の気遣う声に、美汐は笑顔をつくりうなずいた。










第六章　見えない気持ち




　六月下旬。新入社員研修は終盤に入った。

　リゾート部門や海外部門、そして美汐が配属を希望している都市開発部門などの研修を終え、残すは現在研修中の経理部と来週から始まる広報宣伝部。

　最終日の金曜日には配属先が伝えられ、翌週から配属先での実務が始まる予定だ。

　美汐はようやくゴールが見えてきたことにホッとする一方で、同期たちとの別れが近づいていることが、寂しくて仕方がなかった。

「毎年この時期の経理部ってこんなに忙しいのか？」

　両手で抱えた大きな紙袋を見下ろしながら、須藤は顔をしかめている。

「私たちはまだラクな方だって先週まで研修していたグループの人たちが言ってたよ。今は当日問題なく閉会できるのを祈るのみだって、課長が本当にお祈りしてたし」

　クスクス笑い、美汐は胸に抱えた段ボールを持ち直した。

「俺、それも持つから貸して」

　伸びてきた須藤の手をそっと避け、美汐は「大丈夫」と答えた。

「須藤君も重いのに、無理しないで。こう見えても結構力はあるから平気」

　美汐は段ボールを抱えたまま、大袈裟に胸を張った。

「家で中華鍋を振ってるうちに力がついたのかな。宅配の段ボールもひとりで抱えて運べるし。意外に逞しいみたい」

　美汐は笑いエレベーターのボタンを押した。

　向かう先は最上階の会議室だ。株主総会を三日後に控えた今日、本番どおりのリハーサルが実施される。本番は国内屈指の高級ホテルの大広間で開催されるが、そこでリハーサルをするわけにはいかず、毎年本社の大会議室で実施されているそうだ。

　株主総会は現在研修を受けている経理部が仕切っているので、研修中のほとんどの時間が総会の準備に当てられていた。今も須藤とふたり、リハーサルで必要な備品などを会議室に届けに行くところだ。

「今まで株主総会にリハーサルがあるって知らなかったよ。それも終業後。取締役まで上り詰めるのも考えものだな」

　須藤のうんざりした声に、美汐はそっと笑った。確かに出世すればするほど背負う責任も大きくなり、心身ともに大変だ。

「たまたま今日はこの時間しか全員揃わなかったらしいよ。社長も取締役の人たちも、胃が痛いんじゃないかな」

「だったら俺は出世なんてしなくていい。楽しい仕事ができればそれでいいよ」

「そう言っている人の方が案外出世するかも」

　須藤がさらにうんざりした表情を見せた。

　エレベーターの扉が開き最上階に向かう。

　リハーサルとはいえ台本通りに進められるらしく、すでに社長や取締役を始め、信託銀行や幹事証券会社の担当者も来ていると、経理部の課長が言っていた。

　年に一度開かれる株主総会は、経理部の年間業務の中で一番神経を使うイベントで、社長だけでなく経理部長や総務部長も胃の辺りを押さえている姿を何度か見かけた。

　大我も毎年この時期になると、食が細くなり胃薬を飲んでいた。

　梅雨のジメジメした空気が身体に合わないと八つ当たり気味に文句を口にしていたが、きっと株主総会を控えて神経質になっていたからだ。

　プライベートや家族との時間を犠牲にしてまで会社を優先する大我を理解できないまま成長し家を離れたが、今になってようやく大我が背負う重責や覚悟の一端が見えてきたような気がしている。

　沙織が大我に不満ひとつ伝えず仕えている理由も、柊の妻となりわかってきた。

　柊も何年後かには胃の痛みに耐えながら株主の前に立つのだろうか。

　今はまだ柊の父は体調に問題はなく社長として精力的に仕事を続けているが、柊が後を継ぐ日は確実にやってくる。

　その時、柊の胃の痛みを少しでも軽くできるように、自分も成長していたい。

　そんな覚悟を決めながら、美汐はエレベーターを降り会議室に向かった。




「すっかり遅くなったな」

　駅に向かって大通りを歩きながら、須藤が美汐に声をかける。

「こんな時間になるとは思わなかったね。でも楽しかったしおいしかったよね」

　時刻は二十二時を過ぎていて、すっかり遅くなってしまった。

　リハーサル終了後、須藤とふたりで帰っていた時に偶然先週まで研修を受けていた海外事業部の先輩社員たちと会い、そのまま食事に連れて行かれたのだ。

　この辺りで有名な町中華で、昔ながらの温かな雰囲気の店内は居心地がよく、料理もおいしかった。

「私もあんな風に豪快に中華鍋を振りたいんだけど。まだまだ修行しなきゃ」

　意外にも町中華が好きな柊のためにも実践あるのみだ。

「結川に中華鍋って全然ピンとこないな」

「よく言われる。柊さん……夫にも最初はびっくりされたの。でも最近は見慣れたみたいで火傷には気をつけろって声をかけてくれるだけで普通に見てる」

「……仲がいいんだな」

　変わったばかりの赤信号に立ち止まり、須藤が呟いた。駅までもう少しだ。

「柊さんが、優しいから」

　帰りが遅い美汐を気遣って家事を引き受けてくれたり、最寄り駅まで五分という近さだというのに迎えに来てくれたりと、柊の優しさには感謝ばかりだ。

「今日は？　旦那の夕食は用意しなくていいのか？」

　須藤の珍しくぶっきらぼうな声に、美汐は顔を上げた。ほんのり赤みを帯びた横顔はどこか不機嫌そうに見える。かなり飲まされていたから酔っているのかも知れない。

「今日は遅くなるから夕食は用意しなくていいの」

　今夜は異動が決まった同期の送別会が会社近くであるらしい。帰りはかなり遅くなりそうだと聞いている。

「そうか、御曹司も忙しいってことだな」

　相変わらずのぶっきらぼうな、それでいて棘のある須藤の声音。それほど酔っているのかと心配になり再び須藤を見上げると。

「どうかした？」

　須藤が交差点の向こう側を目を見開き見つめている。

「須藤くん？」

「あれって、結川の旦那じゃないのか？」

　須藤は美汐にチラリとも目を向けず、呟いた。

「旦那？」

　美汐は須藤の視線をたどり振り返る。

　交差点の向こう側にはタクシーが何台も止まっていて、順に客を乗せている。

「え」

　そこに柊の顔を見つけ、美汐は息をのんだ。

　柊が白瀨の肩を抱き、先頭のタクシーに乗り込もうとしていたのだ。

「嘘」

　美汐は目の前の儒教が信じられず、瞬きをするのも忘れ見つめた。

　すると柊はしなだれかかる白瀨を優しく支えながら、タクシーの中に姿を消した。

　後部座席のドアが閉まる音が微かに聞こえたと思うと、タクシーはゆっくり動きだし、あっという間に通りの向こうに消えていく。

「柊さん……？」

　今日は送別会のはずだがどうしてここにいたのだろう。それも白瀨とふたりきり。

　美汐はなにも考えられないままタクシーが消えた通りを見つめ続けた。

「なあ、ああいうのも込みっていうのが政略結婚なのか？」

「な、なに？」

　我に返り振り返ると、須藤は顔を歪め美汐の様子をうかがっている。

「政略結婚じゃないよ。前にも言ったでしょ」

　須藤に心配をかけるわけにはいかず、美汐は急いで気持ちを整えた。

「それにさっきの女性は柊さんの同期で、私も会ったことがあるの。だから心配しなくて大丈夫」

「本当に大丈夫なのか？」

　食い下がる須藤に、美汐は笑顔をつくり言葉を重ねる。

「大丈夫。なにか事情があると思う。柊さんの同期って結束が固くてすごく仲がいいから。今みたいなことがあっても不思議じゃないの」

　あれほど仲がよく集まりのいい同期だ、今目にしたことも大した話ではく、改まって聞けば笑いとばされる程度のことなのかもしれない。

「結川が納得してるならそれでいいけど。もし気になるなら抱えこまずに旦那に直接聞いてみた方がいい。納得できないことがあれば、いつでも話を聞くから」

「ありがとう。頼りにしてる」

　親身に寄り添う須藤の優しさに、動揺していた美汐の心が落ち着きを取り戻していく。そして同期という絆の重みをつくづく思い知らされる。

　だからこそ柊が同期を大切にする気持ちが理解できる。白瀨とふたりきりでいたのもなにか事情があったのだろう。

　美汐は一度深呼吸して気持ちを切り替えた。

「じゃあ、とりあえず早く帰ろうぜ。旦那も家に帰ってるかもしれないだろ」

「そうだね」

　そうであればいいと思いながら、美汐は交差点を渡って駅へと急いだ。




　残念ながら須藤の読みは外れ、美汐が帰宅した時柊はまだ帰っていなかった。日付が変わってかなり経った今も、連絡ひとつない。

　今も白瀨と一緒にいるのかもしれない、そしてなにをしているのだろうとつい考えてしまい、目が冴えて仕方がない。

　広いベッドの上で何度も寝返りを打ち、ため息を吐いてばかりだ。

　午前二時を回っていて、このままでは明日の仕事に影響が出る。

　早く寝ようと無理矢理目を閉じた時、玄関の鍵が開く音が聞こえた。

「柊さん？」

　美汐は素早く起き上がりベッドから下りようとしたが。

「でも……」

　我に返ったように動きを止め、再びベッドに潜り込んだ。

『ああいうのも込みっていうのが政略結婚なのか』

　何故かこのタイミングで須藤の言葉が頭に浮かび、自分には柊の生活に口を出す資格がないことを思い出したのだ。

　自分は偽装結婚の妻でしかなく、柊の生活に立ち入る資格はない。

　もちろん白瀨とのことを聞くことも控えるべきだ。

　それがわかっていても、いざ顔を合わせると聞いてしまうかもしれない。

　だったら今は柊と顔を合わせない方がいい。

　美汐はブランケットを顔まで引き上げ身体を丸めると、きつく目を閉じた。

「美汐？」

　寝室のドアが開いて柊がベッドに近づく気配を感じ、美汐は息を潜めた。

　すると柊が腰かけたのか、ベッドが沈み美汐の身体がふわりと上下する。

「ただいま」

　柊のささやきが耳に届いたと同時に頰に柊の手の温もりを感じ、美汐は固く強張っていた身体からふっと力が抜けていくような気がした。

　柊がそばにいるだけで、そして柊が触れるだけで、まるでそれを待ち詫びていたかのように全身が喜び始めたのがわかる。

　柊は美汐の頭を優しくなで唇にキスを落とすと、静かに部屋を出ていった。

　しばらくしてシャワーを浴びる音が聞こえてきて、美汐はもぞもぞと起き上がった。

「どうしよう」

　美汐はキスの余韻が残る唇に指先で触れながら、震える声で呟いた。

　胸に込み上げる想いに今にも泣いてしまいそうだ。

　柊を愛している。

　成就する見込みのない想いを自覚して、美汐は力なくベッドに突っ伏した。




　翌朝、アラームが鳴るよりも早く起きた美汐は、普段通り朝食と柊の弁当を用意していた。

　朝食用のスクランブルエッグとベーコンを焼き、隣のコンロで弁当用の海老フライを揚げる。トースターに柊のお気に入りのフランスパンを放り込み、炊き上がったご飯をしゃもじで混ぜておく。

　朝のルーティンともいえる作業を手際よくこなしていると。

「おはよう」

　いつ聞いても耳に優しい、柔らかな声が聞こえた。寝起きで少しぼんやりした表情を浮かべた柊が、キッチンに顔を覗かせている。

「おはようございます。柊さん」

「おはよう、美汐」

　美汐を見るなり目を細めて笑い、柊は慣れた足取りでキッチンに入ってくると、美汐の背中越しに海老フライを確認する。

「やっぱり。揚げ物の音がするから期待して起きたんだ」

「油が跳ねるので、離れた方がいいですよ」

　背中に密着する柊の体温が気になり、美汐は声をかける。気づけば柊は美汐のお腹の上で手を組んでいて、まるで背後から抱きしめられているようだ。

「だったら美汐の方が熱いだろ。それに朝から揚げ物なんて、大変だよな。忙しいなら弁当も無理して作らなくてもいいぞ」

「私なら慣れてるので大丈夫です。それよりも顔を洗ってきて下さいね。柊さんが大好きなフランスパンも焼いておきます」

「了解」

　柊は満足そうにそう言って身体を起こし、美汐との間にわずかに距離を取ると。

「毎日忙しいのに、手の込んだ料理を用意してくれてありがとう」

　甘く優しい笑みを浮かべ、美汐の額に軽く口づけた。

「感謝してるよ、奥さん」

　軽やかな足取りでキッチンを出て行く柊の背中が消えてすぐ、美汐は無意識に詰めていた息をそっと吐き出した。

　普段通りを意識しすぎたせいで、どっと疲れが込み上げてくる。

　昨夜なかなか眠れなかったせいで、全身が重く目の奥に鈍い痛みさえ感じている。

「これでいいよね」

　カップに淹れ立てのコーヒーを注ぎながら、美汐は自分に言い聞かせる。

　昨夜見かけた柊と白瀨の姿が頭をよぎるが、すぐに心の奥にしまい込んだ。

　テーブルの上には結婚してすぐに柊と選んだ食器が並び、研修先が変わるたびに柊がプレゼントしてくれる一輪のピンクのバラが、彩りを添えている。

　昨日の朝となにも変わらない今日。

　昨夜眠れないベッドの中で悩み考えて、美汐はこの繰り返しを大切にすると決めた。

　偽装結婚の妻である事実は変えられず、柊の生活に立ち入る資格は自分にはない。だったら柊のそばにいられる今を大切にして、そして慈しみたい。

　だから昨夜目にしたことには触れず、なにも聞かないことに決めた。変わらない日常を優先することにしたのだ。

　ただ昨日までと違うのは、柊を愛していると気づいてしまったこと。

　美汐はつい吐き出しそうになるため息をぐっと堪えた。

　ほとぼりが冷めれば離婚すると決めている柊を、困らせたくない。

　だからどれだけ柊を好きになったとしても、この気持ちを伝えるつもりもない。

　冷蔵庫から取り出したサラダをプレートに盛り付けながら、美汐は柊の妻でいられる時間が、少しでも長く続きますようにと、心の中で何度も繰り返した。




　七月に入り、三カ月続いた新入社員研修が終了した。

　最後の研修を終えた美汐たち新入社員は会議室に集められ、順に辞令を手渡された。

「広報宣伝部か」

　更衣室で着替えを終えた美汐は、受け取ったばかりの辞令をぼんやり眺めていた。

　配属先は希望していた都市開発事業部ではなく、広報宣伝部だった。

　ショッピングモールを担当できないとしても、都市開発事業部の他の課への配属の希望を伝えていたが、まったく毛色の違う部門に配属されてしまった。

「美汐ちゃん、残念だったね。だけど広報宣伝部って結構楽しかったよね。ＣＭ撮影で芸能人に会えちゃうし」

　美汐のあまりの落ち込みようを見かねたのか、静葉が明るく声をかける。

「私なんてビル事業部を希望してたのに営業部だよ。こうなったらバリバリ働いて、成績トップを目指すしかない。とりあえずこの週末は戦闘服がわりのスーツを買いに行かなきゃだよね」

　すでに気持ちを切り替え朗らかに笑う静葉につられ、美汐の口から笑い声が漏れる。

　静葉のこの明るさと気遣いに、研修中何度救われたことか。

　静葉自身、レストランビルを建設するという夢とはかけ離れた部署に配属されてショックを受けているはずなのに。

「今日の同期会はガンガン飲もうね。楽しみ」

　落ち込む気持ちなどまるで見せず、前向きな言葉ばかりを口にしている。

「私も、今日は飲もうかな、ビール」

　静葉の強さを見習いたくて、そんな言葉がつい口を突いて出た。

「いいねいいね。じゃあ、行こうか」

　ふたりは連れだって、研修終了の慰労を兼ねた同期会に向かった。




　会社近くの和食料理店で始まった同期会は、研修から解放された安堵感からか、乾杯の声が響き渡って早々、いつにも増した盛り上がりを見せていた。

　美汐も宣言通り、ビールを口にしていた。自宅以外で飲むのは初めてで、独特の苦みには慣れそうにないが、同期たちとの時間は格別だ。慣れないながらも少しずつ飲み進めていた。

「週明けには福岡なの？」

　美汐は隣で天ぷらを食べている須藤に声をかけた。

　須藤の配属先は希望通りの都市開発事業部だったが、勤務地は福岡だった。

「そうなんだ。本社配属だと思ってたからびっくりした」

　そう言いながらも声は明るくからっとしている。静葉同様、前向きだ。

「結川は残念だったな。ショッピングモールの仕事がしたかったんだよな」

「うん。残念だけど、これもなにかの縁だし頑張ってみる」

　自然と前向きな言葉が唇からこぼれ、ほんの少し、気持ちが切り替えられたような気がした。

「須藤君も頑張ってね。福岡に行っちゃうのは寂しいけど」

「また静葉と遊びに来いよ。あっちは旨いものが揃ってるし、案内する」

「呼んだ？」

　須藤の向こう側にいる静葉がビールを手に振り返る。頰はほんのり赤く、いつも通りかなり飲んでいるようだ。

「須藤君が福岡に静葉と遊びにおいでって」

「もちろん行くよー。おいしいお酒とラーメン。いいね、いつにする？」

「おい、飲みすぎてないか？」

　苦笑する須藤のグラスに、静葉は「まあまあ」と言いながらビールを注いでいる。

「でも、福岡か。ま、飛行機で一眠りしたら着いちゃう距離だしちょくちょく遊びに行くね。美汐ちゃんも行こう……あ、でも人妻を連れ回したら旦那様に怒られちゃうかな」

　ニヤリと笑い、静葉は美汐のグラスにもビールを注ぐ。

「まだ新婚さんだし、行かせてもらえないかもね」

「大丈夫。柊さんなら反対しないと思う」

　同期を大切にする柊なら反対しないはずだ。

「えー、だってこの間も研修で遅くなった時会社まで車で迎えにきてくれたし。すごく美汐ちゃんのこと大切にしてるのバレバレ」

　次第にヒートアップする静葉に須藤はげんなりし、再び天ぷらに箸を伸ばしている。

「あの時須藤君は遠慮したけど、車で送ってもらった時、美汐ちゃんのこと優しい目で見つめてるのよ。後ろからふたりを見てる私の方が照れたもん」

「それって勘違いだと思う」

　美汐は身を乗り出し否定する。

　それはたまたま早い時間に帰宅していた柊が、会社まで迎えに来た時の話だ。

　家が近い静葉を柊の車で送り届けたが、助手席と運転席でたわいもない話をしていただけで、静葉もそれに加わっていたはずだ。

　続く静葉の勘違いに呆れ、美汐は静葉の手からビール瓶を取り上げた。

「お水でも飲んで休憩した方がいいよ」

「えー。最後の日なのに楽しまなくちゃ。美汐ちゃんも飲んで飲んで。ねえ、今日は迎えに来るとか言ってなかったの？」

「言ってない。それに柊さんにわがままは言えないから」

　毎日帰りが遅い柊に、迎えに来てとは言いたくない。

「わがままを言える女の子はかわいいのに。でも、忙しいなら仕方ないか。残念」

　大袈裟に肩を落とす静葉を、須藤が「いい加減、落ち着け」と諫めている。

　研修中、何度もふたりのこのやり取りに笑ったが、これもしばらく見られない。

　胸に広がる寂しさにしんみりしていると。

「誰か電話がかかってきてない？」

　辺りを見回す静葉の声に耳を澄ませると、確かにスマホの着信音が響いている。

「私かも」

　美汐は傍らに置いていたバッグからスマホを取り出した。

「柊さん？」

　画面に柊の名前が表示されていて、美汐は慌てて電話に出た。

「もしもし」

《美汐？　同期会だって言ってたが今大丈夫か？》

「大丈夫ですよ。なにかありましたか？」

　ふと視線を上げると、静葉がワクワクした表情で美汐を見ている。

《今から帰るんだ。終わりそうなら迎えに行くが、盛り上がってるならやめておこうか？》

「迎えに？　でも、いいんですか？　遠回りになるから申し訳ないし、大丈夫で――」

「もしもし。沢村です、こんばんは。実は美汐ちゃん、かなり落ち込んでるので是非迎えに来て下さい。もうすぐお開きなのでなるはやで。待ってまーす」

　静葉はいきなり美汐の手からスマホを取り上げひと息にそう言った。

「静葉ちゃんっ」

　美汐は満足そうに笑う静葉から慌ててスマホを受け取った。

「柊さん、ごめんなさい。静葉ちゃんのことは気にしなくて大丈夫です。わざわざ迎えにきてもらわなくても大丈夫です。柊さんは家でゆっくりしていて下さい」

《今から行く。店のＵＲＬかなにかを俺のスマホに送っておいてくれ》

「ゆ、ＵＲＬって、柊さん？　心配しなくて大丈夫……え、切れてる」

　美汐は通話が切れた画面を見つめ、呆然と呟いた。今から行くと言っていたが、まさか本当に来るのだろうか。

「やっぱり来てくれるって？　あ、ＵＲＬって聞こえたけどこの店のこと？　だったら貸して。私が送っておくね。旦那様のアカウントって……ああ、あった」

　静葉は再び美汐からスマホを取り上げると、慣れた動きであっという間に柊に店のＵＲＬを送信した。




　静葉がメッセージを送ってから三十分も経たないうちに、柊が店に到着した。

　少し前に会はお開きになり、ほとんどの同期たちは二次会に移動している。

「こんばんは」

　美汐とともに店の前で待っていた静葉と須藤に、柊は軽く頭を下げる。

　この時間になっても紺色のスーツにはシワひとつなく、短めのさっぱりした髪型も相まって抜群に爽やかだ。

「柊さん、お疲れ様です。わざわざ迎えに来てもらってごめんなさい」

　美汐は柊の姿を見るなり顔をほころばせ、柊のもとに駆け寄った。

「いや、俺の方こそ楽しんでるのに邪魔をしてないか？」

「全然大丈夫です。お開きになるところだったのでちょうどよかったです」

「そう言えば、さっき美汐が落ち込んでるって聞こえたが、なにかあったのか？」

「それは」

　美汐は曖昧に笑う。配属先を伝えなければと思うが、美汐が夢を叶えるために結婚してくれた柊の期待を裏切ったようで申し訳なく、うまく言葉が続けられない。

　すると静葉が勢いよく話し始めた。

「今日配属先が決まったんですけど、美汐ちゃんは希望が通らなかったうえに私たちと離ればなれになるから落ち込んじゃって。苦手なビールを飲んで酔っちゃうし、相当ショックを受けてるので、今夜は存分に慰めてあげて下さい」

「静葉ちゃんっ？」

　装飾満載の言葉に美汐は目を丸くする。間違いではないにしても、大袈裟すぎる。

「寂しいならいつでも福岡に来いよ。待ってる」

　須藤は美汐に向き合い迷いのない声でそう言うと、チラリと柊に視線を向けた。

　どこか好戦的な眼差しに、美汐は面食らう。

「結川が一度見てみたいって言ってた野球も一緒に見に行こう。あっちにもでかいドームがあるし、チケットも取っておく」

「ありがとう。でも」

　確かに野球を見に行きたいと言った覚えはあるが、それは静葉の身内にプロ野球選手がいて、話の流れで軽く口にしただけの言葉だ。美汐自身もすっかり忘れていた。

　ふと見ると、須藤は柊に鋭い視線を向けている。

　そういえば、と美汐は思い出した。

　須藤はあの日大通りで白瀨とタクシーに乗り込む柊を見ている。

　あれからそのことに触れていないが、あの日の須藤の反応を考えれば、彼が柊にいい感情を持っているとは思えない。今も柊への不信感が残っているはずだ。

「須藤君、あのね」

「じゃあ、配属先の仕事が落ち着いた頃に福岡ツアーの計画を立てようね。ひとまず今日はこれで解散」

　静葉は美汐の声に被せるようにそう言って手を叩き、強引に区切りをつけた。

　偶然だとはいえ、美汐は静葉の機転に感謝する。

　あの日柊と白瀨を見かけたことを、結局柊には伝えていないのだ。だからここでその話題を持ち出したくない。

「須藤君は月曜から福岡で頑張ってね」

　気を取り直し美汐は須藤に声をかけた。

「ああ。どうせなら同じ夢を持つ結川と一緒に福岡に行きたいところだけど」

　須藤は一度言葉を区切り、美汐に向き合った。

「逃がしてもらえそうにないし、あきらめるよ」

　美汐の両肩に置かれた柊の手を意味ありげに眺めながら、須藤は肩を竦めた。

「なんの話？」

　きょとんとする美汐に須藤はクスリと笑う。

「知らない方がいいこともあるから教えない」

　須藤は胸元のポケットからスマホを取り出し柊に差し出した。

「三人の写真を撮ってもらえませんか？」

「記念写真？　いいね。お願いします。美汐ちゃん、こっちにおいでよ」

　喜ぶ静葉に手を引かれ、美汐はふたりの間に並んだ。

　柊は三人に向けて須藤のスマホを構えた。

「結川」

　須藤が美汐に顔を寄せそっと声をかけた。耳元に直接届くささやきに、美汐は振り返る。

「俺も結婚したくなったよ。福岡で結川みたいに見合いってのもいいかもな。だけど結川の旦那みたいに独占欲全開ってのはガラじゃない」

　照れているのか静葉にさえ聞こえていないほどの小さな声。

　美汐はこぼれるような笑みを浮かべた。

　独占欲とは意味がわからないが、柊との結婚をあれほど否定していた須藤に理解してもらえたようで、うれしくなる。

　その瞬間、シャッターを切る音が聞こえ、顔を向けると。

　柊が須藤のスマホを手に何故か顔をしかめていた。




「結局夢を叶えられなくて、ごめんなさい」

　美汐はリビングのラグに腰を下ろし、そう言って肩を落とした。

　柊との結婚の目的は、千早不動産に入社してショッピングモールにかかわる仕事に就くこと。けれど配属されたのはその夢からはあまりにもかけ離れた場所だった。

「都市開発事業部に配属されたのは二級建築士試験の受験資格を持っている同期ばかりで。即戦力重視だったみたいです」

「それが会社の方針なら仕方がないな」

　柊はあっさりと答え、美汐の背中をぽんと叩いた。

「でも、柊さんの期待を裏切ったみたいで申し訳なくて」

　希望通りの配属ではなかったことは、すでに納得して気持ちも切り替わっているが、柊の期待に応えられなかったことだけは、未だに引きずっている。

「誤解させていたなら申し訳ないが」

　柊はラグの上で美汐に向き合い、口を開いた。

「俺が期待しているのは美汐が仕事を楽しむこと。それがショッピングモールにかかわる仕事でも、広報宣伝部の仕事でも、俺はどちらでもかまわない。会社は楽しいばかりじゃないが、美汐がその中で幸せを感じてくれれば俺も幸せだ」

「幸せ？」

「ああ。美汐が幸せなら俺も幸せ。そういうことだ」

「そういうことって……」

　あまりにも甘い言葉が続き、今にも心臓が止まりそうになる。

「広報宣伝部か」

　柊は美汐が受け取った辞令を手に取った。

「予想してなかったのでびっくりしました」

　美汐は気持ちを落ち着け、答えた。

「俺は妥当だと思うけどな」

　柊は表情を引き締めた。その変化に大企業の後継者という柊の立場が見える。

「広報宣伝部の中でもＩＲを担当する課に配属されたんだな」

　辞令には、広報宣伝部ＩＲ推進課という文字がある。

「そうです。でも、妥当ってどうしてですか？」

　ＩＲ推進課は株主や投資家に投資の判断材料を提供したり、取引先や世間一般に会社の方向性、成果を伝えたりすることが主な仕事で、経理部とのかかわりも強い。

　広報宣伝部は今回の研修期間中最後の研修先ということもあり気合いを入れて臨んだが、まさかそこに配属されるとは思わなかった。

「葉山製薬の社長令嬢だから、かな。美汐にその自覚はないにしても、お父さんの仕事ぶりとか苦労を間近で見てきたから経営者側の視点で経営状況を見ることができる」

「まさか。経営者側の視点なんて、ないです」

　美汐は手をぱたぱたと振り、否定する。

「株主総会の前、社長が胃を痛めてるって話してたけど、お父さんを見てきたから自然とそういうことがわかる。人事部は無意識にしろそこを見抜いて配属したのかもしれないな」

「そういう部分……」

　株主総会の前日あたりに柊とその話をした記憶はあるが、それほどのことだろうか。

　なかなかピンとこないが、柊の話を信じれば自分の生まれや立場が今回の配属につながったということだ。

「ＩＲ活動は会社を客観的に見られるやりがいのある仕事だと思う。ショッピングモール事業をそこに絡めるのもアリだし、違う切り口で夢を叶えてもいいんじゃないか？」

「違う切り口」

　美汐は今まで見えなかったものが見えたような気がした。

　夢を叶える方法はひとつじゃない。

　不思議だが、それに気づけたことで今までよりも夢に近づけたような気がしている。

「今日は落ち込んでばかりだったんですけど、柊さんのおかげで来週から頑張れそうです」

「相変わらず大袈裟だな」

「そんなことないんです。柊さんのおかげで……って何度もそう思ってます」

　柊のおかげでこうして今笑っていられる。

　この先いつまでも柊のそばで笑っていたい。

　溢れる気持ちのやり場に困るほど、そう思わずにはいられなかった。










第七章　偽装結婚の終わり




　美汐が広報宣伝部に配属されてから三週間が過ぎ、ようやく業務の輪郭が見え始め、ＩＲの役割もどうにか理解できるようになってきた。

　とはいえまだまだ知らないことばかり。コツコツ勉強の毎日だ。

　今日も会議室で先輩から自社の株式や転換社債、そして株主のことについてレクチャーを受けている。

「来週経理部との打ち合わせがあるから、それまでに目を通しておいてね」

「わかりました」

　美汐は笹ささ井いが指定した資料をタブレットに表示させた。

　それは来月に実施される投資家向けの説明会の概要書で、二十ページの重い資料だ。

　入社八年目の笹井は年明けに退職する予定で、美汐が彼女の仕事の一部を担当することになり、現在引き継ぎの真っ最中だ。

「具体的な説明を添えたつもりなんだけど、資料の中でわからないところがあったら聞いてね」

「ありがとうございます。理解できない部分が少なくないと思うので、ひととおり目を通してから質問させて下さい」

　不動産会社というより証券会社に就職したと錯覚しそうなほど金融関係の言葉が踊る資料は、わからないことばかりだ。

「確実に質問攻めにしてしまうと思います。勉強不足ですみません」

「質問大歓迎よ。遠慮しないでいつでも聞いて。本当ならあと一年は働くつもりだったんだけど、夫の転勤が早まって年明けに家族で北海道に引っ越すことになったの。だから慌ただしい引き継ぎになると思うけど、よろしくね」

「こちらこそよろしくお願いします」

　引き継ぎ期間はあと半年。美汐は笹井が安心して退職できるように頑張らなければと、気合いを入れた。

「そういえば結川さんも結婚してるのよね。最近残業が入ってきたけど、両立とか大丈夫？　無理をするようなら引き継ぎのバランスを調整するし、相談してね」

「ありがとうございます。でも夫は私に仕事を優先するようにと言ってくれているので、今のところ大丈夫です」

　それどころか柊は美汐の体調を気遣いハウスキーパーを依頼しようとまで言ってくれている。

　ただその優しさはありがたいが、そばにいられる間は柊の妻としての喜びを味わいたくて、頑として断っている。

　つつがなく楽しいが毎日が続いているが、美汐は千早不動産に入社するという目的を果たし、柊も仕事に集中できているようだ。

　柊は美汐が仕事に慣れて柊の存在が不要になったり、お互いに好きな人ができたりしたら離婚しようと言っていた。

　結婚を決めた時に描いていた目標を叶えた今、いわゆる〝ほとぼりが冷める時〟は近いのかもしれない。

　その時まで妻として笑顔で柊のそばにいよう。

　そう心に決めて、美汐はふたりの日々を送っている。

「理解がある旦那様でいいわね。うちはダメ。仕事以外私がいないとなにもできない人なの。だから転勤にもついてきてほしいって泣きつかれちゃって。ほんと、手がかかるから大変なの」

　そう言いつつも笹井の目は笑っていて、まんざらでもなさそうだ。夫から必要とされるのがうれしいのだろう。

「仲がよくていいですね」

　そして羨ましい。

　美汐はふと心に浮かんだ思いに慌てて蓋をして、胸の奥にしまい込んだ。




　その日の終業後、美汐は会社を出たその足でユイメディカルの本社近くのカフェに向かった。今日はこれから柊とふたりで食事に行くのだ。

　目当ては柊の会社から少し歩いた先にあるスペイン料理の店で、柊の会社の人たちの行きつけの店だそうだ。柊の仕事が忙しいのはもちろん美汐も残業する日が増えたせいで、ふたりでの外食は久しぶり。今日は朝から楽しみで、終業時間が待ち遠しかった。

　駅を出てすぐに柊に指定された緑の屋根のカフェを見つけ、美汐は足を速めた。

　するとカフェから見覚えのある女性が出てきた。

「白瀨さん？」

　美汐は足を止め、女性の顔を確認する。間違いない、白瀨だ。

　髪をシニヨンにまとめ、白いリボンブラウスとベージュのフレアスカートは秘書とという彼女の知的なイメージにぴったりで、よく似合っている。

　店から飛び出してきたようだがなにかあったのだろうか。

　何故か胸騒ぎを覚え目を離せずにいると、続けて男性が店から出てきた。

　美汐は息をのんだ。白瀨を追うように店から姿を見せたのは、柊だ。

　とっさに近くの陰に隠れ、ふたりの様子を目を凝らし見つめる。

　同期のふたりが会社近くのカフェでお茶をしていたとしてもおかしくないが、今のふたりの様子からは、そうは見えない。

　柊は白瀨に真面目な表情でなにかを訴えていて、合間に白瀨は笑顔を見せ柊と言葉を交わしたり、うなずいたり。決して短くない時間を使い、ふたりは真剣になにかを話し合っているようだ。

　するとそれまでうつむいていた白瀨が突然顔を上げ、柊を見つめた。次第に表情をほころばせ、極上の笑みへと変わっていく。まるで花が咲いたような華やいだ笑顔だ。

　柊もその笑顔に応えるかのように笑い、白瀨に言葉をかけている。

　まるでじゃれあうかのようなふたりのやり取りに、美汐は足元が震えるのを感じた。

　ふたりの間には誰も入れない強い絆が見える。

　その後間を置かず、白瀨は会社に戻るのか柊と別れその場を立ち去った。背筋が伸びた後ろ姿はとても美しく、ハイヒールを履いているにもかかわらずその足取りは安定していて自信さえ感じられる。

　柊はその姿を見送ると、再び店の中に戻っていった。

　美汐はなにが起こったのか理解できず、しばらくの間その場に立ち尽くしていた。

　その時、スマホの着信音が聞こえた。見ると柊からのメッセージが届いている。

【今どこにいる？　早く会いたいから迎えに行く】

　美汐はスマホを握りしめ、メッセージを何度も読み返した。

　ついさっきまで白瀨と笑顔で話していたというのに早く会いたいと言われても、素直に喜べない。

　もしかしたら柊は、本当は白瀨を夕食に誘っていたのかもしれない。

　それがなにかの事情で叶わず、仕方なく美汐に声をかけたのかもしれない。

　柊に限ってまさかと思いながらもあんな場面を目にしてしまい、平常心を保つだけで精一杯。まともに考えることは難しい。

　美汐は平気な顔で柊と会う自信がなくなりこのまま帰ろうかと考えたが、それでも柊に会いたい気持ちの方が大きい。

　その場で深呼吸を何度か繰り返し、気持ちを落ち着かせた。




　柊に連れられ訪れたスペイン料理の店は、金曜日ということもあり混み合っていた。前方に広いステージがあり、フラメンコのショーが行われている。

　おいしい料理に舌鼓をうちながら飲むサングリアは格別で、フルーティーな味わいを楽しんだ。

「海外事業部にいた時に仕事でスペインに行く機会があったんだ。その時見たフラメンコが情熱的で、結構な衝撃だった」

　今もフラメンコギターの音色に合わせ、ダンサーが激しい動きで踊っている。

　華やかな衣装がステージの上で舞い、小気味いいリズムが店内の視線を惹きつける。

　美汐も子どもの頃に大我の出張に同行させられたスペインでショーを見ているが、子どもながらにその情熱的な動きや激しさに圧倒され、感動したのを覚えている。

「懐かしいな」

　ステージを食い入るように眺めながら、柊が呟いた。

　柊が初めて見るフラメンコに衝撃を受けた時、白瀨も一緒だったのだろうか。

　するとその時、柊は胸元からスマホを取り出した。会社からの連絡だろうか、真剣な目で確認している。

　チラリと白瀨の名前が見えたような気がして、美汐は思わず目を逸らした。

「悪い。電話を入れてくる」

　柊は美汐にそう伝えると、軽快な足取りで店の外に出て行った。

　白瀨と少しでも早く話したいのかもしれない。

　美汐はどっと落ち込みいつの間にかショーが終わっていることにも気づかなかった。

　テーブルに並ぶ料理を食べる気にもなれず、サングリアを少しずつ口に運ぶ。

　頭に浮かぶのは、ここに来る前に見た柊と白瀨が真剣な表情で話し合っていた姿。そして白瀨に電話をかけるために店の外に出て行った柊のうれしそうな横顔。

　やはり本当は、柊は白瀨とフラメンコを楽しみたかったのだ。

「どうしよう」

　千早不動産への入社を済ませた今、美汐の方から離婚を切り出すべきかもしれないが、柊を愛してしまい、それはできそうにない。

　柊の人生を邪魔していることが苦しくて、美汐は肩を落としうなだれた。

　その時テーブルに置いていたスマホの画面が光り、メッセージが届いた。

　美汐は急いでメッセージを確認する。須藤からだ。

【仕事は予想以上に忙しいし勉強することが多いけど、充実してる。先輩に連れられて毎晩飲み歩いてるよ。落ち着いたら沢村と一緒に遊び来いよ】

　届いた写真には、おいしそうなラーメンと須藤の楽しそうな笑顔。

　福岡での生活を楽しんでいるとわかる笑顔に、落ち込んでいた心が和んでいく。

「須藤君……会いたいな」

　研修中何度も繰り広げられた須藤と静葉のふざけたやり取りが頭に浮かんでくる。

　ふたりに会いたい。そして決して楽しいことばかりではない仕事のことも、大したことないと笑い飛ばして背中を叩いてほしい。

　ふと静葉のケラケラと笑う明るい声が聞こえたような気がして、美汐は頬を緩めクスリと笑った。

「須藤？」

　背後から聞こえた声に慌てて振り返ると、いつからそこにいたのか柊が立っていた。眉根を寄せた固い表情からは、話しかけるのも躊躇するほどの苛立ちが感じられる。

　白瀨となにかあったのだろうか。それとも会いたくても簡単に会えないことに苦しんでいるのだろうか。

　美汐は束の間浮上していた気持ちが再び落ちていくのを感じた。

「美汐？」

「いえ、あ、そうです須藤君です。福岡で頑張ってるみたいです。おいしい物が多いみたいで楽しそうでよかったです」

「……そうか。頑張ってるんだな」

　柊は落ち着いた声でそう言って、席に着いた。

「今度静葉ちゃんと一緒に福岡に会いに行ってきます」

　白瀨のことを考えると落ち着かず、平静でいられなくなる。

　けれど柊といる時だけは、彼女のことも離婚のことも忘れよう。

　そう決めて笑顔をつくってみたが、鏡で見なくてもわかるほど、ぎこちない笑顔しかつくれなかった。




　その日を境にして、ふたりの間に見えない壁のようなものが生まれていた。

　これまでと同じ日常を繰り返しているが、お互いに言葉を飲み込み遠慮し合うような、ぎこちない空気が漂っている。

　ただでさえ仕事が忙しくふたりで過ごす時間が激減しているというのに、なにかを言いかけては顔を歪めて黙り込む柊を見るのが苦しくて、美汐から話しかけることも、会話の糸口を見つけることも難しくなっている。

　ただベッドにいる時だけは例外で、柊はそれまで以上に強引に美汐を求め、自身の固い熱を何度も美汐の身体の深い部分に与え続ける。

　それはまるでコントロールできない感情に支配されているかのように激しくて、柊はただひたすら美汐の身体を貫き、美汐の喘ぐ声は柊の乱暴なキスによって飲み込まれてしまう。

　自分は白瀨の代わりなのかもしれない。

　声を聞きたくないとばかりに荒々しいキスを繰り返す柊に抱かれながら、美汐は何度もそう感じていた。

　今も柊は朝食を手早く済ませ、朝から会議だと言って慌ただしく家を出て行った。

　最近では美汐が用意する弁当を平らげてくれることだけが、心の支えになっている。それほどまでに、ふたりの間に距離ができてしまった。

　やはり白瀨との間になにかがあったのかもしれない。

　日に何度も繰り返す思いに、美汐はため息を吐いた。

「私も行かなきゃ」

　気を取り直し、美汐は出社の支度を始めた。




「結婚……ですか？」

　久しぶりに早い時間に帰宅した柊のために張り切って夕食の用意をしていた美汐は、手渡された招待状を、瞬きもせずに見つめた。

「俺たちふたりに披露宴に出席してほしいそうだ。初川の家で顔を合わせた同期たちと同じテーブルに席を用意するから気楽にどうぞって言ってたな」

「気楽にと言われても」

　美汐は信じられない思いで招待状に改めて目を通した。

　それは白瀨の結婚披露宴の招待状で、新郎は安あん藤どう宏こう平へい、新婦は白瀨玲花とある。

　美汐は新郎が柊の名前でないことにホッとしていることに気づき、自分がどれほどふたりのことを意識しているかを改めて思い知らされた。

「もともと俺ひとりで出席するつもりだったから、気が乗らないなら無理しなくていいんだぞ」

「いえ、無理というわけじゃなくて、突然だから驚いただけで」

　白瀨の結婚に驚いているのは確かだが、美汐を披露宴に招く理由が思いつかず、戸惑っているのだ。

　顔を合わせたことがあるとはいえ軽い挨拶程度でまともに話したことなどない。

　それどころかその機会があっても白瀨の方から距離を取られていた。

　なのにどうして披露宴に招かれたのか、まるでわからない。

「婚約者は広告代理店のデザイナーで、名前も知られているらしい。白瀨から聞いている感じだと落ち着いた男性って印象だな。当日会うのが楽しみだよ」

「デザイナー……そうなんですか」

　顔に笑顔を貼り付け明るく話す柊の声が切なくて、美汐はまぶたを伏せた。

　同期会に参加した時、柊と白瀨は両想いなのに家柄のせいで別れさせられたと耳にした。

　そのことを思い出して、いくら楽しみだと口にしていても、白瀨への想いを隠し無理矢理そう言っているようにしか聞こえなかった。

　結局、柊の幸せを願うなら自分が身を引くべきなのだ。そうすれば両想いのふたりは結ばれるのだから。白瀨が結婚する前の今ならまだ間に合う。

　――でも。

　それはできそうにない。

　邪魔者は自分なのかもしれないとわかっていても。

　身を引くどころか、白瀨が結婚すると聞いてホッとしている打算的で身勝手な自分は柊にふさわしくないとわかっていても。

　どうしてもできそうにない。

「柊さん……」

　美汐は伏せていたまぶたを開き、柊を見上げた。どう見ても浮かない顔で、美汐の返事を待っている。

「私、せっかくですけど披露宴は遠慮させて下さい」

　招待された理由が思い当たらない以上に、会場で平静を装うはずの柊を見ることに耐えられそうにない。

「わかった。白瀨にはそう伝えておくよ」

　美汐の返事に間を置かずそう答えると、柊はあっという間に表情を和らげた。やはり美汐には出席してほしくなかったようだ。

「白瀨さんに、おめでとうございますと伝えて下さい」

　美汐は今にも涙がこぼれそうになるのを堪えながらそう言うと、くるりと背を向け夕食の仕上げにとりかかった。










第八章　ほとぼりが冷める時




「遠いな……」

　ひとりきりのベッドの中、美汐はタブレットで北海道の地図を眺めていた。

　昨日から明日まで、医療機器関連企業が集まる国際会議が札さっ幌ぽろで開催されていて、柊も参加しているのだ。

　海外事業部にいた当時に交流が始まったドイツの著名な博士の講演が予定されていて、その縁で柊にも参加の声がかけられたそうだ。

　話を聞く限り参加できること自体が名誉なようで、柊もふたつ返事でＯＫし会場に向かった。

　仕事への強い思いを持つ柊にとってそれは当然のことで、本来なら美汐も喜び応援するべきだが、気持ちは晴れないままだ。

　美汐はタブレットの画面を切り替えユイメディカルのホームページを表示させた。

　トピックが並ぶページに移動すると、国際会議の記事が表示され、初日に催された懇親会の写真が目に飛び込んでくる。

「柊さん……」

　紺色のスーツ姿の柊の笑顔に目を細めたのも束の間、隣に並ぶ白瀨の姿を確認しどっと落ち込む。この二日間、何度もそれを繰り返している。

　海外事業部時代、柊と白瀨は最高のパートナーだったと聞いている。今回ふたり揃って参加の声がかかったのも、当時の実績によるものらしい。

　並んで笑顔を見せるふたりの写真を見ていると、その関係の強さとふたりが最高のパートナーと評される理由を突きつけられたようで胸が痛い。

　美汐はタブレットをベッドの端に放り出しブランケットの中に潜り込んだ。

　広いベッドにひとりでいると寂しくて、落ち込んでばかりいる。

　柊が北海道に発ってから二日。ずっとこの調子だ。

　懇親会の写真も見なければいいとわかっていても、白瀨が結婚すると知ってからなおさらふたりの関係が気になって、つい見てしまうのだ。

　ふたりきりで札幌に行くと知った時には絶望的な気持ちになったが、しばらく離れることでこのところ続いているぎこちない関係が改善されるかもしれないと期待して、柊の帰りを待っている。とはいえ三日も離れて過ごすのは初めてで、寂しくて仕方がない。

　それもようやく今夜限りとなり明日の夕方には帰ってくる。すでに冷蔵庫の中は柊の大好物で溢れていて、明日の出番を待っている。

　土曜日の明日は会社も休みだ。朝から柊のためにおいしい料理を用意しよう。

　そう心の中で繰り返し落ち込む気持ちを脇に押しやりながら、美汐は眠りについた。




　翌日、予定していた料理を早々に作り終えた美汐は、空港に柊を迎えに行くことにした。

　この三日間離れて過ごしたことで柊への想いを実感し、すぐにでも以前のようなふたりに戻りたいと思ったからだ。

　その思いは柊の好物を順に作っている中でどんどん大きくなっていた。

　一品一品料理を仕上げるたび、それを頰張った時の柊の笑顔を思い出しては会いたくなり「また作ってくれないか」という声を思い出してはすぐにでも声が聞きたくなった。

　結婚してまだ一年も経っていないが、ふたりで過ごした時間や思い出は少なくない。

　たとえ偽装結婚だとしても、柊の優しさや美汐の夢を叶えようと心を砕いてくれた誠実な思いは偽りではなく本物だ。

　テーブルいっぱいに料理を並べた時、ようやくそのことに気づいた。

　これからもまだまだ柊のために腕を振るって、思い出をたくさんつくっていこう。

　ぎくしゃくした関係の理由が白瀨への想いだとしても、このままあきらめたくない。

　今はまだ未熟だけれど、柊の隣に胸を張って並べる自分になりたい。このまま逃げ出したくない。

　そう心に決めた途端会いに行かずにはいられなくなり、美汐は家を飛び出した。

　柊は十七時前に到着する便で戻ってくる予定だ。美汐が到着ロビーに着いた時にはちょうどゲートから乗客が出てくるところだった。

　修学旅行生らしい学生たちや海外からの観光客が通り過ぎるのを横目で見ながら柊の姿を探していると、小ぶりのスーツケースを引いた柊がゲートから出てきた。

　スタイルのよさに加えて背筋を伸ばし颯爽と歩く姿は凜々しくて、遠目からでも目立っている。

　団体客でごった返し混み合う中、美汐はタクシー乗り場に向かう柊を追いかけた。

　急いでいるのか普段よりも足取りが速く、なかなか追いつけない。

「柊さんっ」

　声をかけてみるが、ざわめきやスピーカーから途切れることなく流れるアナウンスに遮られて気づいてもらえそうにない。

　美汐は人混みをかき分け走り出した。

「……えっ？」

　走り出した途端柊の隣に白瀨の姿が見え、美汐は思わず足を止めた。混雑している中気づかなかったが、柊と白瀨が肩を並べ歩いている。

「そうか……」

　札幌からふたりで帰ってきたようだが、それは当然だ。

　柊に会いたい気持ちが先走ってしまい、信じられないことに白瀨のことがすっかり頭から抜けていた。

　不意にふたりが立ち止まるのが見え、目を凝らし眺めていると、白瀨がスーツのポケットからスマホを取り出した。

　メッセージが届いたのか画面を食い入るように眺めている。

　すると白瀨はあっという間に表情をほころばせ、極上の笑顔を柊に向けた。遠目ではっきり見えないが、頰に赤みが差し目尻がすっかり下がっている。

　柊と肩を寄せ合いスマホの画面を眺める彼女の横顔は、美汐が今まで見たことのない明るい笑顔。柊も白瀨の肩をポンと叩き、大きな笑みを浮かべている。

　ふたりの距離はゼロに近く、その空気感は遠くからでも楽しげな会話が聞こえてきそうなほど親密だ。

　どう見てもそこに美汐が割って入る隙などなく、最高のパートナーというのは過去の話ではなく現在進行形だと痛感する。

『――お互いに好きな人ができたりしたら離婚しよう』

　見合いの日に、柊が口にした言葉が蘇る。

「そっか……」

　美汐は柊と白瀨がタクシー乗り場に急ぐ後ろ姿をぼんやり眺めながら、今がいわゆるほとぼりが冷めた時なのだと感じていた。




　翌朝、美汐は日曜日で会社が休みにもかかわらず早朝から台所に立ち、柊の朝食を用意していた。北海道から戻ったばかりだというのに突発的な仕事が入り、急遽出勤することになったのだ。

「おはよう、美汐。休みなのに悪い」

　すでに着替えを終えた柊がダイニングに顔を出し、テーブルに着いた。

「おはようございます、柊さん。疲れてませんか？」

「心配ない。三日間スケジュールに余裕があったし、昨夜の美汐の料理のおかげで疲れも残ってない。美汐も忙しいのにうれしかった。ありがとう」

「いえ、たくさん食べてもらえてよかったです」

　昨夜はふたりで美汐が用意した料理を心ゆくまで楽しんだ。

　グラス一杯のワインのおかげかふたりの会話には絶えず笑いが交じり、まるで初めて抱き合った頃のような、優しい空気に包まれていた。

　美汐はエプロンを外し、柊の向かいに腰を下ろした。

「いただきます」

　美汐が席に着くのを待ち、柊はコーヒーを口に運んだ。

　今朝はアイスコーヒーとトースト、そしてサラダという簡単なメニュー。

　昨夜かなりの量を食べたこともあるが、柊がこの後営業部をいくつか回るらしく、急いでいるからだ。

「このコーヒー、うまいな」

　グラスを手に感動している柊を、美汐はクスリと笑う。

「いつものカフェで選んでみました」

　ふたりで何度か訪れた近所のカフェ。最後に柊と行ったのは、確か一カ月以上前だ。

　一昨日ひとりで覗いた時、いつもの素敵なバリスタがおいしいコーヒーを淹れてくれた。

「しばらく行ってないな。次の週末、モーニングでも食べに行こうか」

「来週……そうですね」

　美汐は静かにそう言って、わずかに視線を泳がせた。

「それにしてもうまいな。おかわりと言いたいところだが」

　急いでコーヒーを飲み干し玄関に向かう柊の背中を、美汐は瞬きすることなく見つめた。

「今日はそれほど遅くならないはずだ」

　柊は革靴に足を通し振り返ると、腰を落とし美汐の顔を覗き込んだ。

「柊さん？」

　ここ最近の気まずい距離感が嘘のような近さで見つめられ、美汐は思わず後ずさる。

　今もまるで美汐と離れるのが名残惜しいとばかりに家を出るのをためらっている。

「時間は大丈夫ですか？」

　柊は腕時計に視線を向け、軽く顔をしかめた。

「そろそろ行かないとまずいな」

　柊は足元に置いていたビジネスバッグを手に取ると、振り返り美汐を見つめた。

「帰ったら、話がある」

「話？」

「ああ。大切な話だから、時間をとって話したい、なるべく早く帰ってくるから、夕食は一緒に食べよう。本当なら今言ってしまいたいところだが……まさか仕事が入るとは思わなかったな」

　悔しげに呟く柊を前にして、美汐の顔から表情が消えていく。

「美汐……いや、落ち着いて話すべきだな。帰ってから話すよ」

　まだなにか言いたそうに言葉を濁し、柊は玄関のドアを開いた。

「じゃあ、行ってくる」

「行ってらっしゃい、柊さん」

　柊は振り返り軽く手を振ると、足早に出て行った。




「こんなにすぐに手に入るとは思わなかった」

　美汐は今朝ダウンロードと印刷をした離婚届をテーブルの上に広げ、力なく呟いた。

　昨夜柊のためにも離婚しようと決め、しばらくの間泊まるホテルの予約をまず初めに済ませた。最低限の荷物を詰めたスーツケースは玄関に運んであり、あとは離婚届に記入するだけだ。

「そうだ、これは置いて行かないと」

　美汐は左手の薬指に光るマリッジリングをそっと外した。

　自宅でしか嵌めたことがなかったが、一度くらい会社で堂々と嵌めてみたかった。

　指輪の代わりに鎖骨のあたりでひっそり輝くダイヤのネックレス。

　これだけは身につけたままでもいいだろうか。

「え、嘘」

　美汐はいつの間にか流れていた涙を指先で拭い、離婚届を手元に寄せた。

「……っく」

　考えに考えて決めたはずだが、いざペンを持つと手が震え涙が止まらない。

　柊の幸せを考えればこれが最善の決断なのは間違いない。美汐のために結婚を決めてくれた柊への恩返しの意味でも、離婚するしかないのだ。

「どうしよう」

　涙が次から次へと溢れ出し、止まる気配がまるでない。このままだと離婚届の記入がいつまでたってもできないままだ。

「柊さんのせいだ……っく」

　昨夜に続いて今朝の柊はここ最近のぎこちなさが嘘のように饒舌で、おまけに優しい笑顔と声で美汐の心を大きく揺らした。

　朝食をとりながら交わすたわいのない会話に、何度泣きそうになったことか。

　出かける間際まで美汐と離れたくないとでもいうようにぐずぐずしている柊に、どれだけドキドキしたことか。

　そんな気持ちを隠し、平静を保つことがどれだけ大変なことか。

　柊がこの先知ることはない。

「早くしなきゃ」

　頰に残る涙を手の甲で乱暴に拭い、美汐は再びペンを手に取った。

『今日、帰ったら話がある』

　柊も美汐と同じ気持ちのようだ。離婚を切り出すつもりなのだろう。

　ふとテーブルの端に無造作に置かれている白瀨の結婚披露宴の招待状が目に入った。

　柊はどんな思いで白瀨から受け取ったのか。柊が味わったに違いない絶望感を想像するだけで、また涙がこぼれ落ちそうだ。

　今ならまだ白瀨も結婚を取りやめ柊との未来を選ぶことができる。だから早く離婚するべきだ。

「よし」

　美汐はわずかに残るためらいを振り払い、ペンを持つ手に力を込めた。その時。

　テーブルの端に置いていたスマホから着信音が鳴り響いた。

　柊からの電話かもしれないと慌てたが、画面に表示されているのは拓斗。兄の名前だった。

《萩野さんから連絡があったんだけど、母さんが怪我をして病院に運ばれたらしい。俺、今仕事で沖縄なんだ。だから――》

　美汐は切迫する拓斗の声に頭が真っ白になり、とるものもとりあえず家を飛び出した。




　拓斗からの電話に慌てて病院に駆けつけてみれば、沙織は足を捻挫しただけでとくに心配する必要はなかった。

　すでに処置は終わっていて、沙織は病室のベッドに腰をかけ、傍らの大我に向かって早く帰りたいとぐずぐず言っている。

「入院するほどでもないの。大我さんがわがまま言って帰らせてくれないだけなの」

「なにがわがままだ。いいからおとなしく入院してろ。家でなにかあったらどうするんだ」

　大我がぴしゃりと言い放つ。よほど怒っているのか顔は紅潮し、眉間には深い皺が見える。

「ちゃんと歩けるから大丈夫なのに」

「だめだ。痛みがひくまではここで治療に専念しろ。わかったな」

　病室の外にまで聞こえるほどの大きな声をあげ、大我は片隅に控えていた秘書とともに病室を出て行った。まだ仕事が残っているのだろう。

「あんなに怒らなくてもいいのに。もう少しで自転車に乗れそうだったのよ。早く家に帰って練習しなきゃ」

　沙織は拗ねた口ぶりで文句を口にしている。まるで子どものような姿は相変わらずで、美汐にも見覚えがある。大我に叱られるたびに拗ねてはさらに叱られていたのだ。

　すると白衣姿の男性のドクターと、看護師の女性が病室に入ってきた。

「ご家族の方でしょうか？」

「はい。娘です。母がお世話になります」

　美汐は慌てて頭を下げた。

「葉山さん、痛みはどうですか？　まあ、軽い捻挫だからおとなしくしていたら治りますよ」

「先生、今すぐ帰りたいんです。いいでしょう？」

　子どものような沙織のわがままに振り回されるのも、彼女が元気であればこそ。

　美汐はドクターを困らせる沙織に苦笑し、ホッと胸をなで下ろした。




　それからしばらくして駆けつけた萩野に促され、美汐は家に帰ることにした。

　病室をあとにしエレベーターに乗り込んだ途端、わずかに残っていた緊張が解けたのか、全身から力が抜け、目眩を覚えた。

　朝食を用意するために早朝から活動していたせいかもしれない。

　柊に作る最後の食事だと思うたび泣きそうになり、簡単なメニューにかなりの時間をかけてしまった。

「最後の食事……？」

　美汐はハッとし、両手で口を押さえた。

　すっかり忘れていたが、家を飛び出す直前、離婚届にサインをしようとしていた。

　離婚届は今もテーブルの上に広げられ、玄関には荷物を詰め込んだスーツケースが転がったままだ。

「離婚……」

　今朝は柊のためにも離婚するしかないと思いつめていたが、沙織のわがままぶりに呆れ逆に冷静になったのか、今は本当にそれでいいのかと迷いが生まれている。

　その時エレベーターが止まり扉が開いた。乗り込んできた数人の女性たちの邪魔にならないよう、美汐は奥に身を寄せる。

「もしかして、美汐さん？」

　隣に並んだ女性から声をかけられ、美汐はうつむいていた顔を上げた。

「……白瀨さん？」

　目の前に白瀨が立っていた。

「こんにちは。杏美の家で会った時以来よね。今日はお見舞いかなにか？」

「は、はい。そんな感じです」

　突然のことに慌て、白瀨の問いにもうまく言葉を返せない。今朝も彼女と柊のことをいやというほど考え、涙を流していたのだ。本人と突然顔を合わせてもなにをどう話せばいいのかなにも浮かんでこない。

「結川君は一緒じゃないの？」

「いえ。今日は柊さんは……」

　柊の名前を口にする白瀨の声に動揺し、美汐は言葉を詰まらせた。

　頭に浮かぶのは昨日空港で目にした幸せそうな笑顔、そしてカフェの前で柊とふたりで真剣になにかを話していた姿だ。ふたりの親密な距離感は、今も思い出すだけで胸が痛くなる。

「美汐さん？」

「柊さんは急に仕事が入ったみたいで朝から出ていて。早く帰ると言ってましたけど」

　どうにかそう答えたものの、自覚している以上に混乱しているのか白瀨の顔をまともに見ることすらできない。

「相変わらずのワーカホリックね。結川君らしいけど」

　白瀨は呆れた声でそう言って、小さく肩を竦めた。

「でも新婚なのに奥さんよりも仕事なんて。今度お説教しておくわね」

　余裕が滲む白瀨の声を聞くだけで、柊との関係の深さが簡単に想像できる。

　やがてエレベーターは一階に着き、扉が開いた。

「あの、じゃあ、失礼します」

　これ以上彼女の話を聞くのはつらい。美汐は会釈しエレベーターを飛び出した。

「ねえ、一緒にお茶でもしない？」

「お茶？」

　白瀨の声に美汐はとっさに足を止め、振り返る。

「少し先にカフェがあったからそこに行きましょう。色々話したいことがあるの」

　それは柊のことだろうか。だとしたら、聞くのが怖い。

「結川君が帰ってくるまででいいから。いいわよね」

「いえ、私は」

　意外に押しの強い白瀨には逆らえず、美汐は引きずられるようにして病院を後にした。
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「なんだよ、これ」

　テーブルの上に広げられていた一枚の紙を手に取ると、柊は顔をしかめくぐもった声をあげた。

　その手の中にあるのはまだなにも書かれていないまっさらの離婚届。リビングの奥にあるプリンターの電源が入っているところをみると、ダウンロードしたばかりのようだ。

　急遽決まった各営業部との打ち合わせを終えて帰ってみれば、重いスーツケースが玄関に転がっていて、テーブルの上にはこの離婚届。

　おまけに美汐の姿はどこにもない。

　スマホを鳴らしてみるも電源を切っていてどこにいるのかもわからない。

「まさか……」

　福岡に行ったのだろうか。

　スマホの画面を見つめ美汐が会いたいと呟いていた男の顔を思い出し、柊は手にしていた離婚届をふたつに引き裂いた。

　耳障りな音をたててまっぷたつになったそれを足元に投げ捨てると、柊は再びスマホを手に取りリダイヤルした。

　やはり電源を切っているのか聞こえてくるのは留守番電話への案内だ。

　ただでさえ上がり続ける心拍数が、さらにその間隔を縮めていくのがわかる。

　その時視界の片隅でなにかが光ったような気がして顔を向けると、離婚届に隠れていたのか美汐の指にあるはずの指輪がテーブルの上に無造作に転がっていた。

　柊は力なく椅子に腰かけ指輪を手に取った。

　それは婚姻届を提出して数日後、紫乃が長く贔屓にしている宝飾店にひとり出向いて選んだ結婚指輪だ。

　店員が勧める中から選んだだけで、深い思い入れもなければ偽装結婚の小道具のひとつのようなもの。

　柊はバルコニーから差し込む光に指輪をかざした。

　傷ひとつないプラチナが、まるで柊を責めるように冷たい光を放っている。

「はあ……」

　椅子の背にだらりと身体を預け、柊は天井を見上げた。

　柊にとっては小道具でしかなかった指輪を、美汐は大切に指に通していた。それこそ傷ひとつつかないほどに。

　柊は指輪をテーブルに置くと、ジャケットのポケットからベルベットの小さなケースを取り出した。開いてみると、そこにはふたつ並んだ真新しいプラチナの結婚指輪。小粒のダイヤがひとつあしらわれていて、上品な輝きを放っている。

　これは美汐が広報宣伝部に配属されてすぐ、柊が前回と同じ店で選んだ指輪だ。

　北海道滞在中にサイズ直しが終わったと連絡があり、今日営業部を出たその足で受け取って来た。

　決して小道具ではない、柊自身が時間をかけて選んだ本物の結婚指輪だ。

「美汐」

　乾いた声が部屋に響くが、もちろん返事はない。

『初めまして。葉山美汐です』

　見合いの席で固い表情を浮かべそう言って軽く頭を下げた顔は、何度か顔を合わせたことがある母の親友によく似ていた。

　大企業の社長令嬢というだけあって身につけているものはどれも上質で品があり、彼女自身にも育ちのよさがわかる落ち着きが備わっていて、所作も美しかった。

　そんな彼女のことを甘やかされて育ったお嬢様だと安易に判断した自分の見る目のなさに気づかされたのは、それからすぐだった。

　千早不動産という超一流企業から内定を得ていると聞いて、尊敬にも似た感動を覚えた。

　彼女は甘ったれたお嬢様ではなく、自分の夢を実現するための努力ができる、逞しい女性だったのだ。

　父親の反対で内定を辞退させられるかもしれず、それを回避するために見合いに臨んだと打ち明けられた時には、彼女の正直さが新鮮で夢を応援したいという責任感のようなものが生まれ、偽装結婚をして彼女の後押しをしようと決めた。

　今思えばその時にはもう、彼女に惹かれていたとわかる。

　結婚への夢も期待もなく仕事さえ順調ならそれで十分だと考えていた自分と、夢を叶えられれば結婚相手は誰でもいいと覚悟を決めていた美汐。

　偽装結婚には最適の理由を持つふたりが結婚を決めたのは、自然な流れだった。

　とはいえ偽装結婚を提案した時、美汐は「打算的な下心で結婚しようとした自分は柊にふさわしくない」と言って躊躇していた。

〝打算的な下心〟

　柊がその言葉を聞いた時に頭に浮かんだのは、同期の白瀨玲花だった――。
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「で、話ってなんだ？　これから妻と食事に行くから手短に頼む」

　柊はスマホをチラリと眺め、まだ時間があることを確認した。

　今日はこれから会社近くにあるスペイン料理の店で美汐と食事をする予定だ。

　早々に仕事を終わらせ待ち合わせのカフェに来てすぐ、柊を追うようにして現れた白瀨に話があると声をかけられた。

　彼女は以前海外事業部に在籍していた時に、ともに大きなプロジェクトを成功させた戦友ともいえる相手だ。

　現在は秘書室に異動し、専務の秘書をしている。

「実は、プロポーズされたの」

　まるで会社をクビになったと報告するかのような沈んだ声で打ち明けた白瀨に、柊は眉を寄せた。

「相手は長く付き合ってる恋人か？　確か広告代理店のデザイナーだったよな」

　白瀨は力なくうなずいた。

「今はね。でも来年にでも会社を辞めて独立したいって聞かされて、悩んでるの」

「独立か。職種的にも年齢的にもそれを考えてもおかしくないな」

　白瀨は苦笑する。

「そうよね。彼の実績を考えたら気持ちはわかるし、才能もあると思うの。だから背中を押してあげたいんだけど……必ず成功する保証なんてないし業界最大手の代理店を辞めてまで独立しなくてもいいのにって考えちゃって」

　白瀨は肩を落とし、ため息を吐く。

　よほど悩んでいるのだろう、普段見せる強気な姿はどこにも見えず、細い身体がいっそう小さく見える。

　柊は小さく肩を竦めると、テーブル越しに白瀨に身を寄せた。

「独立と同時に結婚を考えるくらいだ、彼にはかなりの勝算があるんじゃないのか？」

「そうね。俺を信じろって言われたわよ」

「へえ。腹が据わったいい男だな」

　柊は感心し、コーヒーを口に運んだ。

「そうよ。本当にいい男なの。でも、だからって信じていいの？　もしも独立に失敗して苦労を背負い込むことになったら……私の今までの努力が無駄になる」

　柊の落ち着き払った様子にたてつくように、白瀨は声を荒げた。

「落ち着け。まあ、裕福な男と結婚するためだけに踏ん張ってきた白瀨の気持ちはわからなくもないが」

　思い返すように話す柊に、白瀨は表情を固くする。

「悪い？　だって、お金持ちと結婚して母を幸せにするって子どもの頃から決めて、そのために努力してきたのよ。彼なら一流企業のエリートでかなり稼いでたから結婚しようと思ってたのに、独立して失敗したら、私はなんのために今まで」

　白瀨の切羽詰まった声が店内に響き、周囲から好奇に満ちた視線が向けられた。

「……ごめんなさい」

　チラチラ届く視線を交わすように身体を小さくし、白瀨は頭を下げる。

「で、でも、あの時。結川君が私と結婚してくれていたら、今こんなに悩んでないのに。あっさり振られて困ってるんだから、どうにかしてよ」

　拗ねた口ぶりで言い放ちぷいっと顔を背けた白瀨を、柊は呆れた目で見つめた。

「八つ当たりもいいところだな。それに本当はプロポーズを受けたいんだろ？　そのことは白瀨自身が一番わかってるはずだ」

「え？　どうしてそんなこと――」

「そうだろ。本当に結婚する気がなければ悩む前に断ってるはずだ。それに俺が白瀨の告白……というよりなんちゃってプロポーズを断ったのは五年以上前の話だ。今頃蒸し返すほど白瀨が俺のことを好きだとは思えないし。まあ、あの頃も俺のことは好きじゃなかったよな」

「よくわかってるわね。確かに結川君のステイタスと経済力が気に入っていただけで、好きなわけじゃなかった。下心だらけの打算的な女……それは今も変わってないけど」

「確かに下心満載の打算的な同期だよな」

　柊は面白がるように笑いながら、五年前の白瀨からのプロポーズを思い出した。

『入社してからずっと結川君のことが好きなの。単なるお付き合いじゃ我慢できないから結婚して』

　白瀨からプロポーズまがいの告白を受けた時、柊は彼女の言葉の裏側にある打算的な気持ちを察していた。

　それまでにも柊のステイタスと見た目が目当てで近づいてくる女性は多く、白瀨もそのひとりだとピンときたのだ。

『同期としか見られない』

　きっぱりその場で断ったものの、白瀨がそれまで柊を射止めようと近づいてきた女性たちと違うことには気づいていた。

　白瀨は女手ひとつで育ててくれた母親に裕福な生活を与えるために玉の輿に乗ろうと考え、努力を重ねてきたのだ。

　その努力の成果ともいえる結婚相手に柊が選ばれたのだが、当時の柊には相手が誰であれ結婚するつもりはなかった。

　ただ、仕事のパートナーとして一目置いている彼女からの相談があれば、結婚は別にしても力になれたのにと残念でならなかった。

　すると柊からあっさり断られ気がラクになったのか、白瀨は芝居がかった身振りで柊の腕にしがみつき。

『結川君と結婚すればいずれは社長夫人。お金に困ることはないし、母にもラクをさせてあげられる。それに結川君は仕事第一で恋愛は二の次以下。結婚には興味がなさそう。だったら相手は私でもいいんじゃない？　結婚しようよ』

　出会って一番の生き生きとした表情で冗談交じりにそう言った白瀨に、柊は即座に「断る」と改めて一刀両断。きっぱりと突き放した。

　その後ふたりは揃って海外事業部で成果をあげ、最高のパートナーと社内で称されるようになった。

　そして優秀な仕事ぶりがかわれた白瀨は専務秘書に抜擢され、現在の恋人と付き合い始めた。

　恋人が広告業界で名前が知られるようになってきたと言って喜ぶ白瀨を、柊は同期として見守ってきたのだが。

「裕福になるために努力して一流企業に就職したけど、今はそれが幸せなことなのかわからないの。でも、それを認めたら自分の人生が否定されるみたいでつらい……。母を幸せにしてあげたいし宏平のことが好きだから結婚もしたい。でも、こんな打算的な私じゃ宏平にはふさわしくないし……。あ、い、いいの。なんでもない」

　白瀨は我に返り視線を泳がせた。思いがけず口を突いて出た本音に、自分でも驚いているようだ。

「こんなことなら五年前のあの時、なにがなんでも結川君を口説いて結婚してもらえばよかった。だったら今こんなに悩まなかったのに」

　白瀨は照れくさそうに笑うと、グラスに残っていたコーヒーを飲み干し席を立った。

「専務がアメリカから帰国して会社に顔を出すって連絡があったから戻るわ。予定よりも早く商談がまとまったみたい。あ、奥様とのデートの前に来ちゃってごめんね」

　店に入ってきた時よりも数倍力強い足取りで店を出て行く白瀨を、柊は追いかけた。

「白瀨」

　柊は店を出た白瀨を呼び止め駆け寄った。

「どうしたの？」

　振り返った白瀨に向かい合い、柊はゆっくりと口を開いた。

「もしも俺と結婚して裕福な生活を送るとしても、白瀨は幸せにはなれない。俺は白瀨を愛してないからな」

「……なに？　ダメ押し？　何年も前に振られてるのに、また振られた気分よ」

　苦笑する白瀨の言葉を笑って聞き流し、柊は言葉を重ねる。

「恋人と結婚して白瀨が幸せになれるのか俺にはわからないが、少なくとも彼は白瀨を愛してるんだろう？　それがうれしいくせに打算的な自分は彼にふさわしくないって悩んでるんだよな。俺の時にはそんなこと考えなかったのに、わかりやすいな」

　柊は打算的という言葉を口にしながら、見合いの時に打算的な自分はふさわしくないと言って偽装結婚を断った美汐を思い出した。

　凜とした表情が印象的で、今思い出しても頰が緩みそうになるほど、美しかった。

　思いつくまま理由を挙げて美汐を説得したが、あの時すでに美汐に惹かれていたのだ。

「なに笑ってるのよ」

　眉を寄せる白瀨に、柊は「別に」と呟き一瞬視線を泳がせた。

　その間も頭から美汐の姿が消えることはなく眼差しは優しい。

「思うけど」

　表情を引き締め、柊は改めて白瀨に向き合った。声音が変わった柊を見上げ、白瀨もすっと表情を整える。

「白瀨が今まで勉強でも仕事でも努力して自分に力をつけてきたのは、裕福な男と結婚して玉の輿に乗るためじゃなくて、今の恋人とこの先幸せに生きるため。俺はその途中ですれ違った単なる同期。結果的にはそういうことじゃないか？」

　白瀨はハッと目を見開き柊を見つめた。

「なにが自分の幸せなのか、気づいているよな。白瀨が幸せならそれがお母さんの幸せだろうし、それを白瀨も本当はわかってるはずだ」

　美汐の幸せそうな顔を見ると、自分も幸せな気持ちになる。

　自然と心の中に広がる思いに、柊は笑みを浮かべた。

「私の幸せか……なんか、色々考えることに疲れちゃった。好きなら好き。それでいいような気もするし。あ、専務が帰ってくるから急がなきゃ。じゃ、行くね」

「白瀨、悪い。専務の商談の件だけど、俺も気になってるんだ。直接話を聞きたいから明日にでも時間を調整してもらえないか？」

「明日はちょっと厳しいかな。とりあえず後で電話するかメッセージを入れておこうか？」

「ああ、助かるよ」

　すっかり仕事モードの顔に切り替え、白瀨は背筋を伸ばして会社に戻っていく。

　その後ろ姿を見送った後、柊は店に戻った。

「打算的か」

　白瀨と話をしながら何度も美汐のことを思い出していた。

　見合いの席で偽装結婚を持ちかけたのは、夢を実現させようと努力する美汐の強さと、打算的な下心を隠さなかった正直なところに惹かれたからだ。

　今ではもう、惹かれるという言葉では伝えきれないほどに、美汐のことが愛おしい。

　今さら手放すことなど絶対に無理だ。

　どれほどの相手が美汐の前に現れたとしても美汐を幸せにするのは自分だと、柊は決心した。

「それにしても……」

　待ち合わせの時間を少し過ぎていることに気づき、柊は美汐にメッセージを送った。

【今どこにいる？　早く会いたいから迎えに行く】
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　スマホから軽やかな音が響き、柊は意識を戻した。

　慌ててテーブルの上に置いていたスマホを手に取ると、メッセージが届いている。

　一瞬美汐からかもしれないと期待したが、画面に表示されているのは白瀨の名前だった。

　昨日北海道から帰ってきてすぐ、結婚式のことでもめている婚約者から謝罪と愛しているよというメッセージが届いて浮かれていたが、また喧嘩でもしたのだろうか。

「は？」

　届いたメッセージを確認してすぐ、柊は玄関に転がるスーツケースをよけながら慌てて家を飛び出した。










第九章　本当の結婚を始めたい




　強引に連れてこられたカフェで、美汐は一方的に話し続ける白瀨に驚き目を瞬かせていた。

　席に着いてから三十分近く経つが、とりとめのない話が続くばかりで要領を得ない。

　白瀨は数日前に出産した友人の見舞いに病院に来ていたらしく、昼食を取り損ねたと言ってあっという間にサンドイッチを完食した。

　緊張でコーヒーを口にするだけで精一杯の自分との違いに、美汐は圧倒されている。「捻挫は骨折よりもたちが悪いって聞くし、ちゃんと治療しておいた方がいいわよ」

　沙織の捻挫の話を聞いた白瀨は、まるで自分の家族のことのように沙織を心配している。

「私の母も慌て者でね、気がついたら身体のどこかに擦り傷とか内出血とか。ひとり暮らしだから心配なのよね」

「そうですね。ひとりは心配ですね」

　美汐はいつ本題に入るのかと気になり、気もそぞろに相槌を打つ。

　まるで世間話をするためだけにここに連れてこられたようだ。

「白瀨さん、あの」

　これ以上緊張が続くのは耐えられない。美汐は自分から話を切り出すことにした。

「私に話したいことがあるとおっしゃってましたけど……それって」

　いざ切り出したもののやはり聞くのが怖い。

　美汐は次第に速くなる鼓動を意識しながら、一度深呼吸をした。

「ああ、ごめんなさい。話したいことね。そうね、いくつかあるんだけど」

　それまでの軽快な口ぶりから一変、白瀨はその場で姿勢を正し表情を引き締めると、落ち着いた声で話し始めた。

「私ね、入社してからずっと、結川君と結婚したかったの」

「結婚……」

　予想していた以上のストレートすぎる白瀨の言葉に、美汐は目眩を覚えた。

　くらりと揺れた身体を支えるように、とっさに両手をテーブルに置いた。

「違うの違うの。美汐さん、ごめんなさい」

　白瀨は美汐の変化に慌て、申し訳なさそうに頭を下げる。

「誤解させてごめんなさい。でも何年も前にばっさり振られてるから安心して。私のことは単なる同期だってはっきり言われて相手にもされてないの」

「振られてって、まさか」

「本当よ。ばっさり滅多斬り。それはもう気持ちいいくらいにあっという間に振られたの。私の打算に気づいていたみたいだしね」

「打算？」

　その言葉が引っかかり、美汐は白瀨を見つめた。

「私、母子家庭で育ったの。かなり貧乏でね。だから裕福な男性と結婚しようって子どもの頃に決めて。一流と言われる大学を卒業してユイメディカルという超一流企業に入社。入社したら同期に次期社長がいるからこれだって思ったのよ。それも見た目抜群のまるで王子様。絶対に結婚しようって決めたの」

「そ、そうなんですか……」

　怒濤のように話し続ける白瀨の勢いに気おされ、美汐は椅子の背に身体を預けた。

　想像もしていなかった話に理解が追いつかず、どう反応すればいいのかわからない。

「まあ、結局振られちゃったけどね。でも、もしも結婚できたらお金には困らないから母を幸せにできるし、社長夫人っていう肩書きも最高でしょ？」

「そうでしょうか」

　間を置かず答えた美汐に、白瀨は眉を寄せた。

「美汐さんにはわからないわよね。だってお金に困ったことなんてないでしょう？」

　そう口にしてすぐ、白瀨は気まずげに視線を逸らした。

「だから、ひがんだの」

　気を取り直したように、白瀨は言葉を続けた。

「披露宴の時も杏美の家で会った時も。もともと裕福なんだから結川君と結婚しなくてもいいのにって考えちゃって。つい睨んだりして、子どもよねごめんなさい」

　白瀨は深く頭を下げた。

「話したいことってこのこと。ずっと気になってたから、今しかないって思ってつい呼び止めちゃった」

　白瀨の力のない声に、美汐は何度も首を横に振る。

「私も打算だらけなので、気にしないで下さい」

「美汐さんが？」

「そうです。父から離れて憧れの仕事に就くために柊さんと結婚したんです。だから謝らないで下さい」

　美汐も白瀨と同じ。夢を叶えるために柊との結婚を望んだのだ。彼女を責める気にはなれない。

「事情はよくわからないけど、私にも美汐さんにも打算があって結川君と結婚したいと思ったってことなのね」

　美汐はコクコクとうなずいた。

「そして結川君は付き合いが長い私よりもお見合いで知り合ったばかりの美汐さんを選んで結婚した。それって美汐さんには結川君を惹きつける魅力があるからよね。そして美汐さんは結川君から相当愛されてるということ。結川君、そうよね」

「……え？」

　意味深な笑みを浮かべる白瀨の視線をたどり振り返ると、そこに柊が立っていた。

　急いでここまで来たのか息が上がり、髪も乱れている。

「美汐」

　柊は苦しげに肩を上下させながら、美汐の身体を背中から抱きしめた。

　荒い息づかいが肌に触れ、柊の混乱が直接伝わってくる。

「家にいないし電話にも出ない。おまけに離婚届だ。……福岡に行ったかと焦った」

「福岡？」

　まさか須藤君に会いに行ったと思ったのだろうか。

　すると美汐たちのやり取りを眺めていた白瀨がニヤリと笑い口を開いた。

「私みたいにデキる同期がいて助かったわね、結川君」

「ああ。感謝してる」

　柊は美汐を抱きしめる手はそのままに顔を上げ、答えた。

「あのいったいどういうこと」

　美汐はオロオロと柊と白瀨に視線を投げかける。

「美汐さんの様子が気になって、ここに来てすぐに結川君にメッセージを送ってみたの。美汐さんを引き留めなきゃと思って話を延ばしてたけど。こんなに早く来るなんて、ふふっまだまだ新婚さんね」

　白瀨は楽しげに笑い、席を立った。

「これから披露宴の打ち合わせだから行くわね。そういえば、独占欲まみれの結川君からはひとりで出席するって言われたけど、披露宴には美汐さんも出席してね」

「私、同期じゃないですけどいいんですか？」

　昨日、柊には遠慮すると言って断ったが、こうして白瀨と話をした今は、彼女のウェディングドレス姿を見てみたい。

「もちろんよ。披露宴に箔をつけるためにも次期社長夫妻には是非出席してもらわなきゃ。これもいわゆる打算ってことね」

　白瀨は笑いを堪えながら大袈裟にそう言うと、美汐の背後に立つ柊にニッコリ笑ってみせた。

「どうせ他の男に美汐さんを見せたくないとか、そんなつまんない理由でしょ？」

　白瀨の指摘に柊は視線を逸らした。図星だったようだ。

「柊さん……」

　美汐の顔がほんのり赤くなる。

「だったら今日のお礼にふたり揃って出席してちょうだい。約束したわよ」

　足取り軽く店を出ていく白瀨の背中を、美汐と柊は顔を見合わせ見送った。




　家のドアを開けた途端転がったままのスーツケースが目に入り、美汐は慌てて持ち上げようとした。

「俺が運ぶ」

　あっという間に不機嫌な表情を浮かべた柊が、奪うように美汐からスーツケースを取りあげ寝室へと運んでいく。

　その背中が悲しそうに見えて、美汐は自分がしでかしたことの重みを痛感する。

「わっ」

　リビングに足を踏み入れた時、足元に破られた離婚届が落ちているのに気づき急いで拾い上げた。

「ごめんなさい」

　柊の悲しみを想像し、美汐は唇をかみしめた。

　自分の勘違いのせいで柊を傷つけてしまい、申し訳なくて仕方がない。

「これを見た時、目の前が真っ暗になるっていうのはこういうことだとわかったよ。まだなにも書いてないから耐えられたが、そうでなかったら気絶していたかもな」

　いつの間にか傍らに立っていた柊が、離婚届の残骸を取りあげゴミ箱に捨てた。

「簡単にダウンロードできるのも、問題ありだな」

　柊は気を取り直したようにそう言って、両手を伸ばし美汐を抱きしめた。

「寿命が十年は縮んだな」

「ごめんなさい。私が勘違いしたからですよね。柊さんが白瀨さんのことを好きだって勝手に誤解して、結局白瀨さんにも気を遣わせてしまって……反省してます」

　柊が白瀨と一緒にタクシーに乗り込んだ理由を、その日のうちに聞けばよかったのだ。さっき柊が運転する車の中で教えられたが、あの日は婚約者と喧嘩していた白瀨が悪酔いし、たまたま隣で飲んでいた柊がタクシーで白瀨を送り届けたそうだ。帰りが遅かったのは、白瀨を送り届けた後三次会に合流したからで、美汐が悩む必要などなにもない、単純な理由からだった。

　タクシーに乗り込んだ交差点の近くに同期の両親が経営している店があり、そこで飲んでいたというダメ押しまで。

　話を聞き終えた時、美汐はあの日寝たふりをするほど空回りしていた自分が情けなくて、しばらくの間柊の顔を見られないほど落ち込んだ。

　それにこの間柊の会社近くのカフェで見かけた時も、同じように白瀨の悩みを聞いていただけ。見た目だけではわからない白瀨の繊細さを想像しては、自分の人としての奥行きのなさにがっかりもした。

「美汐」

　柊はうつむく美汐の頰を包み込み、互いの額をこつんと合わせた。

「白瀨のことなら心配しなくていい。仕事の上では頼りにしてるし尊敬もしてる。ただ恋愛感情を持ったことは一度もない」

　言葉の一つひとつから柊の真剣な思いが伝わってきて、美汐は今まで抱えていた不安が順に消えていくのを感じた。

　すると柊は美汐の身体をそっと引き離し、カウンターの上のリングケースからなにかを手に取り美汐に差し出した。

「それっ」

　美汐は柊の手の平をまじまじと見つめ、声をあげた。それは今朝美汐が左手の薬指から外した結婚指輪だ。

「離婚届と一緒に見つけて預かっておいた」

「ごめんなさい。離婚するならこれは置いて行かなきゃと思って。でも今は会社に毎日嵌めて行きたくて――」

「これはもう嵌めないでくれ」

「えっ？」

　今度は柊の方から離婚を切り出されるのだろうか。

　ふと浮かんだ思いを即座に打ち消すものの、今朝家を出る間際に話があると言っていたことを思い出して、不安になる。

「どうして……？　それに話があるって言ってましたけど」

「偽装結婚」

　感情の見えない静かな声で、柊は呟いた。

「これは偽装結婚の証だ。ずっと抵抗があったんだ」

　言われてみればそうかもしれない。この指輪には偽装結婚をうまくやり通すという誓いが込められている。

「これを見ると俺たちが本当の夫婦じゃないことを思い出して、正直気が重い」

　柊は結婚式の日から欠かさず指輪を嵌めていた。内心そんな思いを抱えていたと思うと切ない。

「あの時偽装結婚を持ち出して本気で美汐を口説かなかった自分の弱さを突きつけられているようで苦しかった。自業自得だな」

「あの、今……」

　目を瞬かせ、美汐はおずおずと柊に声をかける。

「今、私を口説くって聞こえたような気がしたんですけど。それって」

　まさかと思いながらも、声に期待が滲んでいるのがわかる。

「いえ、いいんです。やっぱり聞き間違いですよね。最近勘違いばかりで困ってて」

　美汐はパタパタと手を振り明るくおどけてみせる。

「また空回りしてますね。柊さんが口説きたいなんて、まさか嘘、ですよね」

「嘘は言わないよ」

　戸惑う美汐に軽く口づけると、柊は美汐の手を取りソファに座らせた。

　そして手にしていた指輪をリングケースに戻し、カウンターの上に置いていた別のなにかを手に戻ってくる。

「そんなことって……」

　美汐は首をひねる。

　あの時の柊は見るからに不機嫌で、母親たちのやり取りをうんざりした様子で眺めていた。美汐を見る目も冷めていて、居心地が悪くて仕方がなかった。

「柊さん、からかってますか？」

「まさか」

　柊は小さく笑い首を横に振る。

「あの日、最初から本当の結婚をしたいと言えばよかったんだよな」

　続く告白に、美汐は息を止めた。あまりにも自分に都合がいい言葉ばかりが続いて、現実とは思えない。

「といっても、最初はそこまでの自覚はなかったんだ。千早不動産から内定が出てると聞いた時はもちろん感心したが、正直本当に沙織さんの娘なのか疑ったくらいだし」

　冗談めいた柊の口ぶりに、美汐もホッと息を吐いた。

「子どもの頃からよく言われます。母は浮世離れしていていつもスキップしてるみたいにふわふわと摑みどころがなくて。でも嘘は嫌いで自分に正直で、自分の気持ちをちゃんと言える強さを持っているんです。私とは全然似てませんよね」

「そんなことないだろ」

　柊は美汐の言葉を即座に否定する。

「美汐は打算で俺との結婚を考えたと打ち明けて見合いをなかったことにしようとした。そういう馬鹿正直なところは沙織さん以上だろ。俺は美汐のそういう嘘がつけない誠実さに惹かれたんだ」

「じゃあ、ほんとに？　ほんとに私のことを」

　美汐は声を震わせ身体ごと柊に近づいた。

　唇が触れ合いそうな距離で見る柊の瞳に、期待で目を潤ませる美汐の顔が浮かんでいる。

　柊は優しい眼差しを美汐に向け、うなずいた。

「それにしても、偽装結婚をもちかけてこれだけ苦しむとは思わなかった」

　小さく肩を落とし、柊は自嘲気味にそう言った。

「結婚してすぐの頃は美汐が側にいればそれでよかったが、仕事を始めてからは美汐の口から男の名前が出るようになって、いつか偽装結婚ではなく俺以外の男と本当の結婚がしたいと言い出すんじゃないかと気が気じゃなかった」

「そんなことあるわけないです。男の名前って言われても、須藤君くらいだし」

　とっさに声をあげた美汐を見つめ、柊は動きを止めた。

「その須藤君に会いたいと言って泣きそうな顔をしていたのは誰だ」

　柊は絞り出すような声でそう言ってすぐ「いや、もういい。俺も彼のことは嫌いじゃない」とぶつぶつ口にする。

「泣きそうって、私のことですか？」

　どう思い返しても、須藤のことで泣いた記憶はない。むしろ。

「私が泣く理由は、いつも柊さんです。それ以外思い浮かびません……あ」

　思いの外大きな声が部屋に響き、美汐は慌てた。

「ごめんなさい。柊さんを責めてるわけじゃないんです」

　それどころか責められるべきは自分の方だ。

　涙を流すのはいつも、自分がとんでもない勘違いをしている時で、柊を責めるのはお門違いだ。

「言いすぎました。これからは勘違いなんかしないように……えっ、柊さん？」

　美汐は声をあげた。気づけば柊の胸に顔が押しつけられている。

「スペイン料理の店で、美汐が須藤君の写真を見ながら会いたいと言っているのを聞いた時、偽装結婚をもちかけたことを本気で後悔した」

　押しつけられた胸の向こう側から聞こえるくぐもった声に、美汐は息をのんだ。

　須藤に会いたいと口にした記憶は曖昧だが、それはどうでもいい。

「私も柊さんのことを好きになったのに偽装結婚だから言えなくて。後悔してました」

　美汐は柊の身体にぎゅっとしがみついて、ひとり抱え込んでいた想いを吐き出した。

「美汐」

　柔らかな呼びかけに顔を上げると、柊の手が肩に置かれ美汐の身体をそっと引き離した。

「だったらこの結婚、終わりにしよう」

「え」

「誤解するな。そうじゃない。偽装結婚は終わりにして本当の結婚を始めたいんだ」

「柊さん……」

　美汐の胸にこれ以上ない喜びが広がっていく。今朝泣きながら結婚指輪を外したことなどなかったかのように、今最高に幸せだ。

「だったら、まずはこれだ」

　柊は握りしめたままの右手を美汐の前に差し出した。

　やがて柊の大きな手がゆっくりと開き、ふたつの指輪が現れた。

　プラチナだろうか、ダイヤがひとつあしらわれたシンプルで上品なデザインだ。

「これって、結婚指輪ですよね」

「ああ」

　期待に満ちた美汐の問いに、柊は表情をすっと整え姿勢を正した。

「改めて言わせてほしい。偽装結婚なんかじゃない、本気で愛し合う本当の夫婦として、ふたりで幸せになりたい」

「私も……ずっと本当の夫婦になりたかった」

　美汐は声を震わせそう言うと、柊の胸に勢いよく飛び込んだ。

　そして薬指に収まった真新しい指輪に、ふたりは永遠の愛を誓った。










第十章　本当の結婚が始まりました




「結婚式を仕切り直そうと思ってるんだ」

　本当の夫婦として気持ちを通わせた日から数日が経った週末の朝、期待を滲ませた表情で切り出した柊を、美汐は見つめ返した。

「仕切り直す……？」

　訳がわからずきょとんとした美汐に、柊はテーブル越しに勢いよく身体を寄せた。

「大学時代の友達が運営してるガーデンウェディングの施設に、キャンセルが入ったたんだ」

「えっと、ガーデンウェディングって言われても……それにキャンセルって」

　土曜日の朝、少し遅めの朝食の準備が整った途端の柊の言葉。美汐は理解が追いつかず、首をかしげた。

「あの、結婚式っていったい誰の？　あ、もしかして白瀨さんの――」

「俺たちの結婚式だ」

　美汐の言葉に被せるように、柊が即座に答えた。

「でも……」

　突然結婚式やガーデンウェディングと言われても、それはもう自分たちには縁のない話。さらにわけがわからない。

「そうだな、ピンとこないよな。……これだ」

　柊はあらかじめ用意していたのか手元に置いていたタブレットを操作し、美汐に手渡した。

「一日一組貸し切りで、宿泊もできる。もちろん料理は絶品で文句なし。広い庭の奥にあるチャペルで式も挙げられる。一応仮予約でおさえておいたが、どうする？」

　柊は口早にそう言って、美汐の隣に腰を下ろした。

「ど、どうすると言われても」

　勢い込み声を弾ませる柊に圧されながら、美汐は手渡されたタブレットに視線を落とした。

「わあ……綺麗な緑」

　画面いっぱいに広がる緑の鮮やかさに、美汐は思わず声を漏らした。

　手入れが行き届いているとひと目でわかる綺麗な芝生の向こうには、今にも爽やかな香りが漂ってきそうなほどの立派な木々が、空に向かって枝葉を広げている。

　手前に整然と並ぶセンス抜群の白いテーブルや椅子。そしてチラリと見えるのはチャペルだろうか。

　画面のすべてに日常を忘れてしまいそうなほどの開放的な空気が満ちている。

「……ここって、どこですか？」

　画面を見つめたまま、美汐はぼんやり問いかけた。

　柊の結婚休暇の時に訪れたオーベルジュにも感激したが、ここも負けず劣らず素敵な場所のようだ。もしも行けるなら、柊と一緒に訪ねてみたい。

「フランス」

「そうですか、フランス……。えっ？」

　意外すぎる答えに慌てて顔を上げると、目の前に柊の端整な顔が迫っていた。

「しゅ、柊さんっ」

　あまりの近さに驚き後ずさる美汐を、柊が身を乗り出し追いかける。

「ちょうど盆休みと重なる日程だから美汐も休みだよな」

「はい。お盆は休みです……というか、九連休だったかと」

　ユイメディカル同様、社員の福利厚生が手厚い千早不動産では、一部の部門を除いて今年の夏休みは九連休となっている。

　柊の休みがまだ確定していないのでなにも計画していなかったが、夏休みを利用してフランスに行くのだろうか。

「だったら決まりだな」

「決まりって、さっきからなにを言って……きゃっ」

　いきなり柊に抱き上げられて、美汐の口から大きな声が漏れた。

「時間がないから急いで準備しないとな。そういえば、パスポートは持ってるよな」

　当然のようにそう口にすると、柊は美汐の身体を膝の上に置いた。

「あの……っ」

　横抱きにされた身体をもぞもぞと落ち着かせながら、美汐は顔を赤くする。

　気持ちを寄り添わせて以来頻発しているスキンシップに、心臓がばくばくと音を立てている。

「ん……っ」

　背中に回された柊の手にぐっと力が入った途端、唇が塞がれた。

　思わず開いた唇の隙間から差し入れられた柊の舌が口内を探るように動き回り、美汐の顔どころか全身が赤く染まっていく。

「……はあっ」

　何度教えられてもうまく呼吸ができず、美汐は顔を逸らして柊の首にしがみついた。

「ごめんなさい」

　はあはあと荒い呼吸を我慢できないのが情けない。

「謝らなくていい。先は長いんだ、ふたりでゆっくり楽しめばいい」

　柊は美汐の額に掠めるだけのキスを落とし、満ち足りた笑みを浮かべた。

「先は長い……」

　その言葉の意味を、美汐はしみじみとかみしめる。

　ほんの一週間前まで、偽装結婚が終わる日を覚悟しながら過ごしていた。

　なのに今はこうして柊の膝の上で抱きしめられ、続く未来を笑顔で話している。

　それがどれだけ幸せなことか、切なさに震えていた半年を経た今ならよくわかる。

「柊さんっ」

　美汐は身体ごと柊にしがみついた。

　遠慮なく柊の身体に触れることができる幸せに、心も体もはしゃいでいる。

「私と結婚してくれてありがとうございます。母さんと紫乃さんには感謝してもしきれません」

　始まりは沙織と紫乃の思いつきだったが、ふたりのおかげで柊と結婚でき、幸せになれた。

　ふたりに振り回されることは多いが、それをカバーしてもあまりある幸せを手にした今、感謝の気持ちでいっぱいだ。

「ふたりに感謝するのはかまわないが、フランスのことは黙っておいた方がいいな。知ったら最後、絶対についてくるはずだ。あれこれ口を出されるのも面倒だからな」

「あの、本当にフランスでもう一度結婚式を……？」

　美汐はおずおずと顔を上げ、柊をまっすぐ見つめた。

　結婚式を仕切り直したいと言われても理解が追いつかず混乱したが、今は混乱以上にそれを期待するワクワクした感情が胸に生まれている。

　すると柊は肩を竦め、美汐の左手を手に取った。

「指輪と同じだ。美汐と本当の結婚式を挙げたいし、本当に気に入ったウェディングドレスを着せてやりたい。というより、俺が美汐のウェディングドレス姿をゆっくり見たいんだけどな」

「それを、フランスで……」

「ああ。この指輪を選んだ時に、フランスの友達にキャンセルが入ったらすぐに連絡してほしいと頼んでおいたんだ。まさかこんなに早いとは思わなかったが」

　柊はクスリと笑い、美汐の左手に光る結婚指輪をそっとなでた。

「偽装結婚をうまくやると誓った結婚式や披露宴の写真を、この先見るのは気が重い。だったら上書きすればいいと思うが、問題はあるか？」

　望む答えはひとつ。それ以外は受け付けないとでもいうように、柊は自信ありげに笑みを深めた。

　美汐は薬指の結婚指輪を見つめた。

　これを手にするまで意識したことはなかったが、以前の指輪には感じられなかった柊からの愛情が込められているようで、愛おしくてたまらない。

　今では会社にも身に着けたまま堂々と通っている。

「上書き……」

　柊は指輪を新調した時と同じ思いで結婚式をもう一度と考えているのだ。

　指輪といい結婚式といい、柊は美汐が思っている以上に偽装結婚を後悔し重荷に感じていたのだ。

　その気持ちを察することができなかった自分が情けないが、それを今さら悔んでも仕方がない。

「問題なんて、ありません。あるわけないじゃないですか」

　美汐は力強い声でそう言うと、体勢を整え柊と向かい合った。

「私も柊さんのタキシード姿をもう一度見たいです。それに今度は柊さんと一緒にふたりの衣装を選びたいし、本当の気持ちを誓い合いたいです。だって私は――」

「愛してるよ」

　柊は美汐の言葉を優しく遮り互いの唇を重ねた。

「ドラマティックにフランスで伝えるつもりだったが、美汐から先に言われるのは悔しいからな」

　甘い吐息とともに届いたささやきに、美汐はぽっと頬を赤らめた。

　柊から初めて伝えられた想いが、身体中を熱くする。

「私も。……あ、愛しています、よ」

「……くっ」

　照れくささにうつむいた美汐を、柊はたまらないとばかりにかき抱いた。




　それから半月後、パリ郊外のチャペルに柊と美汐が愛を誓い合う声が響いていた。




【完】










あとがき




　こんにちは。惣領莉沙です。

『このたび、お見合い相手の御曹司と偽装結婚いたします～かりそめ妻のはずが旦那様の溺愛が溢れて止まりません～』をお手に取っていただきありがとうございます。

　今回は夢を叶えるために偽装結婚を受け入れるヒロインと、ヒロインの幸せを願って大人の優しさと愛情を注ぐヒーローのお話です。

　いわゆるセレブと呼ばれる裕福ではあるものの窮屈な家に生まれたふたりが、自身の運命を前向きに受け止め幸せになるまでを、どうぞお楽しみ下さい。




　作中、医療機器メーカーと製薬会社について書いていますが、最近私自身が医療機器のお世話になる機会があり、ドクターが開発者の方についてチラリとお話されました。患者の不安を少しでも早く解消し、そして正確な診断ができるよう奮闘されている姿が想像でき、感謝の思いでいっぱいになりました。

　ドクターはアップデートする以前の機器の方が使いやすいと笑っていましたが、それもまたそうなのかなと、新鮮な気持ちにも。

　ほんの少し、その時に感じた開発者の方へのリスペクトを作中に忍ばせてみました。

　とはいえドクターや医療機器のお世話になることのない毎日が、理想ですね。

　まずは夏の暑さを理由に主食はアイス……という生活を改善しなければ。

　目指すは年を重ねてもひとり暮らしを満喫している父。背筋を伸ばし力強く歩く姿は我が親ながら憧れです。




　この作品が忙しい毎日の気分転換のお役に立てれば幸いです。

　最後になりますが、携わってくださった皆様、そしてなにより読者様。

　これからも、よろしくお願いいたします。

　このご縁が末永く続きますよう、いっそう精進いたします。




惣そう領りょう莉り沙さ
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このたび、お見合い相手の御曹司と偽装結婚いたします


～かりそめ妻のはずが旦那様の溺愛が溢れて止まりません～
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